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１ 全国講習会プログラム（９月４～６日水・木・金曜日） 

会場：ＡＰ浜松町 

 

第１日目 ９月４日水曜日 開場１０時から 

第１部 来年度予算要求、藻場の保全に関する政策の動向について Fルーム 

10:00～ 

10：30～10：50 

10：50～11：50 

 

 

11:50 

開場 

開会 挨拶 オリエンテーション 

来年度予算要求及び藻場の保全に関する政策の動向につ

いて 

質疑応答、意見交換 

閉会 

   

第２部 第１藻場部会 F ルーム 開場１２時３０分から 

12:30～ 

13：00～13：10 

13：10～14：40 

 

 

 

 

 

14:40 

15：00～16：00 

開場 

開会 オリエンテーション 

海水温上昇に対応した磯焼け対策について 
実効性のある継続的な藻場モニタリングの手引きについて

ブルーカーボンを通じた藻場の保全・創造について 
（講師：一般社団法人水産土木建設技術センター 

完山主任研究員・齋藤研究員）

質疑応答 意見交換 

閉会 

個別相談（会場参加者の希望者） 

 

第２日目 ９月５日木曜日 

第３部 第２藻場部会 F ルーム 開場９時３０分から 

9:30～ 

10:00～10：10 

10：10～11：40 

 

11:40 

12：00～13：00 

開場 

開会 オリエンテーション 

藻場の保全について  コーディネーター川畑友和氏 

事例紹介 質疑応答 意見交換 

閉会 

現地視察について（現地視察参加者） 

 

第４部 干潟部会 F ルーム 開場１３時から 

13:00～ 

13：30～13：40 

13：40～15：00 

 

15:00 

15：15～16：00 

開場 

開会 オリエンテーション 

干潟等の保全について コーディネーター片山貴之氏 

事例紹介 質疑応答 意見交換 

閉会 

個別相談（会場参加者の希望者） 

・コーディネーターや講習会内容は変更になる場合があります。又、進行

状況等により時間が前後する場合があります。 

・会議室は参加者の人数により変更となる場合があります。当日の講習会

会場案内で確認願います。 
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２ 出席者名簿 

第１部 来年度予算等 

①会場参加者 

 

 
 
 

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 太田剛雄 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

2 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

3 北海道 浅井大輔 北海道根室市水産指導課 行政

4 青森県 松坂　洋 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

5 青森県 岩間貴志 青森県風間浦村産業建設課 行政

6 千葉県 田中美帆 千葉県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

7 千葉県 加濃義治 千葉県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

8 神奈川県 岡村多恵 神奈川県地域協議会 協議会

9 愛知県 影山　慧 愛知県水産課 行政

10 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

11 三重県 髙田知佳 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

12 滋賀県 田口貴史 滋賀県水産多面的機能発揮協議会 協議会

13 兵庫県 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

14 兵庫県 門田ひとみ 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

15 兵庫県 宮武航大 兵庫県水産漁港課 行政

16 鳥取県 野々村卓美 水産多面的機能発揮対策鳥取県地域協議会 協議会

17 島根県 土江秀治 島根県沿岸漁業振興課 行政

18 徳島県 森　啓介 徳島県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

19 香川県 岡田侑樹 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

20 愛媛県 渡部祐志 愛媛県水産課 行政

21 佐賀県 伊藤幸子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会

22 佐賀県 岩永咲良 佐賀県水産課 行政

23 長崎県 立石雅之 有川町漁協活動組織 活動組織

24 長崎県 浦井純一 長崎県漁港漁場課 行政

25 長崎県 中島吉洋 長崎県漁港漁場課 行政

26 長崎県 円口耕大 長崎県漁港漁場課 行政

27 熊本県 佐藤　陽 熊本県水産振興課 行政

28 大分県 伊丹真実 大分県水産振興課 行政

29 宮崎県 時任英一郎 宮崎県日南市水産林政課 行政

30 宮崎県 牧野寛之 宮崎県串間市農地水産林政課 行政

31 宮崎県 請関 礼 宮崎県延岡市水産課 行政

32 水産庁 中村厳哲 漁港漁場整備部計画課課長補佐（企画班担当） 専門家事務局等

33 水産庁 海田　馨 漁港漁場整備部計画課企画班保全活動支援係長 専門家事務局等

34 水産庁 石橋裕美 漁港漁場整備部計画課企画班調査企画係長 専門家事務局等

35 水産庁 鈴木将平 漁港漁場整備部整備課機能高度化班高度化企画係長 専門家事務局等

36 共同機関 片瀬亜紀 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

37 共同機関 武田真典 （一社）水産土木建設技術センター 専門家事務局等

38 共同機関 完山　暢 （一社）水産土木建設技術センター 専門家事務局等

39 共同機関 齋藤論理 （一社）水産土木建設技術センター 専門家事務局等

40 サポート専門家 安藤　亘 ECOS技術士事務所 専門家事務局等
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

41 サポート専門家 中嶋　泰 オフィスＭＯＢＡ 専門家事務局等

42 サポート専門家 田中和弘 株式会社水産環境 専門家事務局等

43 サポート専門家 南里海児 （株）ベントス 専門家事務局等

44 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

45 事務局 河西伸治 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

46 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

47 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等
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②Ｗｅｂ参加者 

 

 
 

 

 

 

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 角　俊樹 歯舞漁業協同組合 漁連・漁協

2 北海道 佐藤健治 北海道松前町水産課 行政

3 北海道 田村尚之 北海道新ひだか町水産林務課 行政

4 北海道 友貞奈々美 北海道別海町水産みどり課 行政

5 北海道 鈴木花歩子 北海道成長産業課 行政

6 北海道 菅原煌大 北海道後志総合振興局水産課 行政

7 北海道 小川雄大 北海道檜山振興局水産課 行政

8 北海道 寺岡拓未 北海道檜山振興局水産課 行政

9 北海道 中澤映理 北海道胆振総合振興局水産課 行政

10 北海道 世羅雄太郎 北海道胆振総合振興局水産課 行政

11 北海道 山口あゆ美 北海道日高振興局水産課 行政

12 北海道 岩井達也 北海道十勝総合振興局水産課 行政

13 北海道 村上寿一 北海道釧路総合振興局水産課 行政

14 北海道 林徹太郎 北海道釧路総合振興局水産課 行政

15 北海道 堀圭一郎 北海道根室振興局水産課 行政

16 北海道 小笠原健 北海道根室振興局水産課 行政

17 北海道 大川　梓 北海道留萌振興局水産課 行政

18 青森県 立田騎士 青森県水産振興課企画・普及グループ 行政

19 宮城県 佐藤昌彦 登米市平筒沼水・いきもの保全隊 活動組織

20 宮城県 菅原直行 登米市平筒沼水・いきもの保全隊 活動組織

21 宮城県 髙橋和恵 登米市平筒沼水・いきもの保全隊 活動組織

22 宮城県 横山ひな 宮城県登米市環境課 行政

23 山形県 工藤充弘 山形県水産振興課 行政

24 山形県 千葉春輝 山形県庄内総合支庁水産振興課 行政

25 山形県 古山　遥 山形県水産研究所 試験場等

26 福島県 小泉武司 福島県環境・生態系保全地域協議会 協議会

27 茨城県 佐藤健太 茨城県霞ケ浦北浦水産事務所 活動組織

28 茨城県 磯前　歩 久慈浜・水木多面的機能活動 活動組織

29 茨城県 佐藤理恵 河原子水産多面的機能活動組織 活動組織

30 茨城県 明石浩樹 茨城県沿海水産多面的機能地域協議会 協議会

31 茨城県 渡邉尚明 茨城県沿海水産多面的機能地域協議会 協議会

32 茨城県 明石浩樹 茨城県沿海水産多面的機能地域協議会 協議会

33 茨城県 藤江隆司 茨城県水産振興課 行政

34 茨城県 徳原明日香 茨城県日立市農林水産課 行政

35 茨城県 荒井　蓮 茨城県日立市農林水産課 行政
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

36 茨城県 飯田隼人 茨城県水産試験場 試験場等

37 神奈川県 北村治之 江ノ島・フィッシャーマンズ・プロジェクト 活動組織

38 神奈川県 山下由香里 江ノ島・フィッシャーマンズ・プロジェクト 活動組織

39 石川県 逢坂良太 石川県輪島市農林水産課水産振興室漁業振興係 行政

40 石川県 二木舞凜 石川県水産課 行政

41 福井県 田邉愛斗 福井県水産課流通・消費拡大グループ 行政

42 福井県 田中直幸 福井県嶺南振興局 行政

43 福井県 岩崎俊祐 福井県越前漁港事務所 行政

44 福井県 中嶋尚美 福井県嶺南振興局 行政

45 静岡県 川口照恵 静岡県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

46 静岡県 青島いづみ 静岡県水産振興課 行政

47 愛知県 深澤璃衣 愛知県水産課 行政

48 三重県 渡辺誠一 三重県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

49 三重県 大串浩暉 三重県鳥羽市農林水産課 行政

50 三重県 平本飛鳥 三重県志摩市水産課 行政

51 三重県 東　悠史 三重県紀北町農林水産課 行政

52 三重県 奥村宏征 三重県水産基盤整備課 行政

53 三重県 有瀧悠大 三重県水産基盤整備課 行政

54 三重県 高木　勲 三重県津農林水産事務所 行政

55 三重県 矢野央樹 三重県津農林水産事務所 行政

56 三重県 丸山拓也 三重県尾鷲農林水産事務所 行政

57 京都府 長塩泰治 京都府内水面漁業協同組合連合会 漁連・漁協

58 京都府 仲尾万喜子 京都府内水面漁業協同組合連合会 漁連・漁協

59 京都府 佐竹萌依 京都府水産課 行政

60 京都府 中川　力 京都府京都市農企画課 行政

61 京都府 村北佳史 京都府京都市農企画課 行政

62 大阪府 矢幡彩奈 大阪府水産課 行政

63 兵庫県 福井基之 東二見漁業協同組合 漁連・漁協

64 兵庫県 雨森良太 兵庫県豊岡市コウノトリ共生部農林水産課 行政

65 兵庫県 村上遥南 兵庫県南あわじ市水産振興課 行政

66 兵庫県 大石幸樹 兵庫県豊岡市コウノトリ共生部農林水産課 行政

67 兵庫県 岸田栞奈 兵庫県豊岡市コウノトリ共生部農林水産課 行政

68 島根県 曽田一志 島根県東部農林水産振興センター 行政

69 島根県 吉田太輔 島根県東部農林水産振興センター 行政

70 島根県 廣澤　匠 島根県東部農林水産振興センター 行政

71 島根県 堀内正志 島根県東部農林水産振興センター 行政

72 島根県 渡邉至誠 島根県西部農林水産振興センター 行政

73 島根県 富田賢司 島根県西部農林水産振興センター 行政

74 島根県 木下　光 島根県西部農林水産振興センター 行政

75 島根県 平松大介 島根県西部農林水産振興センター 行政

76 島根県 山根杏梨 島根県西部農林水産振興センター 行政

77 岡山県 古屋野裕介 岡山県尾道市農林水産課 行政

78 岡山県 草加耕司 岡山県水産課 行政

79 広島県 中原真哉 安芸津干潟研究会 活動組織

80 広島県 上田陽子 大崎上島地域の海辺を守る会 活動組織
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

81 広島県 小野高明 広島県福山市農林水産課 活動組織

82 広島県 永原陽菜 広島県水産課 行政

83 広島県 吉岡孝治 広島県水産課 行政

84 山口県 野川顕秀 山口県水面活性化地域協議会 協議会

85 山口県 城　隆輔 山口県水面活性化地域協議会 協議会

86 山口県 藤津智子 山口県水面活性化地域協議会 協議会

87 山口県 佐藤舜朔 山口県水産振興課 行政

88 山口県 濱田茂明 山口県長門市農林水産課 行政

89 徳島県 松島悠一郎 徳島県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

90 香川県 秋山智彦 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

91 愛媛県 小澤拓也 愛媛県今治市農林水産課 行政

92 高知県 前田親 高知県水産業振興課 行政

93 福岡県 松村幸子 福岡県北九州市水産課 行政

94 福岡県 松本裕大 福岡県宗像市水産振興課 行政

95 佐賀県 池田敬士郎 佐賀県唐津市水産課 行政

96 佐賀県 深川遼太 佐賀県玄海町農林水産課 行政

97 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

98 長崎県 松本陽一郎 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

99 長崎県 横田智也 長崎県平戸市水産課 行政

100 長崎県 前田奨悟 長崎県島原市耕地水産課 行政

101 長崎県 岩本日花里 長崎県南島原市水産課 行政

102 長崎県 一瀬洋平 長崎県西海市西海ブランド振興部里海推進課 行政

103 長崎県 岡座輝雄 長崎県県北水産業普及指導センター 行政

104 長崎県 才津真子 長崎県対馬振興局対馬水産業普及指導センター 行政

105 長崎県 糸洲朝志 長崎県五島市水産課 行政

106 長崎県 松本行央 長崎県松浦市水産課 行政

107 長崎県 蛭子裕士 長崎県松浦市水産課 行政

108 大分県 平澤敬一 大分県水産振興課 行政

109 大分県 崎山和昭 大分県水産振興課 行政

110 宮崎県 平湯爽夏 宮崎県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

111 宮崎県 長野昌子 宮崎県漁業管理課 行政

112 宮崎県 那須春香 宮崎県漁業管理課 行政

113 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

114 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

115 鹿児島県 上野貴治 鹿児島県水産振興課 行政

116 鹿児島県 石元大樹 鹿児島県水産振興課 行政

117 沖縄県 宮城　賢 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

118 沖縄県 玉城俊介 沖縄県水産業・漁村の多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

119 沖縄県 照屋一樹 大宜味村産業振興 行政

120 沖縄県 城間一仁 沖縄県農林水産部水産海洋技術センター 試験場等

121 全漁連 三野隆志 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

122 共同機関 岩下　誠 全国内水面漁業協同組合連合会 専門家事務局等

123 共同機関 吉永　聡 株式会社水土舎 専門家事務局等
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 太田剛雄 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

2 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

3 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

4 北海道 佐藤貴之 根室漁業協同組合生産振興部生産振興課 漁連・漁協 無

5 北海道 浅井大輔 北海道根室市水産指導課 行政 無

6 青森県 松坂　洋 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

7 青森県 岩間貴志 青森県風間浦村産業建設課 行政 無

8 千葉県 田中美帆 千葉県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

9 千葉県 加濃義治 千葉県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

10 神奈川県 岡村多恵 神奈川県地域協議会 協議会 無

11 静岡県 池田晃雄 榛南磯焼け対策活動協議会 活動組織 無

12 愛知県 影山　慧 愛知県水産課 行政 無

13 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織 無

14 三重県 髙田知佳 甲賀地区景観環境保全会 活動組織 無

15 滋賀県 田口貴史 滋賀県水産多面的機能発揮協議会 協議会 無

16 兵庫県 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会 無

17 兵庫県 門田ひとみ 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会 無

18 兵庫県 宮武航大 兵庫県水産漁港課 行政 無

19 鳥取県 野々村卓美 水産多面的機能発揮対策鳥取県地域協議会 協議会 無

20 島根県 土江秀治 島根県沿岸漁業振興課 行政 無

21 広島県 武岡敬子 広島県水産多面的発揮対策協議会 協議会 無

22 徳島県 森　啓介 徳島県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

23 香川県 岡田侑樹 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

24 愛媛県 渡部祐志 愛媛県水産課 行政 無

25 佐賀県 野中　豊 屋形石地区藻場保全活動の会 活動組織 無

26 佐賀県 坂本佑樹 屋形石地区藻場保全活動の会 活動組織 無

27 佐賀県 伊藤幸子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

28 佐賀県 大庭元気 佐賀県玄海水産振興センター 行政 有

29 佐賀県 岩永咲良 佐賀県水産課 行政 無

30 長崎県 立石雅之 有川町漁協活動組織 活動組織 無

31 長崎県 浦井純一 長崎県漁港漁場課 行政 無

32 長崎県 中島吉洋 長崎県漁港漁場課 行政 無

33 長崎県 円口耕大 長崎県漁港漁場課 行政 無

34 熊本県 佐藤　陽 熊本県水産振興課 行政 無

35 大分県 伊丹真実 大分県水産振興課 行政 無

36 宮崎県 時任英一郎 宮崎県日南市水産林政課 行政 無

37 宮崎県 牧野寛之 宮崎県串間市農地水産林政課 行政 無

38 宮崎県 請関 礼 宮崎県延岡市水産課 行政 有

39 講師 完山　暢 （一社）水産土木建設技術センター 専門家事務局等

40 講師 齋藤論理 （一社）水産土木建設技術センター 専門家事務局等
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

41 水産庁 中村厳哲 漁港漁場整備部計画課課長補佐（企画班担当） 専門家事務局等

42 水産庁 海田　馨 漁港漁場整備部計画課企画班保全活動支援係長 専門家事務局等

43 水産庁 石橋裕美 漁港漁場整備部計画課調査企画係長 専門家事務局等

44 共同機関 片瀬亜紀 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

45 共同機関 武田真典 （一社）水産土木建設技術センター 専門家事務局等

46 サポート専門家 安藤　亘 ECOS技術士事務所 専門家事務局等

47 サポート専門家 中嶋　泰 オフィスＭＯＢＡ 専門家事務局等

48 サポート専門家 田中和弘 株式会社水産環境 専門家事務局等

49 サポート専門家 南里海児 （株）ベントス 専門家事務局等

50 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

51 事務局 河西伸治 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

52 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

53 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等
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②Ｗｅｂ参加者 

 
 

 

 

 

 

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 角　俊樹 歯舞漁業協同組合 漁連・漁協

2 北海道 佐藤健治 北海道松前町水産課 行政

3 北海道 田村尚之 北海道新ひだか町水産林務課 行政

4 北海道 鈴木花歩子 北海道成長産業課 行政

5 北海道 菅原煌大 北海道後志総合振興局水産課 行政

6 北海道 小川雄大 北海道檜山振興局水産課 行政

7 北海道 寺岡拓未 北海道檜山振興局水産課 行政

8 北海道 中澤映理 北海道胆振総合振興局水産課 行政

9 北海道 世羅雄太郎 北海道胆振総合振興局水産課 行政

10 北海道 久須美　忍 北海道日高振興局水産課 行政

11 北海道 山口あゆ美 北海道日高振興局水産課 行政

12 北海道 岩井達也 北海道十勝総合振興局水産課 行政

13 北海道 村上寿一 北海道釧路総合振興局水産課 行政

14 北海道 林徹太郎 北海道釧路総合振興局水産課 行政

15 北海道 堀圭一郎 北海道根室振興局水産課 行政

16 北海道 小笠原健 北海道根室振興局水産課 行政

17 青森県 友貞奈々美 北海道別海町水産みどり課 行政

18 青森県 立田騎士 青森県水産振興課企画・普及グループ 行政

19 宮城県 佐藤昌彦 登米市平筒沼水・いきもの保全隊 活動組織

20 宮城県 菅原直行 登米市平筒沼水・いきもの保全隊 活動組織

21 宮城県 髙橋和恵 登米市平筒沼水・いきもの保全隊 活動組織

22 宮城県 横山ひな 宮城県登米市環境課 行政

23 山形県 工藤充弘 山形県水産振興課 行政

24 山形県 千葉春輝 山形県庄内総合支庁水産振興課 行政

25 山形県 古山　遥 山形県水産研究所 試験場等

26 福島県 小泉武司 福島県環境・生態系保全地域協議会 協議会

27 茨城県 磯前　歩 久慈浜・水木多面的機能活動 活動組織

28 茨城県 佐藤理恵 河原子水産多面的機能活動組織 活動組織

29 茨城県 渡邉尚明 茨城県沿海水産多面的機能地域協議会 協議会

30 茨城県 明石浩樹 茨城県沿海水産多面的機能地域協議会 協議会

31 茨城県 徳原明日香 茨城県日立市農林水産課 行政

32 茨城県 荒井　蓮 茨城県日立市農林水産課 行政

33 茨城県 飯田隼人 茨城県水産試験場 試験場等

34 神奈川県 北村治之 江ノ島・フィッシャーマンズ・プロジェクト 活動組織

35 神奈川県 山下由香里 江ノ島・フィッシャーマンズ・プロジェクト 活動組織
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

36 石川県 逢坂良太 石川県輪島市農林水産課水産振興室漁業振興係 行政

37 石川県 二木舞凜 石川県水産課 行政

38 福井県 田邉愛斗 福井県水産課流通・消費拡大グループ 行政

39 福井県 田中直幸 福井県嶺南振興局 行政

40 福井県 岩崎俊祐 福井県越前漁港事務所 行政

41 福井県 中嶋尚美 福井県嶺南振興局 行政

42 静岡県 川口照恵 静岡県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

43 静岡県 青島いづみ 静岡県水産振興課 行政

44 三重県 新井圭織 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

45 三重県 箕浦三郎 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

46 三重県 川埜弓子 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

47 三重県 桑原　博 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

48 三重県 谷口美幸 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

49 三重県 渡辺誠一 三重県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

50 三重県 大串浩暉 三重県鳥羽市農林水産課 行政

51 三重県 平本飛鳥 三重県志摩市水産課 行政

52 三重県 東　悠史 三重県紀北町農林水産課 行政

53 三重県 奥村宏征 三重県水産基盤整備課 行政

54 三重県 有瀧悠大 三重県水産基盤整備課 行政

55 三重県 高木　勲 三重県津農林水産事務所 行政

56 三重県 辻　貴大 三重県伊勢農林水産事務所 行政

57 三重県 堀 明子 三重県伊勢農林水産事務所 行政

58 三重県 丸山拓也 三重県尾鷲農林水産事務所 行政

59 兵庫県 福井基之 東二見漁業協同組合 漁連・漁協

60 兵庫県 雨森良太 兵庫県豊岡市コウノトリ共生部農林水産課 行政

61 兵庫県 村上遥南 兵庫県南あわじ市水産振興課 行政

62 兵庫県 大石幸樹 兵庫県豊岡市コウノトリ共生部農林水産課 行政

63 兵庫県 岸田栞奈 兵庫県豊岡市コウノトリ共生部農林水産課 行政

64 島根県 曽田一志 島根県東部農林水産振興センター 行政

65 島根県 吉田太輔 島根県東部農林水産振興センター 行政

66 島根県 廣澤　匠 島根県東部農林水産振興センター 行政

67 島根県 堀内正志 島根県東部農林水産振興センター 行政

68 島根県 渡邉至誠 島根県西部農林水産振興センター 行政

69 島根県 富田賢司 島根県西部農林水産振興センター 行政

70 島根県 木下　光 島根県西部農林水産振興センター 行政

71 島根県 平松大介 島根県西部農林水産振興センター 行政

72 島根県 山根杏梨 島根県西部農林水産振興センター 行政

73 島根県 安原　豪 島根県隠岐支庁農林水産局 行政

74 岡山県 古屋野裕介 岡山県尾道市農林水産課 行政

75 岡山県 草加耕司 岡山県水産課 行政

76 広島県 飯田悦左 広島県水産多面的発揮対策協議会 協議会

77 広島県 小野高明 広島県福山市農林水産課 漁連・漁協

78 広島県 永原陽菜 広島県水産課 行政

79 広島県 吉岡孝治 広島県水産課 行政

80 山口県 上田陽子 大崎上島地域の海辺を守る会 活動組織
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

81 山口県 野川顕秀 山口県水面活性化地域協議会 協議会

82 山口県 城　隆輔 山口県水面活性化地域協議会 協議会

83 山口県 藤津智子 山口県水面活性化地域協議会 協議会

84 山口県 濱田茂明 山口県長門市農林水産課 行政

85 徳島県 松島悠一郎 徳島県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

86 香川県 秋山智彦 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

87 愛媛県 小澤拓也 愛媛県今治市農林水産課 行政

88 高知県 前田親 高知県水産業振興課 行政

89 福岡県 脇坂章典 脇田藻場保全部会 活動組織

90 福岡県 松村幸子 福岡県北九州市水産課 行政

91 福岡県 松本裕大 福岡県宗像市水産振興課 行政

92 佐賀県 池田敬士郎 佐賀県唐津市水産課 行政

93 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

94 長崎県 松本陽一郎 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

95 長崎県 横田智也 長崎県平戸市水産課 行政

96 長崎県 前田奨悟 長崎県島原市耕地水産課 行政

97 長崎県 岩本日花里 長崎県南島原市水産課 行政

98 長崎県 一瀬洋平 長崎県西海市西海ブランド振興部里海推進課 行政

99 長崎県 岡座輝雄 長崎県県北水産業普及指導センター 行政

100 長崎県 才津真子 長崎県対馬振興局対馬水産業普及指導センター 行政

101 長崎県 糸洲朝志 長崎県五島市水産課 行政

102 長崎県 松本行央 長崎県松浦市水産課 行政

103 長崎県 蛭子裕士 長崎県松浦市水産課 行政

104 熊本県 宮本玲旺 熊本県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

105 大分県 平澤敬一 大分県水産振興課 行政

106 大分県 崎山和昭 大分県水産振興課 行政

107 宮崎県 平湯爽夏 宮崎県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

108 宮崎県 長野昌子 宮崎県漁業管理課 行政

109 宮崎県 那須春香 宮崎県漁業管理課 行政

110 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

111 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

112 鹿児島県 上野貴治 鹿児島県水産振興課 行政

113 鹿児島県 石元大樹 鹿児島県水産振興課 行政

114 沖縄県 宮城　賢 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

115 沖縄県 玉城俊介 沖縄県水産業・漁村の多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

116 沖縄県 照屋一樹 大宜味村産業振興 行政

117 沖縄県 城間一仁 沖縄県農林水産部水産海洋技術センター 試験場等

118 共同機関 三野隆志 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

119 共同機関 吉永　聡 株式会社水土舎 専門家事務局等
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第３部 第２藻場部会 

①会場参加者 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 現地視察

1 北海道 太田剛雄 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 〇

2 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 〇

3 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

4 北海道 佐藤貴之 根室漁業協同組合生産振興部生産振興課 漁連・漁協

5 北海道 浅井大輔 北海道根室市水産指導課 行政

6 青森県 岩間貴志 青森県風間浦村産業建設課 行政

7 千葉県 田中美帆 千葉県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

8 千葉県 加濃義治 千葉県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

9 神奈川県 本間功一 諸磯藻場保全活動組織 活動組織 〇

10 神奈川県 渡邊雄一 諸磯藻場保全活動組織 活動組織 〇

11 神奈川県 北村治之 江ノ島・フィッシャーマンズ・プロジェクト 活動組織 〇

12 神奈川県 山下由香里 江ノ島・フィッシャーマンズ・プロジェクト 活動組織 〇

13 神奈川県 岡村多恵 神奈川県地域協議会 協議会 〇

14 静岡県 池田晃雄 榛南磯焼け対策活動協議会 活動組織

15 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織 〇

16 三重県 髙田知佳 甲賀地区景観環境保全会 活動組織 〇

17 滋賀県 田口貴史 滋賀県水産多面的機能発揮協議会 協議会

18 兵庫県 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

19 兵庫県 門田ひとみ 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

20 兵庫県 宮武航大 兵庫県水産漁港課 行政

21 鳥取県 野々村卓美 水産多面的機能発揮対策鳥取県地域協議会 協議会 〇

22 島根県 土江秀治 島根県沿岸漁業振興課 行政

23 徳島県 森　啓介 徳島県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

24 香川県 岡田侑樹 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 〇

25 愛媛県 渡部祐志 愛媛県水産課 行政 〇

26 高知県 大高　明 中土佐町磯焼け対策協議会 活動組織

27 高知県 大高ひろ 中土佐町磯焼け対策協議会 活動組織

28 高知県 山口　薫 中土佐町農林水産課 行政

29 佐賀県 野中　豊 屋形石地区藻場保全活動の会 活動組織 〇

30 佐賀県 坂本佑樹 屋形石地区藻場保全活動の会 活動組織 〇

31 佐賀県 伊藤幸子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会

32 佐賀県 大庭元気 佐賀県玄海水産振興センター 行政 〇

33 佐賀県 岩永咲良 佐賀県水産課 行政

34 長崎県 立石雅之 有川町漁協活動組織 活動組織 〇

35 長崎県 浦井純一 長崎県漁港漁場課 行政

36 長崎県 中島吉洋 長崎県漁港漁場課 行政

37 長崎県 円口耕大 長崎県漁港漁場課 行政 〇

38 熊本県 佐藤　陽 熊本県水産振興課 行政

39 大分県 伊丹真実 大分県水産振興課 行政 〇

40 宮崎県 時任英一郎 宮崎県日南市水産林政課 行政 〇
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 現地視察

41 宮崎県 牧野寛之 宮崎県串間市農地水産林政課 行政

42 宮崎県 請関 礼 宮崎県延岡市水産課 行政

43 コーディネーター 川畑友和 サポート専門家 専門家事務局等

44 事例紹介者 袈裟丸彰蔵 鎮西地区藻場保全活動の会 活動組織

45 水産庁 中村厳哲 漁港漁場整備部計画課課長補佐（企画班担当） 専門家事務局等 〇

46 水産庁 海田　馨 漁港漁場整備部計画課企画班保全活動支援係長 専門家事務局等 〇

47 水産庁 石橋裕美 漁港漁場整備部計画課調査企画係長 専門家事務局等 〇

48 共同機関 片瀬亜紀 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

49 共同機関 武田真典 （一社）水産土木建設技術センター 専門家事務局等

50 共同機関 完山　暢 （一社）水産土木建設技術センター 専門家事務局等

51 共同機関 齋藤論理 （一社）水産土木建設技術センター 専門家事務局等

52 サポート専門家 安藤　亘 ECOS技術士事務所 専門家事務局等

53 サポート専門家 中嶋　泰 オフィスＭＯＢＡ 専門家事務局等

54 サポート専門家 田中和弘 株式会社水産環境 専門家事務局等

55 サポート専門家 南里海児 （株）ベントス 専門家事務局等

56 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等 〇

57 事務局 河西伸治 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等 〇

58 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等 〇

59 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等 〇
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②Ｗｅｂ参加者 

 
 

 

 

 

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 角　俊樹 歯舞漁業協同組合 漁連・漁協

2 北海道 佐藤健治 北海道松前町水産課 行政

3 北海道 田村尚之 北海道新ひだか町水産林務課 行政

4 北海道 鈴木花歩子 北海道成長産業課 行政

5 北海道 菅原煌大 北海道後志総合振興局水産課 行政

6 北海道 小川雄大 北海道檜山振興局水産課 行政

7 北海道 寺岡拓未 北海道檜山振興局水産課 行政

8 北海道 中澤映理 北海道胆振総合振興局水産課 行政

9 北海道 世羅雄太郎 北海道胆振総合振興局水産課 行政

10 北海道 久須美　忍 北海道日高振興局水産課 行政

11 北海道 山口あゆ美 北海道日高振興局水産課 行政

12 北海道 岩井達也 北海道十勝総合振興局水産課 行政

13 北海道 小笠原健 北海道根室振興局水産課 行政

14 青森県 松坂　洋 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

15 青森県 立田騎士 青森県水産振興課企画・普及グループ 行政

16 岩手県 友貞奈々美 北海道別海町水産みどり課 行政

17 宮城県 横山ひな 宮城県登米市環境課 行政

18 山形県 工藤充弘 山形県水産振興課 行政

19 山形県 千葉春輝 山形県庄内総合支庁水産振興課 行政

20 山形県 古山　遥 山形県水産研究所 試験場等

21 茨城県 磯前　歩 久慈浜・水木多面的機能活動 活動組織

22 茨城県 佐藤理恵 河原子水産多面的機能活動組織 活動組織

23 茨城県 明石浩樹 茨城県沿海水産多面的機能地域協議会 協議会

24 茨城県 渡邉尚明 茨城県沿海水産多面的機能地域協議会 協議会

25 茨城県 徳原明日香 茨城県日立市農林水産課 行政

26 茨城県 荒井　蓮 茨城県日立市農林水産課 行政

27 茨城県 飯田隼人 茨城県水産試験場 試験場等

28 石川県 逢坂良太 石川県輪島市農林水産課水産振興室漁業振興係 行政

29 石川県 二木舞凜 石川県水産課 行政

30 福井県 田邉愛斗 福井県水産課流通・消費拡大グループ 行政

31 福井県 岩崎俊祐 福井県越前漁港事務所 行政

32 福井県 田中直幸 福井県嶺南振興局 行政

33 福井県 中嶋尚美 福井県嶺南振興局 行政

34 静岡県 川口照恵 静岡県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

35 静岡県 青島いづみ 静岡県水産振興課 行政
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

36 三重県 新井圭織 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

37 三重県 箕浦三郎 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

38 三重県 川埜弓子 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

39 三重県 桑原　博 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

40 三重県 谷口美幸 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

41 三重県 渡辺誠一 三重県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

42 三重県 大串浩暉 三重県鳥羽市農林水産課 行政

43 三重県 平本飛鳥 三重県志摩市水産課 行政

44 三重県 東　悠史 三重県紀北町農林水産課 行政

45 三重県 奥村宏征 三重県水産基盤整備課 行政

46 三重県 有瀧悠大 三重県水産基盤整備課 行政

47 三重県 丸山拓也 三重県尾鷲農林水産事務所 行政

48 兵庫県 福井基之 東二見漁業協同組合 漁連・漁協

49 兵庫県 雨森良太 兵庫県豊岡市コウノトリ共生部農林水産課 行政

50 兵庫県 村上遥南 兵庫県南あわじ市水産振興課 行政

51 兵庫県 大石幸樹 兵庫県豊岡市コウノトリ共生部農林水産課 行政

52 兵庫県 岸田栞奈 兵庫県豊岡市コウノトリ共生部農林水産課 行政

53 島根県 曽田一志 島根県東部農林水産振興センター 行政

54 島根県 吉田太輔 島根県東部農林水産振興センター 行政

55 島根県 廣澤　匠 島根県東部農林水産振興センター 行政

56 島根県 堀内正志 島根県東部農林水産振興センター 行政

57 島根県 渡邉至誠 島根県西部農林水産振興センター 行政

58 島根県 富田賢司 島根県西部農林水産振興センター 行政

59 島根県 木下　光 島根県西部農林水産振興センター 行政

60 島根県 平松大介 島根県西部農林水産振興センター 行政

61 島根県 山根杏梨 島根県西部農林水産振興センター 行政

62 島根県 三浦健太郎 島根県隠岐支庁農林水産局 行政

63 岡山県 古屋野裕介 岡山県尾道市農林水産課 行政

64 岡山県 草加耕司 岡山県水産課 行政

65 広島県 飯田悦左 広島県水産多面的発揮対策協議会 協議会

66 広島県 小野高明 広島県福山市農林水産課 協議会

67 広島県 永原陽菜 広島県水産課 行政

68 広島県 吉岡孝治 広島県水産課 行政

69 山口県 野川顕秀 山口県水面活性化地域協議会 協議会

70 山口県 城　隆輔 山口県水面活性化地域協議会 協議会

71 山口県 藤津智子 山口県水面活性化地域協議会 協議会

72 山口県 濱田茂明 山口県長門市農林水産課 行政

73 徳島県 上田陽子 大崎上島地域の海辺を守る会 活動組織

74 徳島県 松島悠一郎 徳島県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

75 香川県 秋山智彦 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

76 愛媛県 小澤拓也 愛媛県今治市農林水産課 行政

77 高知県 前田親 高知県水産業振興課 行政

78 福岡県 脇坂章典 脇田藻場保全部会 活動組織

79 福岡県 松村幸子 福岡県北九州市水産課 行政

80 福岡県 松本裕大 福岡県宗像市水産振興課 行政

15



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

81 佐賀県 池田敬士郎 佐賀県唐津市水産課 行政

82 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

83 長崎県 松本陽一郎 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

84 長崎県 横田智也 長崎県平戸市水産課 行政

85 長崎県 前田奨悟 長崎県島原市耕地水産課 行政

86 長崎県 岩本日花里 長崎県南島原市水産課 行政

87 長崎県 一瀬洋平 長崎県西海市西海ブランド振興部里海推進課 行政

88 長崎県 岡座輝雄 長崎県県北水産業普及指導センター 行政

89 長崎県 才津真子 長崎県対馬振興局対馬水産業普及指導センター 行政

90 長崎県 糸洲朝志 長崎県五島市水産課 行政

91 長崎県 松本行央 長崎県松浦市水産課 行政

92 長崎県 蛭子裕士 長崎県松浦市水産課 行政

93 大分県 平澤敬一 大分県水産振興課 行政

94 大分県 崎山和昭 大分県水産振興課 行政

95 宮崎県 平湯爽夏 宮崎県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

96 宮崎県 長野昌子 宮崎県漁業管理課 行政

97 宮崎県 那須春香 宮崎県漁業管理課 行政

98 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

99 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

100 鹿児島県 上野貴治 鹿児島県水産振興課 行政

101 鹿児島県 石元大樹 鹿児島県水産振興課 行政

102 沖縄県 宮城　賢 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

103 沖縄県 玉城俊介 沖縄県水産業・漁村の多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

104 沖縄県 照屋一樹 大宜味村産業振興 行政

105 沖縄県 城間一仁 沖縄県農林水産部水産海洋技術センター 試験場等

106 共同機関 三野隆志 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

107 共同機関 吉永　聡 株式会社水土舎 専門家事務局等
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第 4 部 干潟部会 

①会場参加者 

 

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 太田剛雄 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

2 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

3 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

4 北海道 浅井大輔 北海道根室市水産指導課 行政

5 青森県 蛯名秀樹 小川原湖漁場保全の会 活動組織

6 千葉県 赤羽広昭 市川市漁業協同組合活動グループ 活動組織

7 千葉県 澤田洋一 市川市漁業協同組合活動グループ 活動組織

8 千葉県 田中美帆 千葉県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

9 千葉県 加濃義治 千葉県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

10 千葉県 戸川隼一 千葉県市川市臨海整備課 行政

11 滋賀県 田口貴史 滋賀県水産多面的機能発揮協議会 協議会

12 兵庫県 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

13 兵庫県 門田ひとみ 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

14 兵庫県 宮武航大 兵庫県水産漁港課 行政

15 鳥取県 野々村卓美 水産多面的機能発揮対策鳥取県地域協議会 協議会

16 島根県 土江秀治 島根県沿岸漁業振興課 行政

17 広島県 武岡敬子 広島県水産多面的発揮対策協議会 協議会

18 香川県 岡田侑樹 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

19 愛媛県 渡部祐志 愛媛県水産課 行政

20 佐賀県 伊藤幸子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会

21 佐賀県 大庭元気 佐賀県玄海水産振興センター 行政

22 佐賀県 岩永咲良 佐賀県水産課 行政

23 長崎県 立石雅之 有川町漁協活動組織 活動組織

24 長崎県 浦井純一 長崎県漁港漁場課 行政

25 長崎県 中島吉洋 長崎県漁港漁場課 行政

26 長崎県 円口耕大 長崎県漁港漁場課 行政

27 熊本県 佐藤　陽 熊本県水産振興課 行政

28 宮崎県 牧野寛之 宮崎県串間市農地水産林政課 行政

29 宮崎県 請関 礼 宮崎県延岡市水産課 行政

30 コーディネーター 片山貴之 サポート専門家 専門家事務局等

31 事例紹介者 福田武司 市川市漁業協同組合活動グループ書記 活動組織

32 水産庁 中村厳哲 漁港漁場整備部計画課課長補佐（企画班担当） 専門家事務局等

33 水産庁 海田　馨 漁港漁場整備部計画課企画班保全活動支援係長 専門家事務局等

34 水産庁 石橋裕美 漁港漁場整備部計画課企画班調査企画係長 専門家事務局等

35 共同機関 片瀬亜紀 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

36 サポート専門家 安藤　亘 ECOS技術士事務所 専門家事務局等

37 サポート専門家 南里海児 （株）ベントス 専門家事務局等

38 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

39 事務局 河西伸治 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

40 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

41 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等
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②Ｗｅｂ参加者 

 
 

 

 

 

 

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 角　俊樹 歯舞漁業協同組合 漁連・漁協

2 北海道 田村尚之 北海道新ひだか町水産林務課 行政

3 北海道 鈴木花歩子 北海道成長産業課 行政

4 北海道 小川雄大 北海道檜山振興局水産課 行政

5 北海道 寺岡拓未 北海道檜山振興局水産課 行政

6 北海道 中澤映理 北海道胆振総合振興局水産課 行政

7 北海道 世羅雄太郎 北海道胆振総合振興局水産課 行政

8 北海道 山口あゆ美 北海道日高振興局水産課 行政

9 北海道 岩井達也 北海道十勝総合振興局水産課 行政

10 北海道 小笠原健 北海道根室振興局水産課 行政

11 青森県 松坂　洋 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

12 青森県 立田騎士 青森県水産振興課企画・普及グループ 行政

13 宮城県 友貞奈々美 北海道別海町水産みどり課 行政

14 福島県 小泉武司 福島県環境・生態系保全地域協議会 協議会

15 茨城県 明石浩樹 茨城県沿海水産多面的機能地域協議会 協議会

16 福井県 田邉愛斗 福井県水産課流通・消費拡大グループ 行政

17 福井県 岩崎俊祐 福井県越前漁港事務所 行政

18 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

19 三重県 髙田知佳 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

20 三重県 渡辺誠一 三重県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

21 三重県 奥村宏征 三重県水産基盤整備課 行政

22 三重県 有瀧悠大 三重県水産基盤整備課 行政

23 三重県 高木　勲 三重県津農林水産事務所 行政

24 三重県 矢野央樹 三重県津農林水産事務所 行政

25 兵庫県 宮本成記 室津地区豊かな海づくり活動組織 活動組織

26 兵庫県 福井基之 東二見漁業協同組合 漁連・漁協

27 兵庫県 藤田竜士 西二見漁業協同組合 漁連・漁協

28 兵庫県 雨森良太 兵庫県豊岡市コウノトリ共生部農林水産課 行政

29 兵庫県 村上遥南 兵庫県南あわじ市水産振興課 行政

30 兵庫県 大石幸樹 兵庫県豊岡市コウノトリ共生部農林水産課 行政

31 兵庫県 岸田栞奈 兵庫県豊岡市コウノトリ共生部農林水産課 行政

32 兵庫県 山口隼史 兵庫県洲本市産業振興部林務水産課 行政

33 島根県 曽田一志 島根県東部農林水産振興センター 行政

34 島根県 吉田太輔 島根県東部農林水産振興センター 行政

35 島根県 廣澤　匠 島根県東部農林水産振興センター 行政
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

36 島根県 堀内正志 島根県東部農林水産振興センター 行政

37 島根県 渡邉至誠 島根県西部農林水産振興センター 行政

38 島根県 富田賢司 島根県西部農林水産振興センター 行政

39 島根県 木下　光 島根県西部農林水産振興センター 行政

40 島根県 平松大介 島根県西部農林水産振興センター 行政

41 島根県 山根杏梨 島根県西部農林水産振興センター 行政

42 岡山県 古屋野裕介 岡山県尾道市農林水産課 行政

43 岡山県 草加耕司 岡山県水産課 行政

44 広島県 中原真哉 安芸津干潟研究会 活動組織

45 広島県 永原陽菜 広島県水産課 行政

46 広島県 小野高明 広島県福山市農林水産課 行政

47 山口県 野川顕秀 山口県水面活性化地域協議会 協議会

48 山口県 城　隆輔 山口県水面活性化地域協議会 協議会

49 山口県 藤津智子 山口県水面活性化地域協議会 協議会

50 香川県 秋山智彦 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

51 愛媛県 小澤拓也 愛媛県今治市農林水産課 行政

52 高知県 前田親 高知県水産業振興課 行政

53 福岡県 松村幸子 福岡県北九州市水産課 行政

54 福岡県 松本裕大 福岡県宗像市水産振興課 行政

55 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

56 長崎県 松本陽一郎 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

57 長崎県 前田奨悟 長崎県島原市耕地水産課 行政

58 長崎県 岩本日花里 長崎県南島原市水産課 行政

59 長崎県 糸洲朝志 長崎県五島市水産課 行政

60 長崎県 松本行央 長崎県松浦市水産課 行政

61 長崎県 蛭子裕士 長崎県松浦市水産課 行政

62 大分県 平澤敬一 大分県水産振興課 行政

63 大分県 崎山和昭 大分県水産振興課 行政

64 宮崎県 平湯爽夏 宮崎県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

65 宮崎県 長野昌子 宮崎県漁業管理課 行政

66 宮崎県 那須春香 宮崎県漁業管理課 行政

67 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

68 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

69 鹿児島県 上野貴治 鹿児島県水産振興課 行政

70 鹿児島県 石元大樹 鹿児島県水産振興課 行政

71 沖縄県 玉城俊介 沖縄県水産業・漁村の多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

72 沖縄県 城間一仁 沖縄県農林水産部水産海洋技術センター 試験場等

73 共同機関 三野隆志 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

74 共同機関 吉永　聡 株式会社水土舎 専門家事務局等
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もくじ

➢ 藻場の機能と磯焼け
➢ 水産庁の取組（全体像）
➢ 水産庁の取組（詳細）
・漁港漁場整備長期計画
・藻場・干潟ビジョン
・磯焼け対策の普及
・主な支援制度
・海水温上昇による影響と対策
・水産庁直轄調査
・藻場による 貯留量算定とインベントリ
・海藻バンク整備技術の開発（ 基金）

➢ カーボンクレジット制度の動向
➢ 海業としての取組の展開

藻場の保全・創造とブルーカーボンの取組について

令和６年９月４日

令和6年度「水産多面的機能発揮対策講習会」

３　第1部　来年度予算要求、藻場の保全に関する政策の
    動向について
①藻場の保全・創造とブルーカーボンの取組について
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藻場保全・創造に向けた水産庁の取組（全体像）

国国のの計計画画・・戦戦略略

・水産基本計画（R4.3月閣議決定）

・漁港漁場整備長期計画（R4.3月閣議決定）

など

藻藻場場保保全全・・創創造造のの考考ええ方方

・藻場・干潟ビジョン（R5.12月改訂）

・磯焼け対策ガイドライン（R3.3月改訂）

取取組組のの支支援援

・水産基盤整備事業（公共事業）

・水産多面的機能発揮対策

調調査査・・研研究究

・海水温上昇に対応した藻場整備における検討

・ブルーカーボンに寄与する
藻場の持続可能な保全体制の検討

普普及及・・横横展展開開

・磯焼け対策全国協議会

・水産多面的機能発揮対策シンポジウム

そそのの他他

・関係省庁との連携
→インベントリへの反映（環境省、国交省）
→グリーンイノベーション基金（経済産業省）

・民間企業との連携促進

・藻場保全×海業 ２

藻場の機能と磯焼け

藻場がもつ機能
⚫ 豊かな生態系を確保（産卵場、餌場、隠れ家など）

⚫ 水質の浄化

⚫ 二酸化炭素の吸収源

⚫ 海岸線の保全

⚫ 環境学習・親水

（藻場衰退を抱える都道府県）

2021年：31都道府県

資料：水産庁調べ

（藻場衰退を抱える都道府県）

都道府県

磯焼け
「磯焼け」とは、藻場が季節的消長や多少の経年変化の範囲を
越えて著しく衰退・消失する現象

ウニ類による食害 植食性魚類による食害

高水温による立ち枯れ 浮泥堆積

生生活活排排水水
（（有有機機物物、、窒窒
素素、、リリンン））
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藻場・干潟ビジョンとは
⚫ 豊かな生態系を育み、水産資源の増大に必要不可欠な藻場・干潟の実効性のある効率的な保全・創造対策を推進す

るための基本的な考え方をとりまとめたもの（平成 年 月公表）。

⚫ 具体的には次の４つの視点を重視しつつ、各海域環境に的確に対応した形で、対策を実施していくことを提示。
◇ 的確な衰退要因の把握 ◇ ハード・ソフトが一体となった広域的対策の実施
◇ 新たな知見の積極的導入 ◇ 留意事項（地方自治体中心による実施体制構築、漁業者等の自主的管理、成果の発信等）

⚫ 国のビジョンに基づき、全国 の各海域で藻場・干潟ビジョンを策定（令和５年 月時点）。

国の藻場・干潟ビジョン（平成 年 月公表） 各海域の藻場・干潟ビジョン（現在： 海域策定）

藻場・干潟ビジョン

４

漁港漁場整備長期計画（令和 年 月閣議決定）における位置づけ

（１）産地の生産力強化と輸出促進による水産業の成長産業化

（（２２））海海洋洋環環境境のの変変化化やや災災害害リリススククへへのの対対応応力力強強化化にによよるる持持続続可可能能なな漁漁業業生生産産のの確確保保

（３）「海業 うみぎょう 」振興と多様な人材の活躍による漁村の魅力と所得の向上

（共通課題）ググリリーーンン化化のの推推進進、デジタル社会の形成、生活スタイルの変化への対応

○○３３つつのの重重点点課課題題とと共共通通課課題題

具体の施策

■ 藻場・干潟等の保全・創造の推進

・藻場・干潟ビジョンに基づく、ソフト・ハード対策の実施
・高水温に強い藻場の造成手法等の技術開発
・広域的なモニタリング体制等の構築
・漁業者、ＮＰＯ、ボランティア等の地域の藻場・干潟の守り手の組織化により、藻場・
干潟の保全活動推進体制を強化

・藻場の二酸化炭素吸収効果を踏まえた保全対策の実施 など

■ 藻場・干潟ビジョンに基づく効果的な対策の実施

構成種の変化に対応した藻場の造成

食害生物の駆除

藻場の保全

藻場の保全・創造の取組を実施する全ての海域において、取組実施箇所の藻
場面積を維持・回復させる。

おおむね７千 の藻場の保全・創造に向けたハード・ソフト一体的な対策を実施する。

成果目標

事業量

藻場の二酸化炭素固定のイメージ

■ グリーン化の推進

○○藻藻場場にに関関すするる施施策策

・二酸化炭素の吸収源としても期待される藻場の保全・創造を推進
・漁業関係団体等と連携して、藻場保全活動への社会的な関心を高め、企業による社会貢献
の取組など様々な活動への働きかけ

■ グリーン化の推進

共通課題

３
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➢ 磯焼け対策全国協議会

地方公共団体、漁協、試験研究機関、民間企業等が参画
する全国会議を毎年開催

新しい知見や各地の取組事例等を共有し、全国の活動内
容の改善や活性化を図る

➢ 磯焼け対策ガイドライン

磯焼けの原因と具体的な対応策をまとめたガイドラインを
策定（令和３年、第３版）

漁業者等が主体となって藻場の保全・回復対策を計画・実
行可能に

この他、水産庁の直轄調査でとりまとめた、下記の手引きを公表

・広域藻場モニタリングの手引き（令和３年３月）

・実効性のある継続的な藻場モニタリングの手引き（令和６年４月）

・捕食者を利用した藻場回復の手引き

磯焼け対策の普及／対策事例の横展開

【令和５年度 内容】
■磯焼け対策に関する各地域からの報告
・カジメとアカモクの人工種苗生産と海域展開による藻場再生の取組み
・漁港施設を活用した藻場造成に関する研究2023
・鳥取県におけるムラサキウニの集中駆除の
・新潟県粟島における海藻藻場とアワビ漁獲量の変遷
・壱岐市における藻場回復の取組について
■藻場保全・ブルーカーボン等に関するトピックス
・海洋DXに関する取り組み
・海草・海藻藻場におけるCO2貯留量の定量算定手法とその実践
・ブルーカーボンクレジットを活用した藻場の維持・保全体制の構築に向けて 
・漁港を核とした海藻バンクの取組み
・海水温上昇に対応した藻場の保全・創造について
・水産庁の藻場に関する施策の動向 ６

磯焼け対策全国協議会の様子

【ガイドラインの構成】
①趣旨
②藻場とは
③磯焼けとは
④植食動物
⑤磯焼けの現状
⑥対策の基本的考え方
⑦対策手法
・磯焼けの感知
・現状把握
・対策の検討と計画
・対策の実施
・モニタリング
・評価
⑧対策事例

● 藻場・干潟は、近年、二酸化炭素を吸収するブルーカーボン生態系として注目。国が
定める各種戦略・計画にもその役割と重要性が明記され、一層の保全・創造を推進するこ
とが必要。

● 一方、藻場・干潟の保全活動を担う漁業者等の高齢化や担い手不足が進む中で、持続可能
な保全体制の構築が不可欠。また、これまで様々な知見が集積されてきたが、さらなる工
夫やあらゆる関係者との連携による取組が必要。

● これらの状況を踏まえて、藻場・干潟ビジョンの所要の見直しを行い、各海域における
持続可能な保全体制の構築を促すとともに、カーボンニュートラルへの貢献を推進。

豊かな生態系を育み、水産資源の増大に資する藻場・干潟の保全・創造に向け、
持続可能な体制を構築するとともに、カーボンニュートラルに貢献

現状と課題

主な見直しのポイント
● 現状認識 地球温暖化対策としての藻場・干潟の重要性や藻場・干潟の保全

の担い手不足等の現状認識を更新

● 藻場・干潟の機能 藻場・干潟の二酸化炭素の吸収源としての機能の重要性を明記

● 新たな知見の導入 海水温の上昇を踏まえた海藻種の選定、広域的なモニタリング技
術の導入
海藻種の選定にあたっては、海洋環境の変化を踏まえつつ、地域の漁
業実態や海域の生態系を考慮

● 基本的考え方 多様な主体による参画を促進する取組（ボランティア、教育機関、
民間企業等との連携）を推進

カーボンニュートラルへの貢献を評価・発信、社会的な関心の高ま
りを捉えた民間企業等との連携（カーボンクレジット制度等の活用）

漁港・漁場の建設事業者による藻場・干潟保全への関与の期待

● ビジョンの共有 関係者の理解促進と多様な主体の参画を促すため、策定した
ビジョンの公表・共有を推進

１．はじめに
２．藻場・干潟の機能と現状
３．これまでの藻場・干潟の保全・創造対策
（１）ハード対策による藻場・干潟の整備
（２）ソフト対策による藻場・干潟の保全対策
（３）技術開発と知見の普及
４．実効性のある効率的な藻場・干潟の保全・創造に向けた基
本的考え方

（１）的確な衰退原因の把握
（２）ハード・ソフト施策が一体となった広域的対策の実施
（３）新たな知見の積極的導入
（４）多様な主体による保全活動への参画とカーボンニュート
ラルへの貢献【追加】

（５）対策の実施に当たっての留意事項
５．各海域における対策の推進に当たって
（１）各海域に関する情報収集と衰退要因及び海域環境の把握
（２）各海域の藻場・干潟ビジョンの策定

① 対策・実施体制の構築
② 藻場・干潟の保全・創造対策を検討・実施する海域の範囲の設定
③ 対策実施対象種の設定
④ 長期的な目標の設定
⑤ 藻場・干潟の保全・創造対策を実施する複数の実施候補地の選定
⑥ 実施候補地ごとの対策規模・工法、保全手法、優先順位等の選定
⑦ 多様な主体による保全活動への参画とカーボンニュートラルへの貢献
【追加】

（３）ハード・ソフトが一体となった対策の実施
（４）モニタリング及び維持管理
（５）ビジョンの共有及び取組成果の発信【追加】
（６）計画の見直し・改善
６．最後に

藻場・干潟ビジョンの構成
（赤字：主な見直し部分）

藻場・干潟ビジョン改訂（令和 年 月）

５
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れているが、近年の海水温上

昇等の影響により大量斃死が

発生するなど漁業の存続が危

ぶまれるようになっている。

取組の概要

○藻場ビジョンに基づき、ハード及びソフト対策を組み合わせ、メバル類等の稚魚の生息場となる藻場の回復を図るとと
もに、成魚の生息場や好漁場となる魚礁を一体的に整備して、沿岸性資源の増産を図る。

〇漁場整備によるメバル類等の漁獲量の推移

効

果

○対対策策
沿岸性資源は、浅海の藻場や岩礁域において、産卵や初期生活を行うことから、このような場
所が不足する海域に産卵場・育成場を整備し、併せて成長に伴い深場に移動する成魚の生息
場となる魚礁を一体的に整備して沿岸性資源の増産を図る。

単位：kg

整備開始

増加傾向

陸奥湾内で
の釣り・刺し
網漁獲増

外海から来遊

藻藻場場・・水水産産資資源源

保保護護礁礁設設置置

ヨコエビ

ワレカラ

ヨコエビ

ナマコ、餌料動物

の発生

ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物

の発生の発生の発生の発生

ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物

の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生

ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物

の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生

ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物

の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生

ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物

の発生

ナマコ、餌料動物

の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生の発生

ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物ナマコ、餌料動物

メバル稚魚の
着底場

ウスメバル稚魚の

住み場、隠れ場

下下層層ににホホタタテテガガイイ貝貝殻殻敷敷設設

ホホタタテテガガイイ石石材材敷敷設設

メバル稚魚の

住み場、隠れ場

浅場で発生し
たマコガレイウスメバル稚魚が流れ

藻に乗って北上、湾内へ

魚礁整備

魚礁に生息するメバル類

藻場を隠れ場とする稚魚0
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000

H12 H22 R1

(ha)

沿岸性資源は、浅海の藻場や岩礁域において、産卵や初期生活を行うことから、このような場
所が不足する海域に産卵場・育成場を整備し、併せて成長に伴い深場に移動する成魚の生息
場となる魚礁を一体的に整備して沿岸性資源の増産を図る。

これを受け、漁業経営の改善のためにメバル類やカレ

イ類などの沿岸性資源の漁獲の重要性が増しており、

漁獲圧増に伴う沿岸性資源の減少により、持続的な漁

業を営むことができなくなることが懸念されている。

このため、藻場ビジョンに基づき、着定基質等の設置

などのハード対策と海草の移植等のソフト対策を組み合

わせ、稚魚の生息場となる藻場の回復を図る。加えて、

沖合域に成魚の生息場となる魚礁を一体的に整備し、

更なる沿岸性資源の増産を図る。

〇藻場面積の推移

ハハーードド対対策策

ソソフフトト対対策策（（イイメメーージジ））

食害生物の駆除

深深場場浅浅場場

実施事例（水産基盤整備事業：青森県陸奥湾地区）

主な支援制度

➢ 水産基盤整備事業（公共事業）

地方公共団体等が実施する藻場造成等を支援

ブブロロッッククのの
設設置置

海藻の着底基質の設置による藻場造成

○水産基盤整備事業
実施状況

藻場（増殖場含む）の整備等を計画してい
る都道府県（R5時点）

➢ 水産多面的機能発揮対策（非公共事業）

漁業者等で構成する活動組織による藻場の保全
活動等を支援

ウウニニのの除除去去母母藻藻のの設設置置

○水産多面的機能発揮対策
実施状況

R5年度に藻場保全を行う活動組織を
含む都道府県

７

自自然然石石のの
設設置置

基盤整備事業
実施状況

藻場（増殖場含む）の整備等を計画してい
時点）

多面的機能発揮対策

年度に藻場保全を行う活動組織を
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漁港のカーボンニュートラル（令和６年度～）

ホンダワラ類や小型海藻などが生育し、藻場
が維持されるようになったことで、一時期は見
る機会が減っていたアオリイカの卵も再び確
認されるようになった。

・藻場を回復し、漁場機能・水産資源を再生す
ることを目的として、活動を行っている。

・種（幼胚）の供給を促進するため、ホンダワラ
類の母藻をからませた中層網を設置する。

・スキューバ潜水により、ウニ類（主にガンガ
ゼ）を水中で潰して除去する。構成員による活
動の他、年1回水産高校のサポートを得なが
ら行っている。

● 活動の効果●地域の現状・課題 ● 活動の内容

●活動組織及び構成

○組織名：指宿地区水産振興会

○構成：漁業者、指宿漁協、

指宿漁協女性部、潜水会社

（138名）

・指宿地区は鹿児島県の薩摩半島南部に位
置し錦江湾に面している。

・エビ、イカ、瀬物を対象とした底引き網、刺網、
一本釣りなどが営まれている。

・自然環境の変化や食害生物の増加により藻
場は減少。年々、魚や貝も少なくなり、藻場
回復が求められるようになった。

繁茂したホンダワラ類 藻場で見られたアオリイカの卵

増加したガンガゼの様子

学生によるウニ類の除去活動

網の準備中層網の設置

実施事例（水産多面的機能発揮対策：鹿児島県指宿市）

漁漁業業者者
・・

漁漁 協協

漁漁協協

女女性性部部

活動組織

潜潜水水会会社社

県県水水産産高高校校

サポート

●活動区域

薩摩半島南部、鹿

児島湾（錦江湾）の

湾口部に位置する

沿岸部

海
藻
平
均
被
度
（％
） ～ ％程度で維持

モニタリング定点の海藻平均被度
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○ 藻場は、海水温上昇により、海藻の枯死や植食性魚類等の摂食活動の増大が予想され、さらなる磯焼けの進行が懸念される。

○ 海水温上昇を踏まえた対策として、 ①海水温上昇が抑えられている場所（深場、河口周辺等）を活用する、②高水温下でも生育可能な海藻種を用

いることが考えられる。

○ これらの対策の考え方を「海水温上昇に対応した藻場保全・造成手法（案）」として、磯焼け対策ガイドラインを補完する手引きとしてとりまとめた。

①高水温の海藻への直接的な影響

海水温が生育上限温度に達すること
による枯死又は生長の抑制

①現状把握（海水温上昇の影響の把握）
・海水温データを取得（ロガーの設置、公開データの活用等）

・藻体の異常を確認

海水温上昇による主な影響

①適切な海藻種や場所を選定
・場所の選定：海水温の上昇が抑えられている場所（深場、河口周辺等）において、

従来種を用いる。

・海藻種の選定：生育上限温度＞夏季海水温の海藻種を用いる。
※生育上限温度 ： カジメ類 ＜ 温帯性ホンダワラ類 ＜ 亜熱帯性ホンダワラ類

（クロメ等） （ヨレモク・ノコギリモク等） （キレバモク・マジリモク等）

生育上限温度の例

クロメ 28℃

ヨレモク 31℃

ノコギリモク 31℃

キレバモク 32℃

マジリモク 32℃

海水温上昇に対応した藻場保全・造成手法 暫定版

対策の考え方

②植食動物の活発化による影響

植食性魚類（アイゴ、イスズミ、ブダイ等）や
ウニ類の摂食活動の増大／長期化や
生息域の拡大

②食害への対策
・植食動物の駆除や侵入を防ぐ対策を実施
・食害を受けにくい海藻種を用いる（ヨレモク、マジリモク等の一部のホンダワラ類が食害を受けにくい）

現状
把握

海藻種
の検討

対策適地
の検討

高水温

耐性種の
選定

ハード
対策

ソフト
対策

食害
対策

対策の検討フロー

① ②

③

④

⑤ ⑥

②藻場の海藻種の検討
・漁業者等関係者を含め、藻場保全の目的を確認
（有用水産資源の餌場、産卵場の確保、水質浄化など）

・これまでの藻場保全の取組効果を確認
・対策対象種の生育上限温度を確認

・海水温が上昇した将来におけるハビタットマップを
確認

③対策適地の検討（効果が期待できる場所の検討）
・一般的に海水温が上昇している中でも、深場や河口周辺の
沿岸域など海水温上昇が抑えられている対策適地の探索
・水温に加え、光合成に必要な光量や施工性等も考慮

④高水温耐性種の選定
・対象海域の海水温において、生育
可能な海藻種を選定

・生態系保全の観点から周辺海域で
生育が見られる海藻種か確認
・母藻や種苗の確保の可能性を確認

・海水温が上昇した将来におけるハ
ビタットマップの確認

⑤ハード・ソフト対策の実施
・効果的な藻場の保全・造成を実施するた
め、着定基質の設置等のハード対策と母
藻の設置や岩盤清掃等のソフト対策を実
施

・効果の発現状況の確認や対策の見直し
のためモニタリングを実施

⑥食害対策の実施
植食性魚類やウニ類による磯焼けが見ら
れる場合は、合わせて、植食動物の除去
や仕切り網等の防御対策を実施

アアイイゴゴのの摂摂食食活活動動

高高水水温温にによよるる枯枯死死

ククロロメメ藻藻場場

ホホンンダダワワララ類類藻藻場場

ハビタットマップの例

（検討フロー図）

影響あり

海水温上昇に関する影響の報告なし

回答無し

海水温上昇よる藻場への影響について

➢ 海水温上昇の影響（令和４年度調査）

（ 都道府県の水産担当者及び研究機関に海水温上昇の影響アンケート調査
を実施）

（調査結果）
⚫ ８割（ ）の地域で海水温上昇によると考えられ
る影響を認識

⚫ 藻場消失と藻場構成種の変化、藻場生育への影響等

⚫ また、ウニ、植食性魚類による食害の影響が増大傾向

⚫ 海水温上昇を意識した対策は、 割の地域で未実施

⚫ 今後は、環境変化に対応した海藻種の増殖・保全、植食
動物対策の強化等が必要

○海水温上昇への対応に必要な対策

影響あり

海水温上昇に関する影響の報告なし

回答無し

○海水温上昇の影響の報告状況
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令和６年度 ブルーカーボンに寄与する藻場の持続可能な保全体制の検討調査 概要

（目的）

持続的な藻場の維持・保全体制の構築に向け、民間企業との連携した保全活動のあり方を検討するとともに、カーボンクレジット制度の活用の可能性
について社会実証を行い、持続可能な保全体制構築のための効果的な活用手法を検討・提示し、普及促進を図ることを目的とする。

１１．．民民間間企企業業とと連連携携ししたた展展開開手手法法のの検検討討 ２２．．民民間間企企業業とと連連携携ししたた保保全全活活動動のの効効果果分分析析 ３３．．ククレレジジッットト制制度度をを活活用用ししたた実実証証実実験験

ブブルルーーカカーーボボンンにに資資すするる取取組組のの評評価価指指標標検検討討

①①民民間間企企業業へへのの意意識識調調査査

民間企業における藻場保全に対する
関心度や関与のあり方についてアン
ケート調査等により把握する。

②②藻藻場場保保全全のの活活動動主主体体へへのの意意識識調調査査

民間企業との連携の意志の有無、期待する関与のあ
り方、民間企業とのマッチングにおける課題・要望等を
把握する。

③③民民間間企企業業とと連連携携ししたた保保全全活活動動のの展展開開手手法法検検討討

①①事事例例収収集集及及びび効効果果分分析析

藻場の保全活動における民間企業が関与する事例
を収集し、民間企業が関与したことによる効果を分析
する。

②②優優良良事事例例集集のの作作成成

今後、連携することを考えている民間企業や活動組
織への参考になるよう、関与の仕方などのカテゴリー
毎に、その連携内容や効果を優良事例集を作成する。

①①モモデデルル地地区区ででのの社社会会実実証証

藻場の保全・創造に取り組んでいる地域において、
カーボンクレジット制度を活用した効果的な保全体
制の構築を実証試験により、検証する（３地区程度）。

②②ククレレジジッットト制制度度をを利利用用ししたた藻藻場場保保全全のの手手引引
ききのの作作成成

令和５年度及び６年度調査によるモデル地区の
社会実証を踏まえ、地域水産業の振興の観点を踏
まえた、カーボンクレジット制度の活用の手引き案
を作成する

全全国国ににおおけけるる取取組組のの進進捗捗状状況況等等のの評評価価指指標標
のの検検討討

アアウウトトププッットト

③より、持続可能な藻場保全体制構築のため
の連携促進の手法や体制構築のあり方をまと
める。

アアウウトトププッットト

②より、優良事例集を作成し、公表することで、
全国の活動組織や民間企業の連携への関心
を高め、取組を促す。

アアウウトトププッットト

・①より、モデル地区におけるクレジット制度を利
用した保全体制を構築する。

・②より、カーボンクレジット制度を活用した藻場
保全の手引きを作成し、普及する。アアウウトトププッットト

今後、全国の取組進捗状況や
施策の成果を適切に把握、評価
するため、情報収集可能な指標
を複数案提示する。

藻場保全に関心のある民
間企業が活動に関与するた
めのマッチングのあり方や
保全活動の展開の手法を
検討する。

令和６年度 海水温上昇に対応した藻場整備における検討調査 概要
（目的）

●海水温上昇に対応した藻場造成手法について、高水温への対応に加えて、考慮すべき事項を整理、補強をするための実証調査を行うとともに、具体
的な藻場造成にあたっての検討プロセスを明らかにすることで、今後、各地域での導入促進を図ることを目的とする。

●さらに、海水温上昇に伴い、植食性動物の分布域の拡大と活発化が進む中で、効果的な藻場保全を進めるための食害対策の高度化の検討等を実施
する。加えて、検討成果は、「磯焼け対策全国協議会」を開催して、全国に共有、横展開することで普及を図る。

１１．．海海水水温温上上昇昇等等にに対対応応ししたた藻藻場場造造成成手手法法のの確確立立 ２２．．植植食食性性魚魚類類にによよるる食食害害対対策策のの高高度度化化検検討討 ３３．．そそのの他他情情報報収収集集とと普普及及促促進進

①①海海水水温温上上昇昇等等にに対対応応ししたた藻藻場場造造成成手手法法のの確確立立

●海水温上昇に対応した藻場造成（適切な種の選定、深い
水深帯での藻場造成）の実証試験を２海域で行う。

●これまでの調査結果を補強することを目的とし、海水
温に加えて考慮すべき条件（光量、植食性動物の有無等）や施
工性等の留意すべき事項を抽出、評価する。

②②海海水水温温上上昇昇にに対対応応ししたた藻藻場場造造成成計計画画のの立立案案

①①食食害害魚魚対対策策のの事事例例調調査査及及びび効効果果・・課課題題のの
把把握握及及びび対対策策のの高高度度化化のの提提案案

●全国の食害魚対策の事例を収集し、その有効性
や効率性等を分析し、課題を整理する。

●収集した事例のうち、当該対策における課題（効率
性、持続性、作業負担、作業コスト等）がある手法に
ついて、その改善が期待される手法については具体
的な課題解決方法を検討する。

②②人人工工構構造造物物にに蝟蝟集集すするる植植食食性性魚魚類類のの忌忌避避
対対策策手手法法のの検検討討

●漁港漁場整備による基盤ブロック等（人工構造物）
の隙間に蝟集する植食性魚類（特にイスズミ）につい
て、その行動特性を把握し、蝟集を防ぐ構造等の検
討を行う。

①①効効率率的的なな藻藻場場造造成成にに必必要要なな海海藻藻種種苗苗のの
生生産産体体制制とと課課題題把把握握

●効果的な藻場造成に必要な海藻種苗について、
全国の種苗生産体制の情報収集を実施する。収
集した情報をもとに、今後の藻場保全にあたって
の課題を抽出する。

②②「「磯磯焼焼けけ対対策策全全国国協協議議会会」」をを開開催催

●全国の地方公共団体や研究機関等に対して、
当該年度までに把握・整理した藻場保全や磯焼け
対策に資する成果を共有し、優良事例の横展開を
図るため、「磯焼け対策全国協議会」を開催する。

アアウウトトププッットト

・①、②より、「海水温上昇等に対応した藻場造成
手法（ガイドライン）」の補強・改善（R6は暫定版、
R7は最終版）

・②より、モデル地区の藻場造成計画を立案する。

アアウウトトププッットト

・①より、食害魚対策として新たな有効事例を把握し、
横展開を図るとともに、食害魚対策の改善策を提
案する（R7に検証実施の可能性）

・②より、植食性魚類の蝟集を防ぐ構造等を提示す
る（R7に検証調査予定）

アアウウトトププッットト

・①より、全国の種苗生産状況を把握するともに、
課題を整理する。

・②より、全国協議会を開催し、調査成果や優良
事例を共有する。

R6-7

R6-7

R6

R6-7

R6

R6
●海水温上昇に対応した藻場造成を
行うにあたり、必要な検討プロセス、調
整事項を整理することを目的として、モ
デル地区において藻場造成計画案を
策定する。（令和６年度は検討・調整、令和
７年度は計画案の策定）
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2024年インベントリ報告書（表紙） 我が国の温室効果ガス排出量及び吸収量の推移

⚫ 各国は、気候変動枠組条約（UNFCCC）に基づき、自国の温室効果ガス排出・吸収目録（インベント
リ）を作成し、毎年、国連（条約事務局）に提出・報告している。

⚫ 本年（2024年）の報告書では、世界ではじめて海草・海藻藻場におけるCO2吸収量を算定し、合計
約35万トンの値を報告。

⚫ 本報告にあたっては、環境省、国土交通省と連携して対応。

海草・海藻による 吸収量のインベントリ反映について

吸収量の一部として、藻場に
よる35万トンの吸収量を計上

ガイドブックの構成

• はじめに

• ブルーカーボン生態系による大
気中CO2のとりこみ

• CO2貯留プロセスの概要
• 算定式の概要
• 藻場タイプ・海域区分
• 天然藻場における算定式
• 海藻養殖における算定式
• 吸収ポテンシャル
• 吸収係数
• CO2貯留量算定フローチャート
• 海藻藻場の算定事例
• 海草藻場の算定事例
• 海藻養殖の算定事例

農林水産省委託プロジェクト研究「ブルーカーボンの評価手法及び効率的藻場形成・拡大技術の開発」で得られた研究成果に基づいて、海草・海
藻類によるCO2貯留量算定手法とその考え方をまとめたもの

海草・海藻藻場の 貯留量算定ガイドブックの公表（令和５年 月、水産研究・教育機構）
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カーボンクレジット制度の動向

⚫ 国土交通省が設立を認可したジャパンブルーエコノミー技術研究組合において、藻場保全活動等の実施者によ
り創出された吸収量を認証し、クレジット取引を可能とする「Ｊブルークレジット®制度」が実施されている。

⚫ Ｊブルークレジット®を活用することで、クレジットの申請者はクレジット売却による活動資金の調達ができるほか、
活動の認知度の向上により活動の活性化が見込めること、またクレジット購入者はCO2 削減のほか温暖化対策
活動の開示ができるなど、双方にとってWin-Winとなる環境と経済の好循環を生み出す仕組み。

Jブルークレジット®認証実績

年年度度 認認証証件件数数 認認証証量量（（t-CO2））

令和2年 1 22.8

3年 4 80.4

4年 21 3,733.1

5年 29 2,170.3

直近のJブルークレジット®取引実績（令和６年5月17日公表分）

○公募対象数量  ：1444.0（ｔ-CO2）
○譲渡総量          ：127.3（ｔ-CO2）
○譲渡（購入）総額：10,178,811円（税抜き）
○平均単価          ：79,959円/ｔ-CO2

○購入企業・団体  ：89（延べ数）

カーボン・オフセットの概要

（引用元：ジャパンブルーエコノミー技術研究組合HP）

（ジャパンブルーエコノミー技術研究組合公表資料を基に作成）

ブルーカーボンを推進するための海藻バンク整備技術の開発
（グリーンイノベーション基金事業：⑱食料・農林水産業の 等削減・吸収技術の開発）
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海業としての取組の展開

⚫海業の取組としても、磯焼け対策や藻場の保全に関
連した取組で実施

⚫藻場保全に繋がる取組が、今後も海業としてさらに
展開されていくことに期待

対象
地域

海業の取組内容

岩手県
大槌町

磯焼け対策として駆除したウニの漁港内静穏域を活用した蓄養、
観光交流協会や地域おこし協力隊と連携し藻場再生活動を組み込ん
だスキューバダイビング、小中高を対象とした海洋学習 等

神奈川県
逗子市

刺し網やわかめ漁などの 漁業体験、観光遊漁船クルーズ、漁船に
よる海上タクシー、磯焼け対策により駆除したウニ養殖体験、漁師
による水産物の直接販売、民間活力による既存漁港施設改修 等

静岡県
牧之原市

旧漁協事務所や荷捌き所、漁港用地等を活用した蓄養施設や直売
所、食堂設置、漁業体験を含む観光プログラム（漂流ごみやマイク
ロプラスチック、磯焼けのことを知ってもらう場の設定）、漁船ク
ルージングやマリンレジャーの体験 等

三重県
鳥羽市

市場見学及び模擬入札体験、競り落とした魚を捌いて食するツアー、 滞
在型漁業体験実践プログラム、現役漁師や海女さんと懇談するサロ ン設
置、低利養魚等の商品開発・加工・販売ルートの開拓、藻場造成及びブ
ルーカーボン体験学習プログラム、インバウンド対策 等

愛媛県
愛南町

駆除ガンガゼを除去し特産品のブロッコリーを給餌する養殖、水
産加工品の端材を使った商品等を販売するエシカルマーケット、企
業と連携した、持続可能な養殖業を学ぶサステナブルツーリズムや
ゴミ回収などのクリーンオーシャンツーリズム 等

長崎県
対馬市

漁業者と取り組む藻場再生活動、食害生物駆除、食害魚等の加工品開
発・製造、水産物を使った飲食店、高付加価値化、学校給食や島外レ ス
トランでの提供、漁業体験、漁協施設を活用したゲストハウス、漁師とツ
アー参加者による藻場再生活動に繋がる森林整備体験 等

海業の一環として藻場保全等を取り組む例

○岩手県大槌町での取組

○長崎県対馬市での取組

【参考】 令和５年度 Ｊブルークレジット®認証・発行情報一覧 （ 件）

都都道道府府県県 活活動動団団体体
認認証証対対象象吸吸収収量量

北海道 北海道積丹町におけるブルーカーボン創出プ
ロジェクト協議会

北海道 えりも漁業協同組合 他２者

北海道 いぶり中央漁業協同組合 他３者

北海道 利尻富士町、利尻漁業協同組合

北海道 日本製鉄株式会社、増毛漁業協同組合 他 者

北海道 福島吉岡漁業協同組合、福島町

北海道 日本製鉄株式会社、古宇郡漁業協同組合

青森県 鯵ヶ沢町漁業協同組合 他１者

青森県 特定非営利活動法人あおもりみなとクラブ 他２者

岩手県 種市漁業協同組合、洋野町漁業協同組合 他２者

千葉県 千葉県漁業協同組合連合会 他２者

神奈川県 長井町漁業協同組合、横須賀市

神奈川県 葉山アマモ協議会

静岡県 静岡県、特定非営利活動法人

静岡県 榛南地域磯焼け対策推進協議会 他 者

三重県 鳥羽磯部漁業協同組合 他４者

三重県 三重外湾漁協あおさ養殖 委員会

三重県 三重外湾漁業協同組合 他４者

都都道道府府県県 活活動動団団体体
認認証証対対象象吸吸収収量量

兵庫県 江井ヶ島漁業協同組合 他２者

兵庫県 すまうら水産有限責任事業組合 他３者

鳥取県 鳥取県の豊かな海を育む協議会

山口県 山口県漁業協同組合吉佐統括支店 他３者

山口県 神代漁業協同組合 他３者

山口県 山口県漁業協同組合周南統括支店 他２者

山口県 海のゆりかごブルーカーボンプロジェクト センザキ協議会

愛媛県 愛南漁業協同組合 他３者

佐賀県 佐賀玄海漁業協同組合鎮西町統括支所 他１
者

長崎県 壱岐市磯焼け対策協議会

長崎県 佐世保市、九十九島漁業協同組合

出典：ジャパンブルーエコノミー技術研究組合（ ）ホームページ

：令和４年度以前からの継続プロジェクト
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「
多
面
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
の
概
要

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
「
環
境
・
生
態
系
保
全
」
に
お
け
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
（
暫
定
版
）

平
成

30
年

6月

■
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
時
期

⚫
年
１
回
以
上
の
定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

⚫
毎
年
度
同
時
期
に
実
施
（
繁
茂
期
を
推
奨
）

■
定
点
の
設
定
（
例
と
し
て
）

⚫
協
定
面
積
内
を
メ
ッ
シ
ュ
切
り
し
て
の
設
定

⚫
ま
た
は
岸
沖
方
向
の
調
査
ラ
イ
ン
上
に
設
定

【
記
載
内
容
（
藻
場
の
保
全
）
】

■
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
（
例
と
し
て
）

⚫
コ
ド
ラ
ー
ト
法
（
潜
水
）
が
主

⚫
コ
ド
ラ
ー
ト
法
（
船
上
箱
メ
ガ
ネ
）
も
可

⚫
参
考
と
し
て
景
観
被
度
法
も
紹
介

■
記
録
項
目
（
例
と
し
て
）

⚫
被
度
：
大
型
海
藻
、
小
型
海
藻
（
必
要
に
応
じ
て
種
類
毎
）

⚫
植
食
動
物
、
主
要
海
藻
長
、
水
温
等
も
可
能
な
ら

■
自
己
評
価

⚫
平
均
被
度
（
％
）
ま
た
は
算
出
し
た
藻
場
面
積

コ
ド
ラ
ー
ト
法
の
説
明
（
手
引
き
よ
り
）

実
勢
面
積
計
算
の
例
（
手
引
き
よ
り
）

【
は
じ
め
に
】
藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
に
つ
い
て

3

第
３
版

磯
焼
け
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（

20
21
，
水
産
庁
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
（

20
18
，
全
漁
連
ら
）

⚫
「
現
状
把
握
」
と
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
記
載
あ
り

⚫
一
連
の
説
明
は
あ
る
が
、
水
産
多
面
的
活
動
向
け
に
詳
細
な

手
順
が
記
載
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い

⚫
漁
業
者
～
研
究
者
ま
で
幅
広
い
読
者
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、

や
や
専
門
的
な
記
載
も
あ
る

⚫
水
産
多
面
的
活
動
向
け
に
作
成
・
解
説
さ
れ
て
い
る

⚫
藻
場
の
み
な
ら
ず
、
内
水
面
や
サ
ン
ゴ
礁

等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

手
法
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
載
さ
れ
て
い
る

⚫
簡
潔
が
ゆ
え
に
具
体
的
な
説
明
が
不
足
す
る
場
合
が
あ
る

⚫
手
引
き
を
利
用
す
る
上
で
、
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
手
順

や
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
り
に
く
い
部
分
あ
り

※
以
下
「
多
面
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
と
表
示

【
は
じ
め
に
】
藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
に
つ
い
て

2

代
表
的
な
藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

【
景
観
被
度
法
】

●
船
上
か
ら
で
も
実
施
可
能

●
透
明
度
に
よ
っ
て
は
船
上
か
ら
見
え
な
い
こ
と
も

●
得
ら
れ
る
情
報
量
は
比
較
的
少
な
い

小

大

【
コ
ド
ラ
ー
ト
法
】

●
潜
水
調
査

●
簡
易
～
専
門
的
な
調
査
ま
で
用
い
ら
れ
る

●
状
況
把
握
に
は
一
定
の
点
数
が
必
要

【
ベ
ル
ト
ト
ラ
ン
セ
ク
ト
法
】

●
潜
水
調
査

●
専
門
的
な
調
査
で
用
い
ら
れ
る

●
水
深
に
よ
る
違
い
が
分
か
る

景
観
被
度
法

コ
ド
ラ
ー
ト
法

ベ
ル
ト
ト
ラ
ン
セ
ク
ト
法

近
年
は
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
も

実
効
性
の
あ
る
継
続
的
な

藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き

の
紹
介 （

一
社
）
水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

令
和

6年
度

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会

４　第２部　第1藻場部会

①実効性のある継続的な藻場モニタリングの手引きの紹介
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「
藻
場
モ
ニ
タ
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ン
グ
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手
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実
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た
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～

⚫
協
定
面
積
内
で
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⚫
毎
回
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じ
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ま
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夏
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ア
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ツ
ク

シ
モ

ク
春

～
夏

マ
コ

ン
ブ

秋
ト

ゲ
モ

ク
秋

～
冬

ワ
カ

メ
春

ノ
コ

ギ
リ

モ
ク

夏
ア

マ
モ

春
～

初
夏

ヒ
イ

ラ
ギ

モ
ク

春
～

夏
ヒ

ジ
キ

春
～

夏
ヒ

ラ
ネ

ジ
モ

ク
秋

～
冬

フ
シ

ス
ジ

モ
ク

春
～

初
夏

マ
ジ

リ
モ

ク
春

～
夏

マ
メ

タ
ワ

ラ
春

～
夏

ヤ
ツ

マ
タ

モ
ク

春
～

夏
ヨ

レ
モ

ク
春

～
初

夏
ヨ

レ
モ

ク
モ

ド
キ

春
～

夏

■
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点

「
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
の
ポ
イ
ン
ト

藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
毎
の
特
徴

「
広
域
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
よ
り

ダ
イ
バ
ー
が
コ
ド
ラ
ー
ト

を
使
っ
て
実
施 シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
実
施

船
上
か
ら
箱
メ
ガ
ネ
や
カ
メ

ラ
を
使
っ
て
実
施

本
手
引
き
の
記
載
内
容

こ
の
３
手
法
に
特
化
し
て

特
徴
や
実
施
方
法
を
紹
介

■
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
選
択

「
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
と
は

実
効
性
の
あ
る
継
続
的
な

藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
（

20
24
，
水
産
庁
）

※
以
下
「
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
と
表
示

⚫
水
産
多
面
的
活
動
を
含
め
た
、
藻
場
保
全
活
動
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
手
引
き

⚫
主
な
対
象
は
漁
業
者

⚫
利
用
者
に
適
し
た
方
法
を
選
択
で
き
る

⚫
具
体
的
な
手
順
や
記
録
内
容
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
継

続
可
能
で
効
果
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
可
能
に
す
る

何
を
ど
う
や
っ
て

計
測
す
れ
ば
？

自
分
た
ち
に
適
し
た
方
法
は
？

人
手
が
足
り
な
い
か
ら

出
来
る
だ
け
手
軽
に
…

18
6

9510
31

コ
ド
ラ
ー
ト
法

景
観
被
度
法

不
明

未
提
出

水
産
多
面
的
事
業
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
態

•
対
象
デ
ー
タ
令
和
2年
度
の
水
産
多
面
的
事
業

•
組
織
件
数

32
2件

ア ア
ンン
ケケ
ーー
トト
結結
果果
：：
モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
手手
法法
にに
つつ
いい
てて

水
産
多
面
的
事
業
に
お
い
て
藻
場
の
保
全
を
実
施
す
る
組
織
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

⚫
コ
ド
ラ
ー
ト
法
に
よ
る
被
度
の
把
握
が
最
多

⚫
続
く
景
観
被
度
法
と
合
わ
せ
て
被
度
調
査
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る

⚫
調
査
結
果
の
被
度
で
そ
の
ま
ま
評
価
す
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど

⚫
面
積
を
算
出
し
て
い
る
組
織
は
１
６
件
の
み

（
被
度
に
協
定
面
積
を
乗
じ
る
方
法
等
）
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「
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
～
景
観
被
度
法
～

⚫
定
点
周
辺
を
遊
泳
に
よ
っ
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

⚫
観
察
者
の
１
視
野
（

10
㎡
程
度
）
の
被
度
を
記
録

⚫
１
定
点
あ
た
り
４
方
向
か
ら
実
施
し
て
平
均
す
る

⚫
調
査
後
の
判
別
や
保
管
資
料
の
た
め
に
写
真
撮
影

■
概
要

⚫
遊
泳
用
機
材
（
マ
ス
ク
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
、
フ
ィ
ン
）

⚫
耐
水
用
紙

⚫
え
ん
ぴ
つ
（
ロ
ケ
ッ
ト
え
ん
ぴ
つ
も
便
利
）

⚫
ク
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
（
バ
イ
ン
ダ
ー
）

⚫
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
防
水
仕
様
）

■
必
要
資
材 遊
泳
用
の
機
材
（
マ
ス
ク
、
フ
ィ
ン
等
）

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
例
）

※
ハ
ウ
ジ
ン
グ
で
防
水
す
る
か

10
ｍ
程
度
ま
で
防
水
機
能

が
あ
る
カ
メ
ラ
を
使
用
す
る

「
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
～
コ
ド
ラ
ー
ト
法
～

■
手
順
（
実
施
方
法
）

「
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
～
コ
ド
ラ
ー
ト
法
～

①
GP

S等
を
用
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
へ
移
動

②
潜
水
し
て
コ
ド
ラ
ー
ト
を
海
底
に
設
置

※
凹
凸
、
砂
礫
等
は
避
け
、
枠
内
の
環
境
が
均
一
に
な
る
よ
う
設
置

③
海
藻
種
毎
に
枠
内
の
被
度
を
記
録

※
大
型
海
藻
、
小
型
海
藻
が
対
象

※
殻
状
の
サ
ン
ゴ
藻
類
は
対
象
外

※
裸
地
の
割
合
も
記
録

※
植
食
動
物
の
有
無
（
ま
た
は
個
体
数
）
、
付
着
動
物
も
記
録

④
記
録
す
る
際
は
百
分
率
（
％
）
、
難
し
け
れ
ば
階
級
値
で

⑤
大
型
海
藻
は
藻
体
の
高
さ
を
記
録
す
る
（
横
臥
す
る
コ
ン
ブ
類
は
長
さ
）

⑥
真
上
（
コ
ド
ラ
ー
ト
全
体
が
入
る
よ
う
）
、
真
横
か
ら
写
真
を
撮
影

⑦
少
し
ず
つ
枠
を
ず
ら
し
て
複
数
回
実
施
し
、
平
均
値
が
そ
の
地
点
の
被
度

⑧
戻
っ
て
か
ら
写
真
と
被
度
を
見
直
し
、
記
録
表
へ
記
録

■
手
順
（
実
施
方
法
）

コ
ド
ラ
ー
ト
を
設
置

真
横
か
ら
の
撮
影

真
上
か
ら
の
撮
影

「
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
～
コ
ド
ラ
ー
ト
法
～

⚫
1m

×
1m

の
コ
ド
ラ
ー
ト
（
方
形
枠
）
の
枠
内
を
潜
水
で
調
査

⚫
海
藻
・
海
草
の
種
類
別
の
被
度
を
記
録

⚫
調
査
後
の
判
別
や
保
管
資
料
の
た
め
に
写
真
撮
影

■
概
要

⚫
潜
水
機
材

⚫
コ
ド
ラ
ー
ト
（

 1
m
×

1m
）

⚫
耐
水
用
紙

⚫
え
ん
ぴ
つ
（
ロ
ケ
ッ
ト
え
ん
ぴ
つ
も
便
利
）

⚫
ク
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
（
バ
イ
ン
ダ
ー
）

⚫
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
防
水
仕
様
）

⚫
ダ
イ
バ
ー
ズ
ウ
ォ
ッ
チ

■
必
要
資
材

コ
ド
ラ
ー
ト
（

1m
×

1m
）

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
例
）

※
ハ
ウ
ジ
ン
グ
で
防
水
す
る
か

10
ｍ
程
度
ま
で
防
水
機
能

が
あ
る
カ
メ
ラ
を
使
用
す
る
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「
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
～
船
上
か
ら
の
景
観
被
度
法
～

①
GP

S等
を
用
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
へ
移
動

②
カ
メ
ラ
を
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
モ
ー
ド
（
撮
影
間
隔
５
秒
）
、
発
光
オ
フ
に
設
定

③
カ
メ
ラ
を
ロ
ッ
ド
に
取
り
付
け
る

④
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
周
辺
で
真
下
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て

5秒
間
隔
で
の
撮
影

を
開
始
し
、

30
秒
後
に
引
き
上
げ
る

⑤
戻
っ
て
か
ら
写
真
を
読
み
込
み
、
複
数
写
真
の
平
均
を

定
点
の
被
度
と
し
て
記
録
表
へ
記
録

■
手
順
（
実
施
方
法
）

B：
デ
ジ
カ
メ

 o
r ア

ク
シ
ョ
ン
カ
メ
ラ
を
用
い
る
場
合

「
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
～
船
上
か
ら
の
景
観
被
度
法
～

①
GP

S等
を
用
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
へ
移
動

②
観
察
者
は
船
上
か
ら
箱
メ
ガ
ネ
を
用
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
の
代
表
的
な

海
底
を
観
察

③
箱
メ
ガ
ネ
内
の
視
野
で
見
え
る
範
囲
を
観
察
・
撮
影

※
大
型
海
藻
、
小
型
海
藻
、
そ
の
他

の
３
つ
に
分
け
て
記
録

※
視
認
で
き
る
よ
う
な
ら
植
食
動
物
の
有
無
も
記
録

※
撮
影
時
に
は
ズ
ー
ム
し
な
い
、
発
光
さ
せ
な
い

④
定
点
周
辺
で
位
置
を
ず
ら
し
な
が
ら
複
数
回
判
読

⑤
可
能
な
ら
大
型
海
藻
の
藻
体
の
お
お
よ
そ
の
高
さ
を
記
録

⑥
4方

向
か
ら
の
判
読
結
果
の
平
均
が
こ
の
定
点
の
被
度

⑦
戻
っ
て
か
ら
写
真
と
被
度
を
見
直
し
、
記
録
表
へ
記
録

■
手
順
（
実
施
方
法
）

A：
箱
メ
ガ
ネ
を
用
い
る
場
合

「
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
～
船
上
か
ら
の
景
観
被
度
法
～

⚫
船
上
か
ら
箱
メ
ガ
ネ
を
用
い
て
、
そ
の
視
野
の
中
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

⚫
ま
た
は
、
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
機
能
付
き
の
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
メ
ラ
等
で
撮
影

し
て
後
で
判
読

⚫
観
察
者
が
水
中
に
入
ら
ず
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
可
能
で
簡
易
な
方
法

⚫
調
査
後
の
判
別
や
保
管
資
料
の
た
め
に
写
真
撮
影

■
概
要

⚫
耐
水
用
紙

⚫
え
ん
ぴ
つ
（
ロ
ケ
ッ
ト
え
ん
ぴ
つ
も
便
利
）

⚫
ク
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
（
バ
イ
ン
ダ
ー
）

⚫
箱
メ
ガ
ネ

or
 デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
防
水
仕
様
）

or
  防

水
型
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
メ
ラ

■
必
要
資
材

ア
ク
シ
ョ
ン
カ
メ
ラ
（
右
）
と
ロ
ッ
ド
（
左
）

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
例
）

※
１
万
円
以
下
の
廉
価
な
タ
イ
プ
も
あ
る

箱
メ
ガ
ネ

「
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
～
景
観
被
度
法
～

①
GP

S等
を
用
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
へ
移
動

②
観
察
者
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
地
点
周
辺
を
遊
泳
す
る

③
斜
め
下
に
向
け
て
４
方
向
か
ら
観
察
・
撮
影

※
大
型
海
藻
、
小
型
海
藻
、
そ
の
他

の
３
つ
に
分
け
て
記
録

※
視
認
で
き
る
よ
う
な
ら
植
食
動
物
の
有
無
も
記
録

※
撮
影
時
に
は
ズ
ー
ム
し
な
い
、
発
光
さ
せ
な
い

④
可
能
で
あ
れ
ば
大
型
海
藻
の
藻
体
の
高
さ
を
記
録
す
る

⑤
4方

向
か
ら
の
判
読
結
果
の
平
均
が
こ
の
定
点
の
被
度

⑥
戻
っ
て
か
ら
写
真
と
被
度
を
見
直
し
、
記
録
表
へ
記
録

■
手
順
（
実
施
方
法
）
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【
参
考
情
報
】
写
真
か
ら
の
被
度
計
測

【
参
考
】
画
像
処
理
ソ
フ
ト
に
よ
る
被
度
計
算

例
：
画
像
処
理
ソ
フ
ト
【
Ｒ
Ｓ
Ｐ
】

ht
tp
://

rs
.a
oy

am
an

.co
m
/r
sp
/in

de
x.
ht
m
l

例
：
画
像
処
理
ソ
フ
ト
【

Ar
ea

Q】
    

    
    

    
    

    
    

ht
tp
s:/

/w
w
w.
fra

.g
o.
jp
/h
om

e/
co

op
er
at
io
n/
to
kk
yo

/p
ro
gr
am

/li
st
/p
20

10
-1
.h
tm

l

⚫
（
国
研
）
水
産
研
究
教
育
機
構
が
開
発

し
た
画
像
処
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

⚫
距
離
が
既
知
の
点
が
あ
れ
ば
写
真
の
歪

み
を
補
正
で
き
る

補
正
し
た
グ
リ
ッ
ド
を
作
成

⚫
日
本
大
学
青
山
教
授
個
人
の

HP
で
公
開
さ
れ

る
フ
リ
ー
の
画
像
処
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

⚫
元
画
像
か
ら
分
類
画
像
を
作
成
し
被
度
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る

写
真
か
ら
の
被
度
計
測
（
景
観
被
度
）

⓪
景
観
写
真
（
例
）

➀
「

➀
「
そ
の
他
」
を
目
測
＝

そ
の
他
」
を
目
測
＝

202020
％

➁
「
小
型
海
藻
」
を
目
測
＝

➁
「
小
型
海
藻
」
を
目
測
＝

202020
％

③
残
り
が
「
大
型
海
藻
」
＝

③
残
り
が
「
大
型
海
藻
」
＝

606060
％

※
解
説
用
に
色
塗
り
し
て
い
る

景景
観観
被被
度度
のの
区区
分分
はは
３３
つつ

①①
大大
型型
海海
藻藻
（（
優優
占占
種種
））

②②
小小
型型
海海
藻藻

③③
そそ
のの
他他
（（
裸裸
地地
・・
砂砂
地地
なな
どど
））

⚫
藻
場
の
被
度
＝
①
＋
②

⚫
①
＋
②
＋
③
＝
1
0
0％

⚫

18

①
大
型
海
藻

②
小
型
海
藻

③
そ
の
他

③
そ
の
他

③
そ
の
他

無
節
サ
ン
ゴ
モ

③
そ
の
他

③
そ
の
他 付
着
動
物

写
真
か
ら
の
被
度
計
測
（
景
観
被
度
）

「
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
～
船
上
か
ら
の
景
観
被
度
法
～

■
手
順
（
実
施
方
法
）

B：
デ
ジ
カ
メ

 o
r ア

ク
シ
ョ
ン
カ
メ
ラ
を
用
い
る
場
合

タ
イ
ム
ラ
プ
ス
機
能
を
使
っ
た
撮
影
イ
メ
ー
ジ
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ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
申
請
を
目
指
す
場
合

確
か
ら
し
さ
を
高
め
る
に
は

⚫
藻
場
の
境
界
線
を
精
度
よ
く
把
握
す
る

⚫
範
囲
内
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
点
数
を
増
や
す

面面
積積
算算
定定
のの
確確
かか
らら
しし
ささ

をを
高高
めめ
るる

協
定
面
積

〇
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点

〇
範
囲
内
の
定
点
を
追
加

境境
界界
線線
をを
一一
定定
程程
度度
のの
精精
度度
でで
把把
握握
すす
れれ
ばば

5500
~~88

00％％
のの
確確
実実
性性
とと
思思
わわ
れれ
るる

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
申
請
を
目
指
す
場
合

近近
年年
注注
目目
ささ
れれ
るる
ブブ
ルル
ーー
カカ
ーー
ボボ
ンン
とと
しし
てて
もも
、、
藻藻
場場
のの
保保
全全
・・
回回
復復
のの
取取
りり
組組
みみ
にに
はは
期期
待待
がが
高高
まま
っっ
てて
いい
るる

申申
請請
時時
にに
必必
要要
なな

CCOO
22 
吸吸
収収
量量
をを
算算
定定
すす
るる
にに
はは
モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
がが
必必
要要

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
申
請
の
ポ
イ
ン
ト

⚫
申
請
し
た

CO
2吸

収
量
が
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
る
訳
で
は
な
い

⚫
藻
場
面
積
や
海
藻
の
種
類
・
重
量
と
い
っ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結

果
の
確
か
ら
し
さ
が
評
価
さ
れ
た
う
え
で
承
認
さ
れ
る

水水
産産
多多
面面
事事
業業
でで
見見
らら
れれ
るる
「「
平平
均均
被被
度度
××
協協
定定
面面
積積
」」
でで
はは
確確
かか
らら
しし
ささ
がが
高高
まま
りり
にに
くく
いい

CO
2吸

収
量
の
算
定
方
法
（
Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
承
認
申
請
の
手
引
き
よ
り
）

各
手
引
き
に
記
載
さ
れ
た
内
容
等
に
つ
い
て

手
引
き
書

磯
焼
け
対

策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

コ
ド
ラ

ー
ト
法

景
観

被
度
法

船
上
景
観

被
度
法

ド
ロ
ー
ン

音
響
測
量

衛
星
画
像

航
空
写
真

多
面
的
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
手
引
き

（
平
成

年
月
）

－
△

概
要
の
み

△
概
要
の
み

×
×

×
×

×
広
域
藻
場
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
手
引
き

（
令
和

年
月
）

〇 附
属
書

×
×

×
〇

〇
〇

〇

藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
手
引
き

（
令
和

年
月
）

〇 附
属
書

〇
〇

〇
×

×
×

×

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
別
の
特
徴

コ
ド

ラ
ー

ト
法

景
観

被
度

法
箱

メ
ガ

ネ
タ

イ
ム

ラ
プ

ス
機

能
付

き
カ

メ
ラ

長
所

⚫
枠

内
の

海
藻

・
海

草
の

種
類

別
被

度
と

葉
体

長
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
⚫

経
験

豊
か

な
観

察
者

が
行

う
場

合
、

一
定

の
精

度
が

期
待

さ
れ

、
客

観
的

な
結

果
が

得
ら

れ
る

。
⚫

潮
流

や
濁

り
の

影
響

を
受

け
に

く
く

、
信

頼
性

が
高

い
。

⚫
記

録
が

写
真

と
し

て
残

り
、

後
で

確
認

や
詳

細
な

分
析

が
で

き
る

。

⚫
海

藻
・

海
草

の
葉

体
長

の
計

測
が

で
き

る
。

⚫
３

分
類

（
大

型
海

藻
、

小
型

海
藻

、
そ

の
他

）
で

あ
れ

ば
、

比
較

的
容

易
に

計
測

で
き

る
。

⚫
経

験
豊

か
な

観
察

者
で

あ
れ

ば
、

あ
る

程
度

客
観

的
な

結
果

が
期

待
で

き
る

。
⚫

記
録

が
写

真
と

し
て

残
り

、
後

で
確

認
が

で
き

る
。

⚫
潜

水
し

な
く

て
よ

い
。

⚫
３

分
類

（
大

型
海

藻
，

小
型

海
藻

，
そ

の
他

）
で

あ
れ

ば
、

比
較

的
容

易
に

計
測

で
き

る
。

⚫
潜

水
し

な
く

て
よ

い
。

⚫
３

分
類

（
大

型
海

藻
，

小
型

海
藻

，
そ

の
他

）
で

あ
れ

ば
、

比
較

的
容

易
に

計
測

で
き

る
。

⚫
記

録
を

写
真

と
し

て
残

す
こ

と
が

で
き

る
。

短
所

⚫
ス

キ
ュ

ー
バ

の
ス

キ
ル

が
必

要
で

あ
り

、
潜

水
機

材
な

ど
が

必
要

で
あ

る
。

⚫
観

察
者

は
海

藻
を

正
確

に
識

別
す

る
能

力
が

求
め

ら
れ

る
。

⚫
経

験
が

浅
い

と
コ

ド
ラ

ー
ト

を
高

密
度

の
藻

場
の

あ
る

場
所

に
置

い
て

し
ま

い
が

ち
で

あ
る

。
⚫

狭
い

範
囲

の
観

察
に

な
る

の
で

、
複

数
地

点
を

観
察

し
な

い
と

全
体

が
把

握
で

き
な

い
。

こ
の

た
め

、
観

察
に

時
間

が
か

か
る

こ
と

が
あ

る
。

⚫
大

型
海

藻
の

幼
体

や
小

型
海

藻
な

ど
の

判
別

が
難

し
い

場
合

が
あ

る
。

⚫
観

察
者

は
海

藻
を

正
確

に
識

別
す

る
能

力
が

求
め

ら
れ

る
。

⚫
透

明
度

が
悪

い
と

記
録

写
真

の
撮

影
が

困
難

に
な

る
。

⚫
計

測
に

は
や

や
時

間
が

か
か

る
。

⚫
海

藻
・

海
草

の
葉

体
長

の
計

測
が

で
き

な
い

。
⚫

透
明

度
や

潮
流

が
結

果
に

影
響

す
る

。
⚫

観
察

者
の

経
験

に
よ

っ
て

バ
ラ

ツ
キ

が
生

じ
る

。
⚫

船
が

動
く

た
め

、
動

き
な

が
ら

被
度

を
捉

え
る

ス
キ

ル
が

必
要

で
あ

る
。

⚫
記

録
を

写
真

と
し

て
残

し
に

く
い

。

⚫
海

藻
・

海
草

の
葉

体
長

の
計

測
が

で
き

な
い

。
⚫

透
明

度
や

潮
流

が
結

果
に

影
響

す
る

。
⚫

観
察

者
の

経
験

に
よ

っ
て

バ
ラ

ツ
キ

が
生

じ
る

。
⚫

現
場

で
写

真
を

確
認

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
⚫

タ
イ

ム
ラ

プ
ス

機
能

付
き

カ
メ

ラ
と

ロ
ッ

ド
（

撮
影

棒
）

が
必

要
で

あ
る

。
⚫

戻
っ

て
か

ら
写

真
を

パ
ソ

コ
ン

に
取

り
込

ん
で

判
読

す
る

必
要

が
あ

る
。

確
か

ら
し さ

◎◎
〇〇

△△
〇〇
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藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
は

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

•
被
度
調
査
を
紹
介

定
点
の
考
え
方

実
施
時
期
の
考
え
方

•
図
や
写
真
で
わ
か
り
や
す
い

•
観
察
者
の
レ
ベ
ル
に
対
応

•
実
用
的
な
内
容
（
手
順
、
撮
影
方
法
、

留
意
点
等

⚫
観
察
者
（
主
に
漁
業
者
）
の
レ
ベ

ル
に
応
じ
て
選
べ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

⚫
広
域
藻
場
調
査
や
磯
焼
け
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
関
係
性

実
効
性
の
あ
る
継
続
的
な
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

の
概
要

本
手
引
き
は
、
水
産
多
面
的
事
業
を
行
う
活
動
組
織
等
が
継
続
的
に
実
施
で
き
る
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
を
解
説
す
る
手
引
書

⚫
被
度
調
査
以
外
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
透
明
度
他
）

⚫
先
進
的
な
事
例
（
岡
山
県
、
香
川
県
）

⚫
ア
プ
リ
を
使
っ
た
被
度
の
計
測

⚫
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
し
た
事
例
な
ど

９
コ
ラ
ム

ココ ララ ムム

手
引
き
の
構
成

藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
考
え
方

豊
か
な
生
態
系

二
酸
化
炭
素
の

吸
収
源

•
正
し
く
藻
場
を
把
握
で
き
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

•
実
効
性

•
継
続
性

第第 １１ 章章

第
３
章

第
２
章

目目 的的

コ
ド
ラ
ー
ト
法

景
観
被
度
法

船
上
か
ら
の
景
観
被
度
法

写
真
か
ら
の
被
度
計
測
方
法

手
法
に
よ
る
精
度
の
違
い

海
藻
被
度
の
計
測
手
法

第
４
章

⚫
水
産
多
面
的
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
態

参
考
資
料

藻
場

ﾓﾆ
ﾀﾘ
ﾝｸ
ﾞに

求
め
る
も
の

手
引
き
の
コ
ン
セ
プ
ト

実
効
性
の
あ
る
継
続
的
な
藻
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き

吸
収
量
に
お
け
る
注
意
点

ド
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
場
合
の

注
意
点藻

場
面
積
の
注
意
点

第
章

※
水
産
庁

HP
か
ら

DL
で
き
ま
す
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3

１
．
ブ
ル
ー
カー

ボ
ンの

背
景

農
林
水
産
省
で
は
、
具
体
的
な
戦
略
と
し
て
、
20
50
年
ま
で
に
農
林
水
産
業

の
CO

2ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
の
実
現
等
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
取
組
の

一
つ
と
し
て
海
藻
類
に
よ
る
CO

2固
定
化
（
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
）
の
推
進
を
挙

げ
て
い
る
。

出
典
：
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
技
術
研
究
組
合
資
料

2

１
．
ブ
ル
ー
カー

ボ
ンの

背
景

20
20
年
10
月
、
政
府
は
20
50
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と
し

て
ゼ
ロ
に
す
る
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
吸
収
量
を
均

衡
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

1

１
．
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
背
景

２
．
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
つ
い
て

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
と
は

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
活
用

３
．
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
組
事
例

北
海
道
積
丹
町

神
奈
川
県
横
須
賀
市

長
崎
県
壱
岐
市

４
．
ま
と
め

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
背
景

本
日
の
発
表
内
容

一
般
社
団
法
人

水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

令
和

年
月

日

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
を
通
じ
た
藻
場
の
保
全
・
創
造
に
つ
い
て

令
和

年
度

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会

②ブルーカーボンを通じた藻場の保全・創造について
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7

２
．
ブ
ル
ー
カー

ボ
ンに

つ
い
て

（
２
）
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
活
用

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
定
量
化
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
Jブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
活
用
し
た
CO

2削
減
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

出
典
：
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
技
術
研
究
組
合
資
料

6

２
．
ブ
ル
ー
カー

ボ
ンに

つ
い
て

（
１
）
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
と
は

【
干
潟
】

海
岸
部
に
砂
や
泥
が

堆
積
し
、
勾
配
が
ゆ
る
や

か
な
潮
間
帯
の
地
形
。

谷
津
干
潟
（
千
葉
県
）

松
島
湾
（
宮
城
県
）

【
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
】

熱
帯
、
亜
熱
帯
の
河
川

水
と
海
水
が
混
じ
り
あ
う

汽
水
域
で
、
砂
～
泥
質
の

環
境
に
分
布
。

代
表
種
：
オ
ヒ
ル
ギ
、
メ

ヒ
ル
ギ
、
ヤ
エ
タ
マ
ヒ
ル
ギ

メ
ヒ
ル
ギ
群
落

西
表
島
（
沖
縄
県
）

出
典
：
国
土
交
通
省
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
資
料

5

【
藻
場
】

・
海
草
藻
場

主
に
温
帯
～
熱
帯
の
静
穏
な
砂
浜
や
干

潟
の
沖
合
の
潮
下
帯
に
分
布
。

代
表
的
な
海
草
：
ア
マ
モ
や
ス
ガ
モ
な
ど

・
海
藻
藻
場

主
に
寒
帯
～
沿
岸
域
の
潮
間
帯
か
ら
水

深
数
十

m
ま
で
の
岩
礁
海
岸
に
多
く
分
布
。

代
表
的
な
海
藻
：
緑
藻
（
ア
オ
サ
）
、
褐
藻

（
コ
ン
ブ
、
ワ
カ
メ
）
、
紅
藻
（
テ
ン
グ
サ
等
）

出
典
：
国
土
交
通
省
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
資
料

２
．
ブ
ル
ー
カー

ボ
ンに

つ
い
て

（
１
）
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
と
は

4

２
．
ブ
ル
ー
カー

ボ
ンに

つ
い
て

20
09
年
10
月
に
国
連
環
境
計
画
（U

NE
P）
の
報
告
書
に
お
い
て
、
海
洋
生
態

系
に
取
り
込
ま
れ
た
炭
素
を
「ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」
と
命
名
さ
れ
た
。

（
１
）
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
と
は

出
典
：
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
技
術
研
究
組
合
資
料
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11

【
社
会
実
証
の
内
容
】

◆
３
つ
の
モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
、
申
請
に
関
わ

る
作
業
を
サ
ポ
ー
ト

◆
各
地
区
で
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
以
下
の

内
容
に
つ
い
て
議
論

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
称

・
役
割
分
担
案

・
申
請
に
関
わ
る
作
業
内
容
の
共
有
（
藻
場

調
査
、
資
料
作
成
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
）

・
申
請
に
関
わ
る
課
題
の
抽
出
及
び
そ
の
解

決
策
の
検
討

◎
本
社
会
実
証
を
参
考
事
例
と
し
て
水
産
分
野
で
の

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
申
請
促
進
に
繋
げ
る

資
料
：
J
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
申
請
の
手
引
き
ve
r.
2
.4

◆
３
つ
の
モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
、
申
請
に
関
わ

る
作
業
を
サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト
す
る
範
囲

【
社
会
実
証
の
内
容
】

３
．
ブ
ル
ー
カー

ボ
ンク
レ
ジ
ット
の
取
組
事
例

10

「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
活
用
し
た
藻
場
の
維
持
・
保
全
体
制
の
構
築
に
向
け
た
検
討
」

【
目
的
】

本
調
査
で
は
、
持
続
的
な
藻
場
の
維
持
・
保
全
の
取
組
に
向
け
た
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用

の
可
能
性
に
つ
い
て
社
会
実
証
を
行
い
、
「漁
業
関
係
団
体
等
と
連
携
」
、
「
社
会
的
な
関
心
の
向
上
」
、

「
企
業
に
よ
る
社
会
貢
献
の
取
組
促
進
」
の
観
点
で
課
題
を
抽
出
し
、
そ
の
解
決
策
を
提
案
す
る
。

「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
活
用
し
た
藻
場
の
維
持
・
保
全
体
制
の
構
築
に
向
け
た
検
討
」

３
．
ブ
ル
ー
カー

ボ
ンク
レ
ジ
ット
の
取
組
事
例

【
調
査
内
容
】

①
社
会
実
証
を
通
じ
た
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
の
た
め
の
成
立
要
件
、
促
進
方
策
、
普
及
方

策
の
検
討

・
成
立
要
件
：
藻
場
の
種
類
、
規
模
、
企
業
の
ニ
ー
ズ

等

・
促
進
方
策
：
申
請
時
の
調
査
内
容
の
整
理
、
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
見
え
る
化

等

・
普
及
方
策
：
事
例
集
作
成
、
講
演
会
で
の
発
表

等

②
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
活
用
し
た
藻
場
の
維
持
・
保
全
体
制
の
構
築
に
向
け
た
社
会
実
証

・
モ
デ
ル
地
区
（
3
地
区
）
内
で
の
社
会
実
証
の
実
施

③
便
益
評
価
手
法
の
検
討

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
売
上
、
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
貨
幣
化
の
試
行

9

【
J
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
申
請
す
る
C
O
2
吸
収
量
の
算
定
】

２
．
ブ
ル
ー
カー

ボ
ンに

つ
い
て
（
参
考
）

資
料
：
J
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
申
請
の
手
引
き
ve
r.
2
.4

①①
対対
象象
生生
態態
系系
のの
分分
布布
面面
積積
・・

養養
殖殖
施施
設設
のの
面面
積積

養養
殖殖
ロロ
ーー
ププ
のの
長長
ささ

③③
単単
位位
面面
積積
ああ
たた
りり
のの
吸吸
収収
量量

①①
対対
象象
生生
態態
系系
のの
分分
布布
面面
積積
・・

養養
殖殖
施施
設設
のの
面面
積積

②②
単単
位位
面面
積積
当当
たた
りり
のの

湿湿
重重
量量

単単
位位
ロロ
ーー
ププ
長長
当当
たた
りり
のの

湿湿
重重
量量

③③
ブブ
ルル
ーー
カカ
ーー
ボボ
ンン
残残
存存
係係
数数

③③
ブブ
ルル
ーー
カカ
ーー
ボボ
ンン
残残
存存
係係
数数

…
式
1

…
式
2
-
1

…
式
2
-
2

生
産
量
か
ら
の
C
O
2
吸
収
量
の
算
定
方
法

申
請
す
る
C
O
2
吸
収
量

C
O
2
吸
収
量

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
に
お

け
る
C
O
2
吸
収
量
※

船
舶
使
用
に
よ
る

C
O
2
排
出
量

※
天
然
藻
場
に
お
い
て
は
、
対
照
区
ま
た
は
、
磯
焼
け
対
策
実
施
前
の
藻
場
面
積
よ
り
算
出
。

人
工
基
盤
に
お
い
て
は
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
は
0と
な
る
。

（
２
）
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
活
用

8

２
．
ブ
ル
ー
カー

ボ
ンに

つ
い
て 出
典
：
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
技
術
研
究
組
合
資
料

現
在
Jブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
申
請
に
つ
い
て
は
昨
年
度
か
ら
増
え
て
お
り
、

令
和
５
年
度
で
は
、
２
９
件
の
申
請
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
活
用
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15

取
組
事
例
②
：
横
須
賀
市
（
１
／
３
）

【
横
須
賀
市
】

項
目

内
容

主
体

横
須
賀
市
、
長
井
町
漁
業
協
同
組
合
（
横
須
賀
市
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
推
進
検
討
会
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

名
称

横
須
賀
み
ん
な
の
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
海
の
幸
を
守
る
、
育
む
、
つ
な
げ
る
～

概
要

・
横
須
賀
市
長
井
町
地
先
は
、
過
去
に
カ
ジ
メ
場
が
多
く
広
が
り
、
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
な

ど
の
磯
根
資
源
を
育
む
豊
か
な
海
域
で
あ
っ
た
。

・
20

12
 年
こ
ろ
か
ら
藻
場
の
衰
退
が
見
ら
れ
、

20
15
年
ご
ろ
か
ら
磯
焼
け
が
顕
著
に
、
そ

し
て

20
20

 年
に
は
当
該
地
先
の
藻
場
は
ほ
と
ん
ど
消
失
し
た
。

・
20

13
 年
以
降
、
長
井
町
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
長
井
町
漁
協
地
区
食
害
生
物
除
去

活
動
組
織
を
立
ち
上
げ
、
磯
焼
け
の
原
因
で
あ
る
食
害
生
物
の
ア
イ
ゴ
や
ガ
ン
ガ
ゼ
の

除
去
、
岩
盤
清
掃
等
の
藻
場
の
保
全
・
再
生
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
ま
た
、
横
須
賀
市
で
は
、
水
産
振
興
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
漁
協
の
上
記
の
活
動
を

支
援
し
、
各
事
業
の
事
務
的
な
手
続
き
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
デ
ー
タ
を
管
理
し
て
い
る
。

・
横
須
賀
市
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
推
進
検
討
会
で
は
、
今
後
も
市
内
全
域
で
の
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
拡
大
を
目
指
し
て
、
藻
場
造
成
や
そ
れ
に
伴
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
う
た
め
に
は
予
算
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
資
金
源
と
し
て

J ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
得
を
目
指
し
て
い
る
。

14

取
組
事
例
①
：
積
丹
町
（
３
／
３
）

【
積
丹
町
の
現
地
の
様
子
】

13

取
組
事
例
①
：
積
丹
町
（
２
／
３
）

【
積
丹
町
】

藻
場
造
成

現
地
調
査
（
5
月
～
7
月
）

事
前
相
談

現
地
ヒ
ア
リ
ン
グ

申
請

認
証

・
ウ
ニ
密
度
管
理
・
ウ
ニ
殻
施
肥
材
の
活
用
に
よ
る
藻
場
造
成
（
コ
ン
ブ
）

・
ロ
ー
プ
養
殖
（
コ
ン
ブ
）

・
U
A
V
（
ド
ロ
ー
ン
）
に
よ
る
藻
場
面
積
の
把
握

・
潜
水
調
査
に
よ
る
被
度
観
測
、
坪
刈
り
（
湿
重
量
計
測
）

・
ロ
ー
プ
上
の
重
量
計
測

・
9
月
上
旬
に
事
前
相
談
⇒
ク
レ
ジ
ッ
ト
対
象
と
な
る
こ
と
を
確
認

・
9
月
上
旬
～
1
0
月
下
旬
に
申
請
（
途
中
で
現
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
）

・
申
請
時
の
C
O
2
吸
収
量
＝
7
.5
t‐
C
O
2

・
1
1
月
中
旬
に
認
証
結
果
の
通
知

・
最
終
C
O
2
吸
収
量
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
量
）
＝
6 6
..44
tt‐‐
CC
OO
22

確
実
性
の
評
価

面
積
①
：
9
5
％

面
積
②
：
8
5
％

吸
収
係
数
：
9
0
％

12

取
組
事
例
①
：
積
丹
町
（
１
／
３
）

【
積
丹
町
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要
】

項
目

内
容

主
体

北
海
道
積
丹
町
に
お
け
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

名
称

循
環
型
藻
場
造
成
「
積
丹
方
式
」
に
よ
る
ウ
ニ
増
殖
サ
イ
ク
ル
と

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

概
要

・
積
丹
町
は
、
漁
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
と
共
に
、
「
積
丹
ブ
ル
ー
」
と
言
わ
れ
る
美
し
い

海
と
、
名
産
の
ウ
ニ
を
求
め
て
観
光
客
が
訪
れ
る
町
で
あ
る
。

・
近
年
、
気
候
変
動
等
の
影
響
も
あ
り
、
磯
焼
け
の
拡
大
で
、
餌
と
な
る
藻
場
の
減
少
が

ウ
ニ
の
生
育
に
も
影
響
し
、
漁
獲
量
は
徐
々
に
減
っ
て
い
た
。

・
地
元
漁
業
者
を
中
心
に
平
成
21
年
か
ら
藻
場
保
全
を
行
う
取
り
組
み
を
始
め
、
現
在

で
は
、
ウ
ニ
移
殖
（
密
度
管
理
）
・
ウ
ニ
殻
施
肥
材
を
活
用
し
た
藻
場
造
成
と
、
ロ
ー
プ

に
よ
る
海
藻
養
殖
、
造
成
・
養
殖
し
た
海
藻
を
餌
と
し
た
ウ
ニ
増
殖
の
サ
イ
ク
ル
が
循
環

型
藻
場
造
成
「
積
丹
方
式
」
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

・
藻
場
の
回
復
や
拡
大
を
通
じ
て
、
CO

2吸
収
量
の
回
復
と
拡
大
を
行
い
、
地
球
温
暖
化

の
緩
和
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
本
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
今
後
も
活
動
を
継
続
・

拡
大
し
て
い
く
た
め
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
申
請
を
行
っ
た
。

43



19

取
組
事
例
③
：
壱
岐
市
（
２
／
３
）

【
壱
岐
市
】

藻
場
造
成

現
地
調
査
（
5
月
～
6
月
）

事
前
相
談

現
地
ヒ
ア
リ
ン
グ

申
請

認
証

・
イ
ス
ズ
ミ
等
の
植
食
漁
駆
除
に
よ
る
藻
場
造
成
（
主
に
ヨ
レ
モ
ク
）

・
U
A
V
（
ド
ロ
ー
ン
）
に
よ
る
藻
場
面
積
の
把
握

・
潜
水
調
査
に
よ
る
被
度
観
測
、
坪
刈
り
（
湿
重
量
・
乾
重
量
計
測
）

・
9
月
中
旬
に
事
前
相
談
⇒
ク
レ
ジ
ッ
ト
対
象
と
な
る
こ
と
を
確
認

・
9
月
中
旬
～
1
0
月
下
旬
に
申
請
（
途
中
で
現
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
）

・
申
請
時
の
C
O
2
吸
収
量
＝
1
,0
7
9
.9
t‐
C
O
2

・
1
1
月
中
旬
に
認
証
結
果
の
通
知

・
最
終
C
O
2
吸
収
量
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
量
）
＝
9 9
77
44
..66
tt‐‐
CC
OO
22

確
実
性
の
評
価

面
積
：
9
5
％

吸
収
係
数
：
9
5
％

18

取
組
事
例
③
：
壱
岐
市
（
１
／
３
）

【
壱
岐
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要
】

項
目

内
容

主
体

壱
岐
市
磯
焼
け
対
策
協
議
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

名
称

長
崎
県
実
り
の
島
壱
岐
イ
ス
ズ
ミ
ハ
ン
タ
ー
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

概
要

・
以
前
は
壱
岐
の
磯
根
資
源
で
あ
る
ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
の
餌
と
な
る
藻
場
が
形
成
さ
れ
て

い
た
が
、
近
年
の
気
候
変
動
等
の
影
響
に
伴
う
水
温
上
昇
に
よ
り
、
植
食
性
魚
類
（
イ

ス
ズ
ミ
等
）
の
摂
食
活
動
が
長
期
化
及
び
活
性
化
し
、
食
害
に
よ
る
磯
焼
け
が
拡
大
し

た
。

・
令
和
元
年
度
、
壱
岐
市
で
は
「
磯
根
資
源
回
復
促
進
事
業
」
を
創
設
し
、
藻
場
の
保
全

や
機
能
の
回
復
を
図
る
た
め
、
漁
業
活
動
中
に
定
置
網
に
入
網
し
た
イ
ス
ズ
ミ
を
捕
獲

し
た
漁
業
者
に
対
し
て
補
助
金
を
出
し
、
積
極
的
な
漁
獲
を
促
し
て
い
る
。

・
更
に
、
令
和
2年
度
、
「
壱
岐
市
磯
焼
け
対
策
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
「
壱
岐
市
磯
焼
け

対
策
協
議
会
」
を
設
立
し
、
イ
ス
ズ
ミ
駆
除
に
よ
る
藻
場
の
保
全
や
機
能
の
回
復
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

・
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
海
域
（
郷
ノ
浦
地
区
）
で
は
、
藻
場
（
ヨ
レ
モ
ク
等
）
の
回
復
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
藻
場
の
保
全
と
機
能
回
復
の
活
動
を
継
続
・
拡
大
し
て
い
く

た
め
の
資
金
の
取
得
を
目
的
と
し
、
Jブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
認
証
を
申
請
す
る
も
の
で

あ
る
。

17

取
組
事
例
②
：
横
須
賀
市
（
３
／
３
）

【
横
須
賀
市
の
現
地
の
様
子
】

16

取
組
事
例
②
：
横
須
賀
市
（
２
／
３
）

【
横
須
賀
市
】

藻
場
造
成

現
地
調
査
（
5
月
～
6
月
）

事
前
相
談

現
地
ヒ
ア
リ
ン
グ

申
請

認
証

・
植
食
生
物
除
去
等
に
よ
る
藻
場
造
成
（
主
に
カ
ジ
メ
）

・
U
A
V
（
ド
ロ
ー
ン
）
、
魚
探
に
よ
る
藻
場
面
積
の
把
握

・
潜
水
調
査
に
よ
る
被
度
観
測

・
水
中
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
目
視
観
測

・
9
月
下
旬
に
事
前
相
談
⇒
ク
レ
ジ
ッ
ト
対
象
と
な
る
こ
と
を
確
認

・
9
月
下
旬
～
1
0
月
下
旬
に
申
請
（
途
中
で
現
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
）

・
申
請
時
の
C
O
2
吸
収
量
＝
0
.9
t‐
C
O
2

・
1
1
月
中
旬
に
認
証
結
果
の
通
知

・
最
終
C
O
2
吸
収
量
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
量
）
＝
00
..66
tt‐‐
CC
OO
22

確
実
性
の
評
価

面
積
：
9
5
％

吸
収
係
数
：
7
0
％
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•
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
藻
場
を
保
全
す
る
活

動
組
織
に
お
い
て
は
活
動
資
金
の
獲
得
に
繋
が
り
、
民

間
企
業
に
お
い
て
は
自
社
の
PR
や
SD

Gs
に
寄
与
で
き
る

た
め
、
今
後
非
常
に
注
目
度
が
高
い
取
り
組
み
と
な
る
。

•
し
か
し
な
が
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
譲
渡
先
で
あ
る
民
間
企
業

が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
や
、
申
請
時
に
必
要
な
藻
場
の
被

度
面
積
の
調
査
な
ど
、
課
題
が
各
地
区
に
お
い
て
発
生

し
た
。

•
以
上
の
課
題
点
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
ク
リ
ア
し
て
い
く
か

が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
申
請
に
は
重
要
で
あ
る
。

21

４
．
ま
とめ

20

取
組
事
例
③
：
壱
岐
市
（
３
／
３
）

【
壱
岐
市
の
現
地
の
様
子
】
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資
料

背
景

説
明
し
た
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
具
体
的
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
・
・
・

海
水
温
上
昇
に
対
応
し
た
磯
焼
け
対
策
手
法
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

現現
行行
ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
にに
おお
けけ
るる
海海
水水
温温
上上
昇昇
のの
取取
りり
扱扱
いい

磯
焼
け
の
発
生
・
持
続
と
温
暖
化
の
関
係
性
を
記
載

植
食
動
物
（
魚
類
含
む
）
の
分
布
・
生
態
等
を
整
理

植
食
性
魚
類
の
調
査
・
対
策
手
法
を
強
化

植
食
性
魚
類
に
関
す
る
新
た
な
対
策
事
例
を
紹
介

海
水
温
上
昇
の
影
響
に
よ
る
藻
場
の
衰
退
・
磯
焼
け

に
対
し
て
具
体
的
な
対
策
ま
で
は
記
載
し
て
い
な
い

資
料

背
景 大
量
の
海
藻
の
打
ち
上
げ

植
食
性
魚
類
の
活
性
化

南
方
系
海
藻
へ
の
変
化

海海
水水
温温
上上
昇昇
がが
藻藻
場場
にに
及及
ぼぼ
すす
様様
々々
なな
影影
響響
（（
一一
例例
））

環 境 変 化 に 対 応 し た

海 藻 種 の 増 殖 ・ 保 全

食 害 生 物 対 策

の 強 化

継 続 的 な

モ ニ タ リ ン グ

品 種 改 良

基 質 の 整 備

移 植 の 強 化

栄 養 塩 の 施 肥

他 の 阻 害 要 因

の 排 除

特 に な し

件数

影
響
あ
り

海
水
温
上
昇
に
関
す
る
影
響
の
報
告
な
し

回
答
無
し

アア
ンン
ケケ
ーー
トト
にに
よよ
るる
全全
国国
のの
状状
況況
把把
握握
（（

年年
度度
実実
施施
））

⚫
（（

％％
））
でで
影影
響響
ああ
りり

⚫
割割
はは

海海
水水

温温
上上
昇昇

をを
意意
識識

しし
たた

対対
策策
をを
未未
実実
施施

資
料

背
景

⚫
日日
本本
近近
海海
でで
はは
ここ
のの

年年
間間

でで
11..
2288
℃℃
もも
海海
水水
温温
がが
上上
昇昇
しし
たた
とと
ささ
れれ
てて
いい
るる

⚫
海海
水水
温温
のの
上上
昇昇
はは
今今
後後
もも
継継
続続
すす
るる
見見
込込
みみ

⚫
「「
植植
食食
動動
物物
にに
食食
わわ
れれ
るる
」」
「「
枯枯
れれ
るる
」」
「「
芽芽
生生
ええ
なな
くく
なな
るる
」」
「「
流流
出出
すす
るる
」」
とと
いい
っっ
たた

磯磯
焼焼
けけ
のの
発発
生生
・・
持持
続続
要要
因因
はは
温温
暖暖
化化
・・
海海
水水
温温
上上
昇昇
にに
よよ
っっ
てて
増増
幅幅
ささ
れれ
るる

温
暖
化
や
海
水
温
上
昇
が
藻
場
に
及
ぼ
す
主
な
影
響
（
藤
田
（

）
を
改
変
）

海海
水水
温温
上上
昇昇
がが
藻藻
場場
にに
及及
ぼぼ
すす
様様
々々
なな
影影
響響

海海
水水
温温
上上
昇昇
にに
対対
応応
しし
たた
磯磯
焼焼
けけ
対対
策策

にに
つつ
いい
てて （
一
社
）
水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

令
和

年
度

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会

③海水温上昇に対応した磯焼け対策について
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℃
上
昇
シ
ナ
リ
オ

に
お
け
る
海
藻
が
分
布
可
能
な
等
温
線
位
置

年
後
の
分
布

現
在
分
布

現
在
の
南
北
限
の
最
高
水
温
・
最
低
水
温

の
関
係
が
維
持
で
き
る
地
点

（
海
水
温
上
昇
時
の
南
北
限
と
し
て
設

定
）

年
後
最
高
水
温
の
関
係
を
満
た
せ
る
範
囲

年
後
最
低
水
温
の
関
係
を
満
た
せ
る
範
囲

現
在
の
南
限

最
高

℃

現
在
気
候
の
北
限

最
高

℃

年
後
の
最
高
水
温

℃
南
限

現
在

℃年
後
の
最
高
水
温

℃
北
限

現
在

℃

８
月
の
平
均
海
面
水
温

現
在
の
南
限

最
低

℃

現
在
の
北
限

最
低

℃

年
後
の
最
低
水
温

℃
南
限

現
在
で

℃

年
後
の
最
低
水
温

℃
北
限

現
在
で

℃

月
の
平
均
海
面
水
温

区
分

現
在

年
後

℃

最
高

最
低

最
高

最
低

北
限

℃
℃

℃
℃

南
限

℃
℃

℃
℃

両
図
の
共
通
範
囲

【
考
え
方
】

℃
上
昇
シ
ナ
リ
オ

年
後
に
お
け
る
対
象
海
藻
の
分
布
予
測

検
討
す
る
上
で
有
益
な
知
見

～
将
来
的
な
ハ
ビタ

ット
マ
ップ
～

カ
ジ
メ
の
例

資
料

検
討
す
る
上
で
有
益
な
知
見

～
将
来
的
な
ハ
ビタ

ット
マ
ップ
～

藻藻
場場
分分
布布
変変
化化
のの
予予
測測
（（
将将
来来
的的
なな
ハハ
ビビ
タタ
ッッ
トト
ママ
ッッ
ププ
））

海
水
温
の
上
昇
は
今
後
も
数
十
年
単
位
で
継
続
す
る
見
込
み

海
水
温
の
上
昇
は
今
後
も
数
十
年
単
位
で
継
続
す
る
見
込
み

現
在
海
域
に
分
布
し
て
い
る
海
藻
も

年
後

年
後
に
分
布
で
き
る
と
は
限
ら
な
い

現
在
海
域
に
分
布
し
て
い
る
海
藻
も

将
来
的
分
布
を
考
慮
し
た
上
で
海
藻
種
を
選
定
す
る
中
長
期
的
な
考
え
方
も
あ
る

★
海
藻
種
毎
の
現
状
の
分
布
域
を
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
作
成

★
の
気
温
上
昇
シ
ナ
リ
オ

℃
上
昇

年
、

℃
上
昇

年
で
検
討

★
現
状
分
布
境
界

南
北
限

の
高
水
温
期
（

月
）
、
低
水
温
期
（

月
）
の
表
面
水
温
か
ら
各
シ
ナ
リ
オ
で
予
測
さ
れ
る

水
温
上
昇
分
だ
け
分
布
を
北
上
さ
せ
る

※
注
：
表
面
海
水
温
が
一
律
に
上
昇
す
る
と
仮
定
し
、
現
状
の
藻
場
の
分
布
を
北
上
さ
せ
る
予
測
と
な
る

【【
予予
測測
のの
方方
法法
】】

出
典
：
令
和

年
度
魚
種
変
化
に
対
応
し
た
漁
場
整
備
検
討
調
査

資
料

検
討
す
る
上
で
有
益
な
知
見

～
生
育
上
限
温
度
～

生生
育育
上上
限限
温温
度度

海
水
温
は
海
藻
の
地
理
的
分
布
を
制
限
す
る
大
き
な
要
因
で
あ
る

海
水
温
は
海
藻
の
地
理
的
分
布
を
制
限
す
る
大
き
な
要
因
で
あ
る

海
藻
が
枯
死
せ
ず
生
育
で
き
る
上
限
の
温
度
（
生
育
上
限
温
度
）
が
一
部
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る

海
藻
が
枯
死
せ
ず
生
育
で
き
る
上
限
の
温
度
（
生
育
上
限
温
度
）
が
一
部
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る

海
水
温
上
昇
に
対
応
し
た
磯
焼
け
対
策
で
対
象
種
を
検
討
す
る
際
の
参
考
に
で
き
る

種
名

(部
位
)

ワ
カ
メ
幼
体

(養
殖
株
)※

1

ア
カ
モ
ク

※
2

ワ
カ
メ
幼
体

(天
然
株
)※

1

ク
ロ
メ

(成
体
)※

3

ク
ロ
メ

(幼
体
)※

5

ア
ラ
メ

(成
体
)※

3

マ
メ
タ
ワ
ラ

※
2

ホ
ン
ダ
ワ
ラ

※
2

ジ
ョ
ロ
モ
ク

※
2

ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

(基
部
)※

5

ヤ
ツ
マ
タ
モ
ク

※
2

ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

※
2,
5

ジ
ョ
ロ
モ
ク

※
2

ヨ
レ
モ
ク

※
5

ヨ
レ
モ
ク

(基
部
)※

5

ヒ
ジ
キ

※
4

マ
メ
タ
ワ
ラ

※
5

キ
レ
バ
モ
ク

※
5

マ
ジ
リ
モ
ク

※
5

生
育
上
限
温
度
（
℃
）

生
育
上
限
温
度
把
握
の
室
内
実
験
結
果
の
例
（
マ
メ
タ
ワ
ラ
）

33
11℃℃

生
育
上
限
温
度
把
握
の
室
内
実
験
結
果
の
例
（
マ
メ
タ
ワ
ラ
）

33
22℃℃

33
33℃℃

何何
とと
かか
生生
きき
てて
いい
るる
……

黒黒
ずず

んん
でで
ボボ
ロロ

ボボ
ロロ
にに
……

注
：

特
に

部
位

の
記
載

が
な
い

も
の
は

主
枝

注
：

本
表

に
お

け
る
ク

ロ
メ
は

日
本
海

側
の

個
体

で
、

で
は

ツ
ル

ア
ラ
メ

と
さ
れ

る

文
献

，
村

瀬
ら

（
）

，
，

原
口

ら
（

）
，

，
村

瀬
・
野

田
（

）
，

，
村

瀬
ら
（

）
，

，
調

査
委

託
事
業

の
結
果

表
：
主
な
海
藻
種
の
生
育
上
限
温
度
（
既
存
知
見
と
室
内
実
験
結
果
を
ま
と
め
た
）

資
料

海
水
温
上
昇
に
対
応
した

磯
焼
け
対
策
とは

基基
本本
的的
なな
考考
ええ
方方 ⚫

高高
水水
温温
下下
でで
もも
生生
育育
可可
能能
なな
海海
藻藻
種種
をを
用用
いい
るる

⚫
海海

水水
温温
上上
昇昇
がが
抑抑
ええ
らら
れれ
てて
いい
るる
場場
所所
をを
活活
用用
すす
るる

海
水
温
上
昇
で
磯
焼
け
が

進
行
し
て
い
る
よ
う
だ
・
・・

高
水
温
に
耐
え
ら
れ
る
海
藻
を

増
や
せ
ば
良
い
の
で
は
？

海
水
温
が
上
が
り
に
く
い
場
所

を
探
せ
ば
良
い
の
で
は
？

食
圧
も
高
ま
っ
て
い
る
し

食
害
対
策
も
必
要
で
は
？

高
水
温
自
体
の
影
響

へ
の
対
策

高
水
温
に
よ
り
高
ま
る

食
圧
へ
の
対
策

高
水
温
自
体
の
影
響
へ
の
対
策

高
水
温
に
よ
り
高
ま
る
食
圧
へ
の
対
策

⚫
必必

要要
にに
応応
じじ
てて
食食
害害
対対
策策
をを
実実
施施

海
域
の
状
況
に
応
じ
て

ど
の
対
策
が
適
し
て
い
る
か

検
討
の
上
で
実
施
す
る
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海
水
温
上
昇
に
対
応
した

磯
焼
け
対
策

実実
施施
フフ
ロロ
ーー

高高
水水
温温
下下
でで
もも
生生
育育
可可
能能
なな
海海
藻藻
種種
をを
用用
いい
るる

海海
水水
温温
上上
昇昇
がが
抑抑
ええ
らら
れれ
てて
いい
るる
場場
所所
をを
活活
用用
すす
るる

従従
来来
手手
法法
（（
高高
水水
温温
がが
磯磯
焼焼
けけ
原原
因因
でで
なな
けけ
れれ
ばば
））

高
水
温
自
体
の
影
響
へ
の
対
策
を
検
討

高
水
温
に
よ
り
高
ま
る
食
圧
へ
の
対
策

必必
要要
にに
応応
じじ
てて
食食
害害
対対
策策
をを
実実
施施

概
要
あ

現
状
把
握 海海
域域
のの
海海
水水
温温
はは
どど
のの
程程
度度
かか
？？

藻藻
体体
にに
高高
水水
温温
にに
よよ
るる
以以
上上
はは
なな
いい
かか
？？

植植
食食
動動
物物
（（
特特
にに
魚魚
類類
））
はは
いい
なな
いい
かか
？？

※
表
面
海
水
温
の
み
か
ら
の
予
測
で
あ
る
点
に
留
意
の
こ
と

検
討
す
る
上
で
有
益
な
知
見

～
植
食
性
魚
類
の
活
性
化
～

ア
イゴ

年
後

年
後

年
後

年
後

沖
縄

沖
縄

沖
縄

現
在
の
分
布

ア
イゴ

年
後

年
後

年
後

年
後

沖
縄

沖
縄

沖
縄

現
在
の
分
布

ア
イゴ

年
後

年
後

年
後

年
後

沖
縄

沖
縄

沖
縄

現
在
の
分
布

ア
イゴ

年
後

年
後

年
後

年
後

沖
縄

沖
縄

沖
縄

現
在
の
分
布

【
例
】
ア
イ
ゴ
の
分
布
予
測
（
左
：

右
：

）海
水
温
上
昇
で
摂
食
活
動
が
盛
ん
な
期
間
が
延
び
る

海
水
温
上
昇
で
摂
食
活
動
が
盛
ん
な
期
間
が
延
び
る

冬
期
に
死
滅
し
て
い
た
海
域
で
も
越
冬
可
能
と
な
る

冬
期
に
死
滅
し
て
い
た
海
域
で
も
越
冬
可
能
と
な
る

分
布
拡
大
は
わ
ず
か
に
見
え
て
も
食
害
増
加
の
予
測

℃
上
昇
シ
ナ
リ
オ

に
お
け
る
ア
ラ
メ
が
分
布
可
能
な
等
温
線
位
置

【
例
】

℃
上
昇
シ
ナ
リ
オ

に
お
け
る
ア
ラ
メ
の
分
布
予
測

現
在
の
南
限
・
北
限
の
最
高
水
温
・
最
低

水
温
の
関
係
が
維
持
で
き
る
地
点
を
海
水

温
上
昇
時
の
南
限
・
北
限
と
し
て
設
定

現現
況況

年年
後後

（（
℃℃

））
年年

後後
（（

℃℃
））

最
高

最
低

最
高

最
低

最
高

最
低

太
平

洋
側

南
限

℃
℃

2
6
.
9℃

1
5
.
9℃

2
6
.
2℃

1
5
.
2℃

北
限

℃
℃

2
0
.
9℃

6
.
9℃

2
0
.
2℃

6
.
2℃

日
本

海
側

南
限

℃
℃

2
6
.
6℃

1
3
.
9℃

2
5
.
9℃

1
3
.
2℃

北
限

℃
℃

2
5
.
9℃

1
0
.
4℃

2
5
.
2℃

9
.
7℃

年
後

年
後

年
後

年
後現
在
気
候

現
在
気
候

年
後

年
後

現
在
分
布

※
表
面
海
水
温
の
み
か
ら
の
予
測
で
あ
る
点
に
留
意
の
こ
と

検
討
す
る
上
で
有
益
な
知
見

～
将
来
的
な
ハ
ビタ

ット
マ
ップ
～

【
例
】

℃
上
昇
シ
ナ
リ
オ

に
お
け
る
ア
ラ
メ
の
分
布
予
測

現
在
の
南
限
・
北
限
の
最
高
水
温
・
最
低

水
温
の
関
係
が
維
持
で
き
る
地
点
を
海
水

温
上
昇
時
の
南
限
・
北
限
と
し
て
設
定

℃
上
昇
シ
ナ
リ
オ

に
お
け
る
ア
ラ
メ
が
分
布
可
能
な
等
温
線
位
置

現現
況況

年年
後後

（（
℃℃

））
年年

後後
（（

℃℃
））

最
高

最
低

最
高

最
低

最
高

最
低

太
平

洋
側

南
限

℃
℃

2
7
.
7℃

1
6
.
7℃

2
7
.
4℃

1
6
.
4℃

北
限

℃
℃

2
1
.
7℃

7
.
7℃

2
1
.
4℃

7
.
4℃

日
本

海
側

南
限

℃
℃

2
7
.
4℃

1
4
.
7℃

2
7
.
1℃

1
4
.
4℃

北
限

℃
℃

2
6
.
7℃

1
1
.
2℃

2
6
.
4℃

1
0
.
9℃

年
後

年
後 年
後

年
後

現
在
気
候

現
在
気
候

年
後

年
後

現
在
分
布

※
表
面
海
水
温
の
み
か
ら
の
予
測
で
あ
る
点
に
留
意
の
こ
と

検
討
す
る
上
で
有
益
な
知
見

～
将
来
的
な
ハ
ビタ

ット
マ
ップ
～
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陸陸
海海
洋洋

深深
場場
ほほ
どど
低低
水水
温温
なな
傾傾
向向

海
水
温
上
昇
に
対
応
した

磯
焼
け
対
策

従従
来来
種種
のの
適適
地地
のの
探探
索索

海海
水水
温温
がが
高高
いい
・・
上上
昇昇
すす
るる
海海
域域
でで
従従
来来
種種
をを
対対
象象
とと
すす
るる
なな
らら

水水
温温
がが
抑抑
ええ
らら
れれ
るる
適適
地地
をを
探探
すす
必必
要要
がが
ああ
るる

陸陸
地地

河河
川川

海海
洋洋周周

辺辺
よよ
りり
もも
低低
水水
温温

陸陸
海海
洋洋

湧湧
昇昇
流流

沿沿
岸岸
域域
へへ
低低
温温
海海
水水
供供
給給

深
場

河
口
周
辺
の
沿
岸
域

湧
昇
流
に
よ
る
低
温
域

⚫
基
本
的
に
は
深
場
程
水
温
が
低
い
傾
向

⚫
活
動
を
考
慮
す
る
と
深
く
て
も

程
度

⚫
深
く
て
も
水
温
低
下
が
小
さ
い
場
合
も

⚫
河
川
水
や
湧
水
に
よ
り
海
水
温
が

抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

⚫
塩
分
濃
度
が
下
が
り
過
ぎ
る
こ
と

も
あ
る

⚫
必
要
な
場
合
は
塩
分
濃
度
を
把
握

⚫
深
場
の
冷
た
い
海
水
が
上
が
っ
て

る
沿
岸
域
が
あ
る

⚫
こ
の
よ
う
な
場
所
を
活
用
す
る
考

え
方
も
あ
る

海
水
温
上
昇
に
対
応
した

磯
焼
け
対
策

海海
藻藻
種種
のの
検検
討討

従従
来来
かか
らら
分分
布布
すす
るる
海海
藻藻
をを
対対
象象
とと
すす
るる
かか
、、
環環
境境
変変
化化
にに
合合
わわ
せせ
てて
変変
ええ
てて
いい
くく
かか

⚫
関
係
者
（
漁
業
者
等
）
の
意
見
を

踏
ま
え
た
上
で
調
整

⚫
従
来
か
ら
生
え
て
い
た
海
藻
を
増
や
し
た
い

⇒
現
在
・
今
後
も
増
や
せ
る
環
境
な
の
か
？

⚫
海
水
温
上
昇
に
耐
え
ら
れ
る
海
藻
を
増
や
す

⇒
周
辺
で
見
ら
れ
な
い
海
藻
は
避
け
る
等
の
配
慮
を

ヒヒ
イイ
ララ
ギギ
モモ
クク

キキ
レレ
ババ
モモ
クク

生生
育育
限限
界界
温温
度度
のの
高高
くく
分分
布布
域域
をを
広広
げげ

てて
いい
るる
南南
方方
系系
ホホ
ンン
ダダ
ワワ
ララ
類類
のの
例例

クク
ロロ
メメ
（（
カカ
ジジ
メメ
））

ノノ
ココ
ギギ
リリ
モモ
クク

温温
帯帯
性性
カカ
ジジ
メメ
類類
・・
ホホ
ンン
ダダ
ワワ
ララ
類類

とと
いい
っっ
たた
代代
表表
的的
なな
従従
来来
種種

昔
は
生
え
て
た
ク
ロ
メ

（
生
育
上
限
温
度

度
）

が
減
っ
た
か
ら
増
や
そ
う
！

し
か
し
、
近
年
は
夏
場
に
水
温

29
℃
を
超
え
る
日
が
多
い
…

例例
ええ
ばば
……

高
水
温
に
耐
え
ら
れ
る
海
藻
に
す
る
か
…

水
温
が
上
が
り
に
く
い
環
境
は
な
い
か
…

（
海
水
温
上
昇
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
場
所
を
活
用
す
る
）

（
高
水
温
下
で
も
生
育
可
能
な
海
藻
種
を
用
い
る

）

海
水
温
上
昇
に
対
応
した

磯
焼
け
対
策

現現
状状
把把
握握

③
植
食
動
物
の
有
無
の
確
認

潜潜
水水
目目
視視

カカ
メメ
ララ
をを
設設
置置
すす
るる

海海
水水

温温
上上
昇昇
のの

影影
響響
でで
磯磯

焼焼
けけ
がが
発発

生生
・・
継継
続続

しし
てて
いい
るる

のの
かか
？？ ⚫

海
水
に
含
ま
れ
る
生
物
の
わ
ず
か
な
体
組
織

か
ら
、
対
象
生
物
の
有
無
を
判
定
す
る
環
境

技
術

が
近
年
は

生
物
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
に

活
用
さ
れ
て
い
る

⚫
植
食
性
魚
類
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
る

⚫
専
門
家
に
相
談
の
上
で
検
討
す
る
と
良
い

タタ
イイ
ムム
ララ
ププ
スス
カカ
メメ
ララ
のの
例例

植植
食食
性性
魚魚
類類
のの
食食
痕痕
をを
確確
認認
すす
るる

参参
考考
：：
環環
境境
ＤＤ
ＮＮ
ＡＡ
のの
活活
用用

採採
水水

ろろ
過過

海
水
温
上
昇
に
対
応
した

磯
焼
け
対
策

現現
状状
把把
握握

➀
海
水
温
情
報
の
取
得

水水
温温
計計
をを
設設
置置
すす
るる

他他
機機
関関
のの
海海
水水
温温
デデ
ーー
タタ
をを
活活
用用

名
称

リ
ア
ル
タ
イ
ム
海
洋
情
報
収
集
解
析

シ
ス
テ
ム

気
象
庁
海
面
水
温
デ
ー
タ

発
信

機
関

国
立
研
究
開
発
法
人

水
産
研
究
・
教
育
機

構
気
象
庁

備
考

取
得
デ
ー
タ
は
水
産
資
源
調
査
・
評
価
推
進

事
業
に
よ
る

－

➁
藻
体
の
異
常
の
確
認

海海
水水

温温
上上
昇昇
のの

影影
響響
でで
磯磯

焼焼
けけ
がが
発発

生生
・・
継継
続続

しし
てて
いい
るる

のの
かか
？？

藻藻
体体
がが
黒黒
ずず
むむ

藻藻
体体

がが
溶溶
けけ
るる

よよ
うう
にに
凋凋

落落
藻藻
体体
がが
倒倒
れれ
るる

ロ
ガ
ー
タ
イ
プ
の
水
温
計
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関
連
す
る
事
例

海
水
温
上
昇
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
場
所
を
活
用
す
る
事
例

⚫
生
育
上
限
温
度
の
低
い
（

℃
）
ク
ロ
メ
に
よ
る
実
証

⚫
水
深

、
、

ｍ
に
移

植
し
生
長

を
記
録

⚫
水
深
に
よ
る
水
温
差
有
り
（

ｍ
が
最
大
1.
5℃

程
低
い
）

⚫
水
深
差
（
水
温
差
）
に
よ
る
ク
ロ
メ
の
生
長
に
違
い
有
り

水
深
の
違
い
と
ク
ロ
メ
の
生
長

水温（℃）

生長率（％）

水
温

水
温

水
温

生
長
率

生
長
率

生
長
率

水
温
（
枯
死
）

台台
風風

でで
砂砂

没没

➀
ク
ロ
メ
の
海
域
実
証
結
果

➁
土
佐
湾
に
お
け
る
カ
ジ
メ
分
布

高
知
県
の
一
級
河
川
の
河
口

四
万
十
川
河
口仁

淀
川
河
口

仁
淀
川
河
口
物
部
川
河
口

カ
ジ
メ
群
落
残
存

⚫
水
温
上
昇
と
植
食
動
物
（
特
に
魚
）
に
よ
っ
て
、
カ
ジ
メ
分
布

は
大
き
く
縮
小
し
て
い
る

⚫
現
存
の
２
地
点
は
い
ず
れ
も
河
口
近
く

⚫
仁
淀
川
河
口
の
分
布
域
で
は
実
際
に
周
辺
よ
り

℃
程

度
水
温
が
低
い
と
の
報
告
あ
り

海
水
温
上
昇
に
対
応
した

磯
焼
け
対
策

そそ
のの
他他

将
来
的
な
ハ
ビ
タ
ッ
ト
マ
ッ
プ
の
確
認

⚫
前
半
に
記
載
の
将
来
的
な
ハ
ビ
タ
ッ
ト
マ
ッ
プ
を
考
慮
し
た
対
策
と
す
る
こ
と
で

中
・
長
期
的
な
対
策
が
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
る

⚫
た
だ
し
、
現
状
分
布
と
表
面
海
水
温
を
元
に
一
律
的
に
海
水
温
が
上
昇
す
る
と
仮
定

し
て
い
る
点
に
留
意

食
害
を
軽
減
で
き
る
海
藻
種
の
検
討

⚫
相
応
の
労
力
を
要
す
る
植
食
性
魚
類

対
策
は
実

施
で
き
な

い
こ
と
も

有
り
得
る

⚫
海
藻
種
に
よ
る
食
べ
ら
れ
易
さ
（
採
食
選
択
性
）
の
違
い
を
考
慮
し
て
、
対
象

と
す
る
海
藻
種
を
選
定
す
る
考
え
方
も
あ
る

⚫
た
だ
し
、
食
べ
ら
れ
に
く
い
海
藻
で
も
周
囲
に
海
藻
が
少
な
い
、
食
圧
が
高
い

場
合
に
は
効
果
が
薄
れ
る
点
に
留
意

将
来
的
分
布
の
例
（
高
知
県
）

（
2℃

上
昇
シ
ナ
リ
オ
）

採
食
選
択
性
の
違
い
の
例
（
海
域
実
験
の
結
果
か
ら
）

対対
策策
をを
考考
ええ
るる
際際
のの
、、
そそ
のの
他他
のの
検検
討討
項項
目目

現
在

2
0
3
0
年

2
0
5
0
年

カ
ジ

メ
〇

×
×

ク
ロ

メ
〇

△
△

ヒ
ジ

キ
〇

〇
〇

マ
メ

タ
ワ

ラ
〇

×
×

ノ
コ

ギ
リ

モ
ク

〇
×

×

ヨ
レ

モ
ク

〇
×

×

キ
レ

バ
モ

ク
〇

〇
〇

ヒ
ロ

メ
〇

〇
〇

ワ
カ

メ
〇

〇
〇

ア
カ

モ
ク

〇
〇

△

ト
ゲ

モ
ク

〇
〇

△

エ
ン

ド
ウ

モ
ク

〇
〇

〇

コ
ナ

フ
キ

モ
ク

〇
〇

〇

コ
ブ

ク
ロ

モ
ク

〇
〇

〇

シ
ロ

コ
モ

ク
〇

〇
〇

ツ
ク

シ
モ

ク
〇

〇
〇

ヒ
イ

ラ
ギ

モ
ク

〇
〇

〇

マ
ジ

リ
モ

ク
〇

〇
〇

ヤ
ツ

マ
タ

モ
ク

〇
〇

〇

マ
ク

サ
〇

〇
〇

オ
バ

ク
サ

×
〇

〇

ア
イ

ゴ
〇

〇
〇

ブ
ダ

イ
×

〇
〇

イ
ス

ズ
ミ

類
〇

〇
〇

高
知

県

海
水
温
上
昇
に
対
応
した

磯
焼
け
対
策

食食
害害
対対
策策

必必
要要
にに
応応
じじ
てて
防防
御御
・・
除除
去去
をを
実実
施施
すす
るる

磯磯
焼焼
けけ
対対
策策
ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
にに
詳詳
しし
くく
記記
載載
ささ
れれ
てて
いい
るる

防
御

⚫
植
食
性
魚
類
か
ら
の
防
御
に
活
用
可

⚫
比
較
的
簡
単
に
作
成
・
設
置
が
可
能

⚫
重
石
や
チ
ェ
ー
ン
で
固
定
し
ブ
イ
等

の
浮
力
で
形
状
が
安
定
す
る

除
去

延
縄
に
よ
る
ブ
ダ
イ
除
去

刺
網
に
よ
る
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
除
去

潜
水
に
よ
る
ウ
ニ
除
去

ウ
ニ
フ
ェ
ン
ス

簡
易
藻
場
礁

仕
切
網

ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
にに
記記
載載
のの
技技
術術

ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
にに
記記
載載
のの
技技
術術

簡簡
易易
食食
害害
防防
止止
ネネ
ッッ
トト
のの
紹紹
介介

海
水
温
上
昇
に
対
応
した

磯
焼
け
対
策

海海
藻藻
種種
のの
選選
定定
とと
入入
手手

海
藻
種
の
選
定

⚫
前
述
の
生
育
上
限
温
度
（
前
述
）
と
対
象
海
域
の
高
水
温
期
の
水
温
を
考
慮
す
る

⚫
周
辺
海
域
に
見
ら
れ
な
い
海
藻
を
い
き
な
り
持
ち
込
む
こ
と
は
避
け
る

母
藻
の
入
手

種
苗
の
入
手

⚫
天
然
に
繁
茂
す
る
海
藻
、
流
れ
藻
、
寄
り
藻

を
活
用
す

る

⚫
対
策
に
必
要
な
一
定
量
が
入
手
で
き
る
海
藻
種
と
す
る

⚫
天
然
採
苗
（
天
然
海
域
に
着
生
基
質
を
置
く
）

⚫
人
工
種
苗
を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
る

⚫
購
入
す
る
場
合
も
欲
し
い
種
類
が
必
要
な
だ
け
手
に
入
る
と
は
限
ら
な
い

人
工
種
苗
の
例
（
長
崎
県
）

天
然
採
苗
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
）

必必
要要
事事
項項
をを
考考
慮慮
しし
たた
上上
でで
海海
藻藻
種種
をを
選選
定定

対対
策策
にに
必必
要要
なな
海海
藻藻
をを
入入
手手
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資
料

おお
わわ

りり
にに

海
水

温
上

昇
に

対
応

す
る

磯
焼

け
対

策
を

実
施

す
る

際
は

海
水

温
上

昇
に

対
応

す
る

磯

必必
要要

なな
情情

報報
やや

検検
討討

項項
目目

が磯
焼

け
磯

焼

ががががががが
多多

く
策

を
実

施
す

る
際

は
け

対

くくくくくく
なな

るる
とと

考考
ええ
らら

れれ
るる

水
産

庁
Ｈ

Ｐ
で
公

表
さ

れ
た

水
産

庁
Ｈ

Ｐ
で
公

表
さ

れ
た

「「
海海

水水
温温

上上
昇昇
にに

対対
応

し
た
藻
場

保
全

・
造
成
手手

法法
（（

暫暫
定定
版版
））

」」
応応

ししし
たたたた
藻藻藻
場場場

保保保保
全全全

造造造造造
成成成成

をを
参参

考考
にに

でで
きき
るる

関
連
す
る
事
例

⚫
海
水
温
上
昇
と
と
も
に
植
食
性
魚
類
（
イ
ス
ズ
ミ
類
）
が
増
加
・

活
性
化
し
、
深
刻
な
磯
焼
け
状
態
に

⚫
市
に
よ
る
イ
ス
ズ
ミ
買
取
制
度
が
始
ま
り
徹
底
的
に
除
去
さ
れ
た

⚫
年
度
に
は

も
の
ヨ
レ
モ
ク
藻
場
が
回
復

ヨ
レ
モ
ク
藻
場
の
繁
茂
状
況

➂
壱
岐
市
の
徹
底
し
た
イ
ス
ズ
ミ
除
去

➁
早
熟
性
カ
ジ
メ
の
可
能
性

⚫
年
以
内
に
成
熟
す
る
早
熟
性
の
カ
ジ
メ
藻
体
を

確
認

⚫
植
食
性
魚
類
の
食
圧
が
高
ま
る
夏
ま
で
に
遊
走
子
を
放
出
し
、
群
落
を
維
持
再
生
で
き
て
い
る

⚫
神
奈
川
県
水
試
で
は
早
熟
性
カ
ジ
メ
の
種
苗
生
産
を
開
始
し
て
い
る

徹
底
し
た
植
食
性
魚
類
対
策
の
成
功
事
例

新
た
な
観
点
で
植
食
性
魚
類
に
対
応
す
る
事
例
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令
和

６
年

度
水

産
多

面
的

機
能

発
揮

対
策

講
習

会

第第
２２

藻藻
場場

部部
会会

鎮鎮
西西

地地
区区

藻藻
場場

保保
全全

活活
動動

のの
会会

袈袈
裟裟

丸丸
彰彰

蔵蔵

～～
藻藻

場場
再再

生生
のの

取取
りり

組組
みみ

～～

２２
活活

動動
組組

織織
のの

概概
要要

・
組

織
名

：
鎮

西
地

区
藻

場
保

全
活

動
の

会
・

設
立

：
平

成
２

２
年

・
構

成
員

数
：

２
２

名
（

令
和

６
年

４
月

時
点

）
・

活
動

面
積

：
５

０
ｈ

ａ
・

活
動

項
目

：
藻

場
の

保
全

・
活

動
内

容
：

海
藻

類
の

食
害

生
物

と
な

る
ウ

ニ
類

の
駆

除

本
日

の
内

容

１
地

域
の

概
要

２
活

動
組

織
の

概
要

３
活

動
場

所
の

現
状

４
結

果
と

課
題

５
事

業
外

で
の

取
組

１１
地地

域域
のの

概概
要要

・
主

な
漁

業
は

ア
ジ

や
ブ

リ
な

ど
を

対
象

と
し

た
定

置
網

、
イ

カ
釣

り
、

刺
網

な
ど

・
そ

の
他

、
魚

類
養

殖
や

カ
キ

養
殖

唐
津
市

玄
海
町

〇
佐

賀
県

唐
津

市
（

鎮
西

地
区

）

・
鎮

西
地

区
は

佐
賀

県
の

北
西

部
に

位
置

し
、

玄
界

灘
に

面
し

て
い

る

・
漁

場
は

対
馬

暖
流

の
影

響
下

に
あ

り
漁

獲
の

対
象

と
な

る
種

類
は

多
岐

に
わ

た
る

好
漁

場

採
介

藻
漁

業
者

は
、

ガ
ン

ガ
ゼ

の
駆

除
に

よ
る

漁
場

機
能

の
改

善
に

取
り

組
ん

で
い

る

５　第３部　第２藻場部会

①事例紹介　鎮西地区藻場保全活動の会（佐賀県唐津市）
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３３
活活

動動
場場

所所
のの

現現
状状

・
活

動
内

容
：

素
潜

り
ス

キ
ュ

ー
バ

・
方

法
：

ウ
ニ

類
の

駆
除

ガ
ン

ガ
ゼ

５５
事事

業業
外外

でで
のの

取取
組組

考考
ええ

方方

藻藻
場場

をを
増増

やや
しし

広広
げげ

てて
いい

くく
たた

めめ
にに

はは
、、

、、
、、

・
当

地
区

の
沿

岸
で

は
磯

焼
け

に
よ

る
藻

場
の

減
少

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
に

伴
い

ア
ワ

ビ
等

の
磯

根
資

源
が

減
少

し
て

い
る

。

・
平

成
年

に
組

織
を

設
立

し
て

以
降

、
継

続
し

て
藻

場
の

再
生

活
動

を
行

っ
て

い
る

。

３３
活活

動動
場場

所所
のの

現現
状状

４４
結結

果果
とと

課課
題題

令
和

５
年

度
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

結
果

総
合

的
な

藻
場

面
積

は
減

少
傾

向
と

な
っ

た
が

、
地

点
に

よ
っ

て
は

改
善

し
た

場
所

も
見

受
け

ら
れ

た
。

今
後

も
引

き
続

き
改

善
見

込
み

の
可

能
性

が
あ

る
地

点
を

優
先

的
に

藻
場

保
全

活
動

を
実

施
し

て
い

く
予

定
。

鎮
西

地
区

藻
場

保
全

活
動

の
会

駆除数（個）

ス
キ

ュ
ー

バ
導

入

54



５５
実実

践践
自自

主主
的的

なな
駆駆

除除

ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

５５
事事

業業
外外

でで
のの

取取
組組

核核
藻藻

場場
のの

造造
成成

・・
ウウ

ニニ
駆駆

除除
・・

母母
藻藻

移移
植植

５５
事事

業業
外外

でで
のの

取取
組組

藻藻
場場

再再
生生
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漁
協

と
し

て
の

環
境

保
全

活
動


山

川
町

漁
協

は
豊

か
な

海
を

将
来

に
繋

げ
る

た
め

に
、

昭
和
36

年
に

ワ
カ

メ
の

造
成

を
始

め
、

平
成
18

年
か

ら
は

ヒ
ジ

キ
や

ホ
ン

ダ
ワ

ラ
、

ア
マ

モ
場

の
造

成
活

動
を

し
て

き
た

。

漁
協

と
し

て
の

環
境

保
全

活
動


山

川
町

漁
協

は
豊

か
な

海
を

将
来

に
繋

げ
る

た
め

に
、

昭
和
36

年
に

ワ
カ

メ
の

造
成

を
始

め
、

平
成
18

年
か

ら
は

ヒ
ジ

キ
や

ホ
ン

ダ
ワ

ラ
、

ア
マ

モ
場

の
造

成
活

動
を

し
て

き
た

。

地
域

の
課

題
（

磯
焼

け
）

企
業

を
巻

き
込

ん
だ

藻
場

造
成

活
動

山
川

町
漁

業
協

同
組

合
川

畑
友

和

②企業を巻き込んだ藻場造成活動
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第
１

弾
藻

場
再

生
へ

の
挑

戦


平
成
21

年
よ

り
水

産
庁

の
“環

境
生

態
系

保
全

対
策

支
援

事
業

”を
活

用
し

、
磯

焼
け

し
て

い
た

海
域

の
ガ

ン
ガ

ゼ
ウ

ニ
を

徹
底

的
に

駆
除

。

山
川

の
海

の
現

実

平
成
21

年
の

海
底

の
状

況

青
年

部
と

し
て

の
環

境
保

全
活

動


さ
ら

に
活

動
を

促
進

す
る

た
め

、
平

成
17

年
9月

に
山

川
町

漁
協

青
年

部
を

発
足

さ
せ

、
藻

場
造

成
活

動
に

取
り

組
む

一
方

、
地

元
の

小
学

生
に

直
接

海
に

触
れ

合
う

機
会

と
し

て
魚

の
放

流
体

験
を

実
施

し
、

目
の

前
の

海
に

親
し

み
を

持
っ

て
も

ら
う

活
動

も
し

て
い

る
。

青
年

部
と

し
て

の
環

境
保

全
活

動


さ
ら

に
活

動
を

促
進

す
る

た
め

、
平

成
17

年
9月

に
山

川
町

漁
協

青
年

部
を

発
足

さ
せ

、
藻

場
造

成
活

動
に

取
り

組
む

一
方

、
地

元
の

小
学

生
に

直
接

海
に

触
れ

合
う

機
会

と
し

て
魚

の
放

流
体

験
を

実
施

し
、

目
の

前
の

海
に

親
し

み
を

持
っ

て
も

ら
う

活
動

も
し

て
い

る
。
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海
藻

の
生

活
史

胞
子
の
状
態
で
越
夏

成
熟
期

成
長
期

発
芽
期

発
芽
期

放
胞
子

新
た

な
敵

が
現

れ
る


平

成
26

年
に

は
健

全
な

藻
場

が
再

生
し

た
が

、
平

成
28

年
ご

ろ
か

ら
徐

々
に

分
布

域
が

小
さ

く
な

り
、

平
成
30

年
に

は
完

全
消

失
…

つ
い

に
藻

場
が

再
生

平
成
26

年
の

海
底

の
状

況

藻
場

再
生

へ
の

挑
戦


ガ

ン
ガ

ゼ
ウ

ニ
を

駆
除

し
た

後
に

自
生

し
て

い
る

海
藻

を
投

入
し

胞
子

を
供

給
。
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成
果

を
共

有 モ
ニ

タ
リ

ン
グ
(5
/7
)

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
(1
2/
5)

企
業

と
一

緒
に

取
り

組
む


企

業
も
C
N
や
N
Pを

目
指

し
て

い
る

。
特

に
海

域
の

注
目

が
高

い


し
か

し
、

海
域

で
の

活
動

は
漁

業
権

が
設

定
さ

れ
て

い
る

た
め

、
誰

で
も

活
動

で
き

る
わ

け
で

は
な

い
。

ア
マ

モ
の

種
の

選
別

ア
マ

モ
マ

ッ
ト

製
作
(1
0/
23

)

漁
協
や
漁
業
者
の
海
藻
海
草
に
対
す
る

知
識
•経
験
•ス
キ
ル
が
必
要

漁
業

者
数

の
現

状
と

予
測

平
均

で
年

約
0.
6万

人
減

少

20
30

年
に

は
約
7.
6万

人
？

漁
師
だ
け
で
は
沿
岸
域
の

維
持
管
理
保
全
が
不
可
能
に

漁
業

者
の

藻
場

へ
の

機
運

が
高

ま
る


単

年
生

ア
マ

モ
の

再
生

の
た

め
に
20

0m
の

食
害

対
策

ネ
ッ

ト
を

作
成

し
、

陸
地

を
使

う
こ

と
で
5,
00

0㎡
の

面
積

を
確

保
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ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

20
23

自
然

共
生

サ
イ

ト
認

定

山
川
町
漁
協
が
、水

産
業
と藻

場
の
維
持
・回

復
を
両
立
させ

て
き
た
海
域
の

一
部
を
「山

川
の
海
の
ゆ
りか

ご
（
英
名
：

）
」

とし
て
行
政
、農

林
中
金
と連

携
し「
自
然
共
生
サ
イト
」に
申
請

漁
協
・漁

業
者
主
体
の
認
定
は
全
国
初
！
！

当
協
議
会
の
愛
称
の
由
来
で
す
！

海
藻

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル

気
候
変
動
対
策

（
）

持
続
的
な
水
産
業

（
地
域
振
興
）

生
態
系
保
全

（
）

多
様
な
生
物
の
住
処
、繁

殖
場
所
で
あ
る
藻
場
等
は
水

産
資
源
の
回
復
とと
も
に
、観

光
等
の
産
業
に
も
つ
な
が
り、

地
域
の
振
興
を
も
た
らす

ブ
ル
ーカ
ーボ

ン
は
気
候
変
動
の
緩
和

を
通
じて
、漁

業
、防

災
に
不
可
欠
な

海
洋
の
安
定
を
も
た
らす

豊
か
な
生
態
系
は
豊
か
な
食
だ
け
で

は
な
く、
医
薬
品
や
化
粧
品
の
原
料

や
観
光
、教

育
の
場
を
も
た
らす

ブ
ル
ーカ

ーボ
ン
は
気
候
変
動

対
策
の
み
な
らず

、
漁
業
、地

域
に
不
可
欠
な

コベ
ネ
フィ
ット

を
も
た
ら
す

令
和
6年

度
の

ア
マ

モ
の

種
取

り
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１）諸磯藻場保全活動組織（神奈川県三浦市）
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４）甲賀地区景観環境保全会（三重県 志摩市） 
 
【活動における課題】 

先行する志摩市波切地区・船越地区をお手本に、平成 30 年度より活動を始めたものの、
当初はアマ（海女・海士）をはじめとする漁民の海洋環境の保全意識は低かった。たとえ
ば、分解可能な自然由来の物ではない石油化学製品（プラスチックなど）を普段平気で浜
裾に捨てるような輩が散見された。浜掃除もあくまでも年中行事としてルーティーンでい
やいや参加という按排であった（魂ここに在らず）。 

しかし、活動年数の上積みとともに、メンバーの意識一つからの改善は進んだ。職場た
る海洋環境の保全と多様な生態系の持続をさせることが、漁民みずからの生計の基盤のう
えで欠かせぬ喫緊の課題であることを、成員皆が意識しだした。海藻の種苗投入に先んじ
て、「意識の種つけ」こそ本事業を支える精神的根幹となるゆえ、当組織はシンポジウム開
催などにも着手しその＜主体的な意識＞の醸成に務めている。 

 
【活動の目標】 

平成30年度：活動１年目…組織の成員の環境保全意識の向上と実践。 
令和元年度：活動２年目…前年の流れでの環境保全活動の円滑な実践。 
令和２年度：活動３年目…当初の協定上の活動最終年であり、その総括。 
令和３年度：活動４年目…培った海洋環境の保全意識の総括とさらなる持続。 
令和４年度：活動５年目…さらなる保全活動の進展と、地域間の連携・協力。 
令和５年度：活動６年目…環境変動を乗り越え、それに＜克つ（克服する）漁民の知恵＞

の創出。 
令和６年度：活動７年目…＜磯焼けに克つ知恵＞を対策先進地からますます学び漁場回復

に挑戦。 
 
【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 
 
 
 
漂流漂着
物、 
堆積物の 
処理 

＜モニタリング＞ 東京海洋大学・山
川紘博士と藤本准教授の指導のもと
ヒジキ・フノリなど潮間帯の植生を分
析してきた。パンデミック後はその知
見で自組織で活動。 
＜海浜清掃＞ 活動開始後に大型台風
が二年連続襲来し、その膨大なゴミ処
理を女性と地域住民も動員し無事完
遂。その後、活動は定着した（高齢者
の参加率高し）。 

春１回が基本で、年２
回の調査を岸（磯場）
より行う年もある。

--------------- 
海浜清掃は、大々的に
は例年ほぼ３－４回
おこない、小規模活動
も時化ごとに不定期
に行っている（台風一
過後などに随時）。 

通年かつ年度を跨いでのモニ
タリング成果の比較を目指
す。一方で一年藻の植生の変
遷が激しく、戸惑いもある。

---------------------- 
イセエビ漁の繁忙期 10 月に
は、男手の動員が困難となる。
高齢者の参加が習慣づけられ
たのは好ましいが、予算枠を
超え、財政的に極めて厳しい。

藻場の 
保全 
 

＜モニタリング＞ もともと対象区域
の半分をコドラード法、もう半分を景
観被度により調査してきた。しかし、
海洋環境の特性（アラメ場にアカモク
も繁茂）に鑑み、令和２年度から景観
被度のみに切り替えた。 
＜海藻の種苗投入＞ 当初は成熟した
アラメ子葉より採取した遊走子をもち
い着底を試み、それを海底に設置した。
＜母藻の設置＞ スポアバッグ法によ
る種付を成員により行っていたが、刺
網ゴミの有効活用に切り替えた（右記
参照）。 
＜食害生物除去＞ 対象区域の黒ウニ
（ムラサキウニ）が磯焼けの進行に歩
調を合わせ増大しているため、除去活
動の頻度を上げている。さらに先進地
の阿久根活動組織（鹿児島県）を招聘
し＜廃棄物の利活用＞(令和５年度よ
り着手）の観点から漁民シンポジウム
「磯焼けに克つ知恵」を開き(2023年1
月)、本年は２日間にわたり開催した。

＜平成30年度＞ モニ
5/28，12/10／ 母藻11/27
／ 種苗12/14-15／ 除去
7/24 
＜令和元年度＞ モニ
11/16／ 母藻11/15-16／ 
種苗12/14-15／ 除去
6/1,7/23,30 
＜令和２年度＞ モニ
8/29,2/4／ 母藻11/28／ 
種苗11/17／ 除去
6/6,24,7/22, 8/29 
＜令和３年度＞ モニ
2/17／ 母藻・種苗12/3／ 
除去5/30-31,8/22,1/28 
＜令和４年度＞ モニ
3/20／ 母藻・種苗10-11
月にエビ刺網時に随時 ／
除去6/27,  3/10 
＜令和５年度＞  
除去7/13,25 ／種苗
11/17, 23－24，30ほか 
＜令和６年度＞  
＊モニタリングは、来春３
月を予定。＊母藻の設置／
種苗の投入は、晩秋予定。

活動開始の直後から、活動歴
の上積みとともに、それぞれの
手法をさまざまな要因により
切り替えてきた。モニタリング
の時期はようやく春先に落ち
着いた。アラメ母藻は刺網漁で
かかってきたもの（遊走子が死
滅流出する前の鮮度あるもの）
をすぐに回収し、それを設置す
るようになった。 磯焼けの進
行のさなか、わざわざ生きた個
体を採取するわけにはいかな
い。これからも新たに工夫せね
ばならぬ。 ウニ除去は、志摩
市水産課の事業予算での活動
（単独事業）と連動させ、効果
を図っている。このサポートは
資金難の当組織の運営の助け
舟であり、志摩市に感謝してい
る。 漁民シンポジウム「磯焼
けに克つ知恵」では、三重県水
産振興事業団を通じ全漁連に
運営面で力添えを賜り深謝し
ている。 
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【活動状況の写真】 

 
説明： 県研究所員レクチャー 説明：成熟アラメ子葉の解説 説明：アラメ母藻採取１ 

 
説明： アラメ母藻採取２ 説明：スポアバッグ作成 説明：海中のスポアバッグ 

 
説明：東京海洋大学のご指導 説明：海洋大・山川博士の説明 説明： アラメ遊走子の確認 

 

 

説明：ウニ除去をする海女 説明：ウニ除去作業メンバー 説明： ウニ除去の成果 （＊高
齢海女さん中心の汀からの別
働隊あり） 

 
 

 

説明：漁民シンポジウム「磯焼
けに克つ知恵」2023 のポスタ
ー画像 

説明：シンポジウム「磯焼けに
克つ知恵」の地元反響（中日新
聞記事） 

説明：ISO-KATSU2024「磯焼け
に克つ知恵」のポスター画像
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５）中土佐町磯焼け対策協議会（高知県 中土佐町） 
 
【活動における課題】 

食害生物（主にウニ）により、年々減少している藻場（ホンダワラ）の回復・再生。

ウニを駆除することによって食害が減り、藻場の回復範囲が拡大しているため継続的

な活動が必要。 

ただ温暖化の影響か藻場はかつてのホンダワラに代わり、南方系のホンダワラ類が広

がるようになってきた。 

環境に合わせた母藻の投入など活動内容の見直しが必要である。 

また構成員の高齢化が進み、活動時間の減少や人員確保などが課題となっている。 

 

【活動の目標】 

平成28年度：食害生物（ウニ）の駆除をメインに、母藻（ホンダワラ）の設置、海ごみの

清掃などで藻場の回復、再生を図る。 

平成29年度：上記の活動を継続。 

平成30年度：上記の活動を継続。 

令和元年度：集中的に駆除を行なってきた場所のウニが減少傾向に。駆除活動を継続しつ

つ、別の場所での駆除活動も開始。減少傾向にある場所は母藻設置と海ごみ

や岩盤の清掃を行ない、藻場の回復、再生を図る。 

令和２年度：ウニが減少傾向にあった場所での駆除活動を休止。母藻設置と清掃活動のみ

とする。前年度に駆除を開始した場所に活動を集中させる。 

令和３年度：上記の活動を継続。 

令和４年度：上記の活動を継続。 

令和５年度：集中的に駆除活動を行なってきた場所のウニが減少傾向に。場所の移動を検

討する。母藻の設置場所は温暖化の影響かホンダワラが芽吹かず、タマハハ

キモク、フタエモク、キレバモクなどの藻が増えている。母藻として使う藻

の種類を変更すべきか検討する。 

令和６年度：ウニが減少傾向にあった場所での駆除を休止し、他の場所での駆除を開始す

る。また休止した場所には母藻の投入をする。母藻には南方系の藻を使用す

るか検討していたが、年度初めのモニタリングでホンダワラが増加傾向にあ

ると判明したため、今年の母藻は引き続きホンダワラを使用。ウニが多い場

所での駆除活動と、減少した場所での藻場造成を継続していく。 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場保全・

モニタリ

ング 

藻の被度をダイバー

と船上からの目視に

より調査 

ホンダワラの藻場がほとんど

消え、ウニが大量発生してい

たが、活動を継続していく中

で、ホンダワラが再生する場

所が出てきた 

ホンダワラ藻場の再生のた

め、母藻の設置と、食害生物の

除去を同時に行なう必要があ

る 

藻場保全・

食害生物

の駆除 

食害生物（主にウニ）

の駆除活動。主にダイ

バーが除去している

が、水深が浅い場所で

は船上からも除去し

ている 

狭い範囲で集中的に駆除し、

三年ほどでウニが減り食害も

減った。ウニが多い場所へ移

動して集中的に駆除すること

を繰り返し、過去に集中駆除

した場所は藻場が再生をはじ

めた 

藻場は再生しはじめたが狙っ

ていたホンダワラではなく、

タマハハキモク、フタバモク、

キレバモクなど南方系の藻が

増えた。ホンダワラも一定数

再生しているが、温暖化など

環境が変わったため、以前の

ような広範囲の繁茂は難しい
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藻場保全・

母藻設置 

食害生物（主にウニ）

を駆除した場所へ、ホ

ンダワラの母藻を設

置 

南方系の藻が目立つが、ホン

ダワラも混ざるようになり、

少しずつ再生はしている 

ホンダワラ藻場の再生を図り

つつ、現在の環境に適した種

類の藻を母藻として使うこと

も検討していく必要がある 

藻場保全・

堆積物除

去・岩盤清

掃 

台風などで流れ着く

海底の堆積物をダイ

バーが除去し、泥をか

ぶった岩盤などを清

掃 

海底や岩盤の環境が改善し藻

が生えてきた。南方系が多い

がホンダワラも混ざり、狭い

範囲ではあるが藻場の再生が

見える 

環境を整えることは藻場の再

生に有効なので、継続的な活

動が必要 

 

【活動状況の写真】 

 
説明：モニタリング 説明：モニタリング 

ウニ駆除前 

説明：モニタリング 

ウニ駆除前 

 
説明：モニタリング 

ウニ駆除後 

説明：モニタリング 

ウニ駆除後 

説明：ウニ駆除活動 

 
説明：ウニ駆除活動 説明：ウニ駆除活動 説明：浮遊・堆積物の除去 

 
説明：浮遊・堆積物の除去 説明：浮遊・堆積物の除去 説明： 浮遊・堆積物の除去
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８）南浦藻場保全会、妙見湾干潟保全会、島野浦サンゴ礁保全会（宮崎県 延岡市） 

【活動における課題】 

 

【活動の目標】 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 R5 の実績・成果 課題 

藻場の保全 

（南浦） 

・食害生物（ｳﾆ）の除去 

・モニタリング 

・母藻の設置 

・約 900 個のウニを除去
（例年 15,000 個以上を

除去、R5 は実施） 

・高齢化による人

員不足 

・イスズミやアイ

ゴ等の植食性魚類

への対策 

干潟の保全 

（妙見湾） 

・耕うん 

・稚貝等の沈着促進 

・耕うん（水上ポンプ 7
回、手作業 1 回） 

・他事業でアサリ

の放流も行ってい

るが、定着しない 

サンゴ礁の

保全 

（島野浦） 

・食害生物（ｵﾆﾋﾄﾃﾞ）の除

去 

・保護区域の設定 

・モニタリング 

・除去約 20 個体 
・小学生を対象にシュ

ノーケリング体験を実

施 

・レイシガイが多

くなっている 

海洋汚染の

原因となる

漂流、 漂着

物、堆積物処 

理（島野浦） 

・漁業者等が使う砂浜、海

底、沖等の廃棄物等処理 

・年 1 回の実施、漁業関
係者 64 名が参加 

・隣接地域の漁業

者の意識改善が難

しく廃棄量が減ら

ないため、改善に

向かわない 

 

  

・高齢化による人手不足（活動組織） 

・事務負担により継続意思が弱くなっている（漁協） 

・予算削減による活動縮小（漁協、活動組織） 

・植食性魚類への対策（藻場） 

・アサリの定着（干潟） 

平成28年度： 

平成29年度： 

平成30年度： 

令和元年度： 

令和２年度： 

令和３年度：藻場の保全 5.5ha、干潟の保全 9.7ha、サンゴ礁の保全 8.0ha 

令和４年度：藻場の保全 5.5ha、干潟の保全 9.7ha、サンゴ礁の保全 8.0ha 

令和５年度：藻場の保全 5.5ha、干潟の保全 9.7ha、サンゴ礁の保全 8.0ha 

令和６年度：藻場の保全 5.5ha、干潟の保全 9.7ha、サンゴ礁の保全 8.0ha 
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【活動状況の写真】 

 
説明： モニタリング 説明：モニタリング 説明：モニタリング 

 
説明： ウニ駆除（船上から） 説明：ウニ駆除（潜水） 説明：ウニ駆除 

 
説明：母藻設置 説明：母藻設置 説明：母藻設置（完了後） 

 
説明：耕うん 説明：耕うん（水上ポンプ） 説明： 海岸清掃 

 
説明：白化したサンゴ礁 説明：オニヒトデの駆除 説明：レイシガイの駆除 

 

71



MEMO

72



年
N
H
K現

代
の
映
像
「人
か
鳥
か
」

―
東
京
湾
新
浜
開
発
の
論
理
―

昭
和
３
０
年
頃

埋
立
て
計
画

埋
立
て
前
と
現
在
の
海
岸
線

明
治

年
当
時
の
市
川
周
辺
の
海
岸
線
－
市
川
市

東
京
湾
・市
川
市
の
海
（三
番
瀬
）

東
京
湾

東
京
都

神
奈
川
県

千
葉
県

三
番
瀬

羽
田
空
港

ア
ク
ア
ラ
イ
ン

三
番
瀬

ＴＴ
ＤＤ
ＲＲ

遠
浅
の
海
岸
・都
心
に
近
い

埋
立
て
に
最
高
の
立
地

漁
業
が
衰
退

干
潟
の
消
失

直
立
護
岸

市
川
市
漁
業
協
同
組
合

活
動
グ
ル
ー
プ

発
表
者

福
田
武
司

千
葉
県
市
川
市
で
の
ツ
メ
タ
ガ
イ
卵
塊
駆
除
に
つ
い
て

６　第４部　干潟部会

①事例紹介　市川市漁業協同組合活動グループ（千葉県市川市）

73



埋
立
地
で
の
高
層
住
宅

新
住
民
の
増
加

埋
立
て
後
の
三
番
瀬

大
型
運
搬
船
の
港
建
設

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線

行
徳
妙
典
間

年

妙
典
駅

行
徳
駅

江
戸
川
放
水
路

年
メ
ト
ロ
ニ
ュ
ー
ス

妙
典
駅

行
徳
駅

江
戸
川
放
水
路

昭
和
４
４
年
（１
９
６
９
年
）

地
下
鉄
東
西
線
開
通

行
徳
⇔
大
手
町

２
０
分

年
N
H
K現

代
の
映
像
「人
か
鳥
か
」

―
東
京
湾
新
浜
開
発
の
論
理
―

埋
立
て
工
事
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魚
漁

現
在
行
わ
れ
て
い
る
東
京
湾
・三
番
瀬
の
漁
業

と
連
携
し
て

環
境
や
生
物
の
紹
介

海
苔
摘
み
体
験

海
産
物
の
販
売

新
住
民
が
多
く

地
元
の
水
産
業
活
性
化
の
為

２
０
２
４
年
２
月
か
ら
漁
港
に
て

朝
市
を
開
催

毎
月
第
一
日
曜
日
開
催

お
待
ち
し
て
い
ま
す

市
川
の
水
産
業
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
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バ
カ
ガ
イ

ア
サ
リ

貝
漁

海
苔
生
産

コ
ウ
イ
カ
・コ
ハ
ダ

サ
ヨ
リ
・イ
シ
モ
チ

ス
ズ
キ

ス
ズ
キ
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貧
酸
素
水
塊
に
よ
る
大
量
死
（青
潮
）


波
浪
に
よ
る
砂
巻
き
上
げ
に
と
も
な
う
ア
サ
リ
の
移
動


鳥
や
魚
に
よ
る
食
害


カ
イ
ヤ
ド
リ
ウ
ミ
グ
モ
寄
生
に
よ
る
衰
弱
死


ツ
メ
タ
ガ
イ
に
よ
る
食
害

ア
サ
リ
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か こ
の
２
種
を

多
面
活
動
で
駆
除

㌧㌧

年年

アア
ササ
リリ
・・
ホホ
ンン
ビビ
ノノ
スス
水水
揚揚
げげ
量量

ア
サ
リ

ホ
ン
ビ
ノ
ス

２
０
１
０
年
ご
ろ
か
ら

ホ
ン
ビ
ノ
ス
ガ
イ
に
商
業
価
値
が
で
た

新
た
な
漁
業
資
源
に
期
待

そ
の
ホ
ン
ビ
ノ
ス
ガ
イ
も
減
少
傾
向
に

水 揚 げ 量

トト
ンン

年年

アア
ササ
リリ
水水
揚揚
げげ
量量

水 揚 げ 量

２
０
０
６
年
あ
た
り
か
ら
ア
サ
リ
が
不
漁

２
０
１
４
年
に
一
度
ア
サ
リ
が
復
活

バ
カ
ガ
イ
共
に
そ
れ
以
降
水
揚
げ
量
無
し

ホ
ン
ビ
ノ
ス
ガ
イ
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㎜

㎜

使
用
道
具


平
成
２
９
年
（

）か
ら
除
去
活
動
開
始


毎
年
５
月
か
ら
７
月
に
活
動
実
施


１
０
人
で
１
班

計
２
班


週
に
２
回
実
施
し
次
の
班
に
交
代


桁
を
曳
き
海
底
の
生
物
を
回
収

カ
イ
ヤ
ド
リ
ウ
ミ
グ
モ
の
除
去

面
積

水
深

～
ｍ

多
面
活
動
箇
所

カ
イ
ヤ
ド
リ
ウ
ミ
グ
モ

５
月
か
ら
７
月
に
駆
除
活
動

写
真
提
供

東
邦
大
学
東
京
湾
生
態
系
研
究
セ
ン
タ
ー
多
留
聖
典
氏

ツ
メ
タ
ガ
イ

９
月
か
ら
１
２
月
に
駆
除
活
動

原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る

ウ
ミ
グ
モ
・ツ
メ
タ
ガ
イ
を
多
面
活
動
で
駆
除

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

ツ
メ
タ
ガ
イ
除
去

ウ
ミ
グ
モ
除
去

78



桁
引
上
げ

桁
曳
き

桁
投
入

㎜

網
目
２
㎜
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網
目

㎜

網
に

カ
イ

ヤ
ド

リ
ウ

ミ
グ

モ
が

付
着

し
て

い
る

こ
と

が
多

い

選
別
作
業

中
身
取
り
出
し

桁
引
上
げ
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イ
カ
リ
を
投
入
し
ウ
イ
ン
チ
で
ロ
ー
プ
を
巻
き

船
を
バ
ッ
ク
さ
せ
な
が
ら
カ
ゴ
を
曳
く
漁
法

大
ま
き
船
に
よ
る
駆
除
活
動


平
成
２
５
年
（

）
か
ら
除
去
活
動
開
始


毎
年
９
月
か
ら
１
２
月
に
活
動
実
施


１
０
人
で
１
班

計
２
班


週
に
２
回
実
施
し
次
の
班
に
交
代


三
番
瀬
が
潮
下
帯
の
た
め
船
で
活
動


大
ま
き
船
に
て
貝
漁
用
の
カ
ゴ
を
曳
き
採
集

ツ
メ
タ
ガ
イ
の
除
去

回
収
し
た
カ
イ
ヤ
ド
リ
ウ
ミ
グ
モ
の
一
部

※
本
来
は
こ
の

～
倍
多
い

７
月
末
ま
で
駆
除
活
動
が
行
わ
れ
る
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令
和

年
は
ウ
ミ
グ
モ
が
入
ら
な
い

匹匹

年年

多多
面面
活活
動動
一一
回回
当当
たた
りり
のの

ウウ
ミミ
ググ
モモ
のの
回回
収収
量量

回 収 量

水
産
多
面

ウ
ミ
グ
モ
の
回
収
量

年
度

ウ
ミ
グ
モ
（匹

）
活
動
回
数
（回

）

記
録
な
し

記
録
な
し

実
施
中

市
川
市
の
多
面
活
動
は

こ
の
よ
う
に
行
な
っ
て
い
た

が
・・
・
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網
の
目
が
細
か
い

ウ
ミ
グ
モ
駆
除
目
的
と
し
た

従
来
の
桁

網
目

㎜

カ
イ
ヤ
ド
リ
ウ
ミ
グ
モ
の
捕
獲
か
ら

ツ
メ
タ
ガ
イ
卵
塊
駆
除
へ

ツ
メ
タ
ガ
イ
卵
塊

「砂
茶
碗
」

１
６
ｇ
で
約
３
５
,０
０
０
個
の
卵

（木
村
１
９
９
９
）

夏
場
が
産
卵
期

幼
生
と
な
る
前
に
除
去
し
た
い

２
週
間
卵
塊
内
に
と
ど
ま
り
幼
生
と
な
り

浮
遊
生
活
を
始
め
る
（村
上
１
９
９
５
）


駆
除
の
成
果
か
？


一
時
的
な
も
の
か
？


良
い
傾
向
な
の
か
？


ツ
メ
タ
ガ
イ
も
減
少
傾
向


ツ
メ
タ
ガ
イ
産
卵
期
の
卵
塊
を
浮
遊
前
に
駆
除
し
よ
う


ウ
ミ
グ
モ
採
集
桁
を
用
い
て

ツ
メ
タ
ガ
イ
の
卵
塊
「砂
茶
碗
」
を
除
去
に
活
動
開
始

ウ
ミ
グ
モ
が
採
れ
な
い

年年

多多
面面
活活
動動
一一
回回
当当
たた
りり
のの

ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
のの
回回
収収
量量

回 収 量

水
産
多
面

ツ
メ
タ
ガ
イ
の
回
収
量

年
度

ツ
メ
タ
ガ
イ
（㎏

）
活
動
回
数
（回

）

秋
実
施
予
定

ツ
メ
タ
ガ
イ
も
減
少
傾
向
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改
良
桁
で
ツ
メ
タ
ガ
イ
卵
塊
を

選
択
的
に
採
集
で
き
る

網
の
目
を
粗
く
し
た
改
良
型

網
目

㎜

特
に

イ
サ
ザ
ア
ミ
が
多
く
入
る

重
い

効
率
が
悪
い

卵
塊
以
外
の
生
物
が
入
る
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改
良
桁
の
ほ
う
が
効
率
よ
く
ツ
メ
タ
ガ
イ
卵
塊
を
回
収
で
き
る


ウ
ミ
グ
モ
な
し
・ツ
メ
タ
ガ
イ
減
少
に
よ
り
少
し
で
も
ア
サ
リ
の
生
育

を
阻
害
す
る
要
因
を
減
ら
し
た


青
潮
が
来
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り


か
つ
て
の
豊
か
な
海
を
取
り
戻
し
た
い

ま
と
め

今
後
は
地
元
の
海
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

と
活
動
予
定

卵
塊
除
去
し
な
が
ら

地
元
の
海
と
触
れ
合
う
こ
と
が
可
能

干
潮
時
に

三
番
瀬
と

ツ
メ
タ
ガ
イ
駆
除
の
様
子

kg

活活
動動
日日
（（
令令
和和

年年
））

１１
桁桁
ああ
たた
りり
のの
ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
卵卵
塊塊
採採
集集
量量

通
常
桁

あ
た
り

改
良
桁

あ
た
り


軽
い
の
で
効
率
が
良
い


イ
サ
ザ
ア
ミ
が
入
ら
な
い


採
集
し
た
ほ
と
ん
ど
が
ツ
メ
タ
ガ
イ
の
卵
塊


曳
航
回
数
が
増
え
卵
塊
回
収
量
増
加


７
月
に
な
る
と
卵
塊
が
減
少

８
月
は
確
認
で
き
ず

倍
倍

倍
倍

採 集 量

改
良
桁
で
２
時
間

３
．
５
ｋ
ｇ
採
集

従
来
の
桁
だ
と
３
０
０
ｇ

１
２
倍
効
果
あ
り
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ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
わ
り
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活
動
の
経
緯

①
年

平
成

年
の

月
の
台
風

号
と

月
の
台

風
号
に
よ
り､
土
砂
及
び
ヘ
ドロ

が
高
松
市
漁
連
地
先
海
域

へ
流
入
･堆

積
し､
漁
場
の
劣
化
が
著
しか

った
｡

→
ノリ
養
殖
を
行
って
い
た
香
西
漁
協
新
開
義
明
組
合
長

当
時

や
底
曳
網
漁
を
操
業
して

い
た
高
松
市
瀬
戸
内
漁
協

西
谷
親
子

当
時

は
漁
場
の
劣
化

底
曳
網
に
ヘ
ドロ

が
付
い

て
魚
が
獲
れ
な
い
や
ノリ
の
色
落
ち
な
どを
経
験
的
に
感
じて

い
た
｡

②
年

月
に
新
開
氏
の
思
い
つ
き
で
海
底
を
耕
す
こと
を

考
え
､耕

耘
器
材
の
研
究
を
開
始
､

年
～

月
に
海
底

耕
耘
を
初
め
て
実
施
す
る
｡

台
風

号
高
松
市

台
風

号
高
松
市

事
例
報
告

そ
の

高
松
市
漁
連
活
動
組
織

〇
活
動
内
容

干
潟
等
の
保
全

主
に
海
底
耕
耘
を
実
施

〇
活
動
開
始
年

年
～

〇
令
和

年
度
実
績

の
べ
作
業
日
数

日

の
べ
構
成
員
数

名

の
べ
隻
数

隻
活
動
海
域

香
川
県
高
松
市

香
川
県

今
日
の
お
話

①
事
例
報
告

｢高
松
市
漁
連
活
動
組
織
｣

②
干
潟
の
保
全
に
つ
い
て

令
和

年
度

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会

全
国
講
習
会
｢干

潟
部
門
｣

干
潟
の
保
全
に
つ
い
て

コー
デ
ィネ
ー
ター

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
サ
ポ
ー
ト専

門
家

片
山
貴
之

②干潟の保全について

87



海
底
耕
耘
状
況

耕
耘
前

耕
耘
直
後

耕
耘

カ月
後

ホ
トト
ギ
ス
ガ
イが

掘
り起

こさ
れ
て
い
た

ホ
トト
ギ
ス
ガ
イの

マ
ット
が

細
か
く砕

か
れ
て
い
た

高
松
市
海
域
で
の
海
底
で
は
･･
･

海
底
全
面
に
ホ
トト
ギ
ス
ガ
イが

生
息
して

い
た
｡

ホ
トト
ギ
ス
ガ
イは

沿
岸
浅
場
域
で
殻
の
薄
い
小
型
の

二
枚
貝
で
あ
る
｡潮

間
帯
お
よ
び
水
深

ま
で
の
浅

い
潮
下
帯
の
岩
礁
お
よ
び
砂
泥
底
の
干
潟
の
底
質
表
面

に
生
息
す
る
｡

ホ
トト
ギ
ス
ガ
イは

マ
ット
を
作
る
こと
に
よ
って
､海

底
に

蓋
を
す
る
よ
うに
な
り､
他
の
ベ
ント

ス
を
窒
息
･斃

死
させ

た
り､
海
底
に
酸
素
供
給
が
で
き
な
い
た
め
底
質
の
悪
化
をも

た
らす

｡
た
だ
､ ホ
トト
ギ
ス
ガ
イの

マ
ット
に
は
､小

型
甲

殻
類
や
多
毛
類
が
多
数
生
息
して

お
り､
魚
介
類
へ
の
餌

料
供
給
に
寄
与
す
る
メリ
ット
も
あ
る
｡

高
松
市
海
域
で
確
認
した

ホ
トト
ギ
ス
ガ
イの

マ
ット

海
底
耕
耘
とは

海
底
耕
耘
とは

･･
･

海
底
を
攪
拌
す
る
こと
で
底
質
を
改
善
し､
海
の

生
き物

が
生
息
しや

す
い
環
境
を
作
り出

す
取

組
で
あ
り，

漁
業
者
が
主
体
的
に
取
組
む
こと

の
で
き
る
環
境
改
善
手
法
の
一
つ
。

広
島
県

よ
り

海
底
耕
耘
の
効
果

･底
質
改
善

･栄
養
塩
の
供
給

･海
底
清
掃

･外
敵
生
物
の
除
去

･底
生
生
物
の
増
殖

･赤
潮
対
策

な
どな

ど

広
島
県

よ
り

活
動
組
織
の
目
的

活
動
の
経
緯

③
耕
耘
後
の

年
の

月
に
西
谷
氏
が
底
曳
網
漁
を
行
っ

た
とこ
ろ
､網

に
ヘ
ドロ

が
付
か
ず
､ク
ル
マ
エ
ビが

大
量
に
捕
れ
た
｡

その
後
､ト
リガ
イが

多
く捕

れ
始
め
た
｡た
だ
し､

年
の
ノリ

の
色
落
ち
解
消
に
は
至
らな

か
った

が
､｢
な
ん
も
せ
ん
よ
りは

､ま
し｣
との

新
開
氏
の
考
え
か
ら､
耕
耘
を
継
続
｡

④
年
か
ら､
マ
ダコ
や
チ
リメ
ンが

捕
れ
始
め
､今

ま
で
遠
く

の
海
域
ま
で
行
く必

要
が
あ
った

漁
が
､自

分
の
地
先
で
で
き
る
よ

うに
な
り､
海
底
耕
耘
が
良
い
事
で
あ
る
と再

認
識
し､
各
漁
協

で
行
うよ
うに
な
った
｡

⑤
その

後
､

年
か
ら水

産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事

業
に
て
､海

底
耕
耘
を
行
うこ
とに
な
った
｡
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海
底
耕
耘
に
よ
る
効
果

魚
類

耕
耘
区
対
照
区
耕
耘
区
対
照
区
耕
耘
区
対
照
区

月
日

月
日

月
日

漁獲量

ホ
トト
ギ
ス
ガ
イを

摂
餌
す
る
魚
種

そ
の
他

耕耘前

耕耘直後

耕耘カ月後

個体数密度（個体数）

蝟集生物量（）

蝟
集
量

個
体
数

潜
水
目
視
に
よ
る
魚
の
確
認
量
の
変
化

底
曳
網
に
よ
る
漁
獲
調
査
結
果

令
和

年
度
香
川
県
水
産
試
験
場
事
業
報
告

の
表
をグ

ラフ
化

※
令
和

年
度
香
川
県
水
産
試
験
場
事
業
報
告
より
､平

成
年
度
か
ら令

和
年
度
で
ホ
トト
ギ
ス
を摂

餌
を確

認
した

魚
類

マダ
イ､
クロ
ダイ

､カ
ワ
ハ
ギ
､シ

ロサ
バ
フグ

､コ
モン

フグ
､ヒ
ガ
ンフ
グ
､ナ
シ
フグ

､ハ
タタ
テ
ヌメ
リ､
ネ
ズ
ミゴ
チ
､マ
トウ

トラ
ギ
ス

耕
耘
直
後
に
確
認
量
が
増
加

耕
耘
区
の
方
が
ホ
ト

トギ
ス
ガ
イを

食
べ
る

魚
類
が
多
い

耕
耘
す
る
こと
で
､

砕
か
れ
た
ホ
トト
ギ
ス
マ
ット
が
､魚

類
に
摂
餌
され

､有
効
に
利
用
され

て
い
る

※

海
底
耕
耘
に
よ
る
効
果

底
生
動
物

耕
耘
前

耕
耘

カ月
後

個体数密度（個体数）万

湿重量

重
量

個
体
数

大
幅
な
減
少

耕
耘
前

耕
耘

カ月
後

湿重量

ゴ
カイ
類

エビ
･カ
ニ類

粒
度
組
成
の
変
化

ゴ
カイ

類
･ゴ
カイ

類
の
変
化

耕
耘
す
る
こと
で
､

･ホ
トト
ギ
ス
ガ
イが

少
な
くな
り､
その

量
は
大
幅
に
減

･そ
の
代
わ
りに
､ゴ
カイ

類
が
増
加

砕
か
れ
た
ホ
トト
ギ
ス
は

どう
な
った
か

海
底
耕
耘
に
よ
る
効
果

底
質

耕
耘
前

耕
耘
直
後

耕
耘

カ月
後

泥
（

μｍ
以
下
）

砂
（

μｍ
～

ｍ
ｍ
）

礫
（

ｍ
ｍ
以
上
）

粒
度
組
成
の
変
化

泥
分
の
減
少

礫
分
の
増
加 耕
耘
す
る
こと
で
､

･底
質
が
掘
り起

こさ
れ
､礫

が
露
出
し､
泥
が
流
出
して

い
た
｡

･貝
殻
成
分
量
が
減
少
→
ホ
トト
ギ
ス
ガ
イが

減
少
した

た
め
｡

耕
耘
前

耕
耘
直
後

耕
耘

カ月
後

貝殻成分量（）（％）

底
質
の
貝
殻
成
分
量
の
変
化

貝
殻
成
分
量
の
減
少

海
底
耕
耘
に
よ
る
効
果

底
質

耕耘前

耕耘直後

耕耘カ月後

硫化物（）

耕耘前

耕耘直後

耕耘カ月後

酸化還元電位差（）

悪 良

良 悪

硫
化
物
量

の
変
化

酸
化
還
元
電
位
差
の
変
化

悪
くな
り…

改
善

悪
くな
り…

改
善

耕
耘
す
る
こと
で
一
時
的
に
悪
くな
る
が
､
カ月

後
に
は
改
善
し､

耕
耘
前
よ
りも
良
くな
って
い
た
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干
潟
の
役
割

•
．
水
質
の
浄
化

•
チ
ッ
ソ
・
リ
ン
の
吸
収
に
よ
る
富
栄
養
化
の
防
止
（
微
少
藻
類
）

•
ろ
過
食
性
動
物
に
よ
る
有
機
物
の
除
去
（
二
枚
貝
類
）

•
脱
窒
に
よ
る
窒
素
の
除
去
（
バ
ク
テ
リ
ア
）

•
．
生
物
多
様
性
の
維
持

•
多
様
な
生
物
種
の
保
全
（
干
潟
固
有
の
生
物
）

•
幼
稚
仔
の
保
育
場
の
提
供

•
鳥
類
へ
の
餌
場
・
休
息
場
の
提
供

•
．
海
岸
線
の
保
全
（
波
浪
の
抑
制
）

•
．
環
境
学
習
（
干
潟
生
物
・
鳥
類
の
観
察
）

•
．
保
養
（
潮
干
狩
り
な
ど
）

水
産
庁

よ
り

干
潟
の
保
全
に
つ
い
て

海
底
耕
耘
を
継
続
す
る
メ
リッ
ト

この
よ
うな

メカ
ニズ

ム
で
す
が
､当

時
の
漁
師
さん

は
､感

覚
的
に
問
題
を
感
じ､
ま
ず
は
対
策
を

考
え
て
､海

底
耕
耘
を
始
め
､効

果
が
出
る
ま
で
頑
張
った
姿
勢
に
は
感
銘
しま

した
す
げ
ー

高
松
市
海
域
で
海
底
耕
耘
を
行
うこ
とで

･･
･

××
×

×
底
質
の
悪
化

底
生
動
物
の
斃
死

餌
が
食
べ
に
く
い

底
質
の
改
善

底
生
生
物
の
生
息

餌
が
食
べ
や
す
い

酸
素
供
給

海
底
耕
耘
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河河
川川

かか
らら

のの
有有

機機
物物

のの
流流

入入

漁漁
業業

＝＝
有有

機機
物物

のの
除除

去去

漁漁
業業
・・

ﾚﾚ
ｼｼ
ﾞ゙
ｬｬ
ｰー
にに
よよ
るる

干干
潟潟
生生
産産
力力

のの
有有
効効
利利

用用
負 の ス パ イ ラ ル

漁
業
・

ﾚ
ｼ
ﾞ
ｬ
ｰ

の
減
少

有
機
物

除
去
量

の
減
少

生
物
相

の
変
化

水
の
交
換

河河
川川

かか
らら

のの
有有

機機
物物

のの
流流

入入

漁漁
業業

＝＝
有有

機機
物物

のの
除除

去去

漁漁
業業
・・

ﾚﾚ
ｼｼ
ﾞ゙
ｬｬ
ｰー
にに
よよ
るる

干干
潟潟
生生
産産
力力

のの
有有
効効
利利

用用
負 の ス パ イ ラ ル

漁
業
・

ﾚ
ｼ
ﾞ
ｬ
ｰ

の
減
少

有
機
物

除
去
量

の
減
少

生
物
相

の
変
化

漁
業
・

ﾚ
ｼ
ﾞ
ｬ
ｰ

の
減
少

有
機
物

除
去
量

の
減
少

生
物
相

の
変
化

水
の
交
換

干
潟
生
産
力
改
善
の
た
め
の
ガ
イド
ライ
ン

年
月

水
産
庁

干
潟
生
態
系
の
模
式
図

環
境
配
慮
･地

域
特
性
を活

か
した

干
潟
造
成
法

中
村
ら

干
潟
の
場

環
境
配
慮
･地

域
特
性
を活

か
した

干
潟
造
成
法

中
村
ら

前
浜
干
潟

河
口
か
ら外

の
海
岸
線
や
沖
合
い
ま
で
広
が
る
干
潟

河
口
干
潟

河
口
内
の
静
穏
な
水
域
周
辺
に
形
成
され

る
干
潟

潟
湖
干
潟

河
口
や
海
か
ら湾

状
の
水
域
に
形
成
され

る
干
潟

91



活
動
報
告
の
集
計

耕
耘

海
底
掃
除

食
害
･除

去
移
植
･放

流
食
害
防
護

沈
着
器

客
土

施
肥

密
度
管
理

活
動
の
目
的

複
数
回
答

活
動
内
容

複
数
回
答

･活
動
の
目
的
は
､二

枚
貝
の
増
殖
が
圧

倒
的
に
多
い
｡二

枚
貝
とは

ア
サ
リや

ホ
ッ

キ
ガ
イ､
シ
ジ
ミな

どの
水
産
上
有
用
な
二

枚
貝
｡

→
昔
､獲

れ
て
い
た
貝
類
を
復
活
させ

て
た
い

･そ
の
他
とし
て
､底

生
生
物
の
増
殖
や
底

質
改
善

二
枚
貝
の
増
殖

底
生
生
物
の
増
殖

底
質
改
善

マナ
マコ

栄
養
塩
溶
出

その
他

･活
動
内
容
は
､海

底
耕
耘
が
最
も
多
く､

次
い
で
海
底
清
掃

死
骸
殻
の
除
去
や
ア

オ
サ
の
回
収
な
ど

･一
つ
の
活
動
の
み
の
組
織
も
あ
れ
ば
､複

数
の
活
動
を
平
行
して

行
って
い
る
組
織

も
あ
る
｡

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
干
潟
の
保
全
活
動

活
動
の
区
分

活
動
の
内
容

活
動
の
区
分

活
動
の
内
容

場
の
保
全

客
土
（
覆
砂
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

干
潟
の
形
状
や
環
境

砂
の
移
動
防
止

生
物
現
存
量

海
底
耕
う
ん

漁
場
と
し
て
の
利
用
、
社
会
背
景

死
殻
の
除
去

普
及
啓
発

広
報

流
域
に
お
け
る
植
林

体
験
学
習
等
の
実
施

浮
遊
・
堆
積
物
の
除
去

一
般
市
民
と
の
連
携

種
の
保
全

保
護
区
域
の
設
定

意
識
向
上

干
潟
保
全
の
研
修
会

機
能
発
揮
の
た
め
の
生
物
移
植

専
門
家
と
の
懇
談
会

稚
貝
等
の
沈
着
促
進

先
進
事
例
の
視
察

稚
貝
の
移
動
分
散
、
密
度
管
理

そ
の
他
特
認
活
動

機
能
低
下
を
招
く
生
物
の
除
去

活
動
の
効
果
促
進
に
資
す
る
活
動

母
貝
の
確
保

活
動
に
よ
り
生
じ
た
廃
棄
物
の
利
活
用

底
質
改
善

稚
貝
の
確
保

食
害
の
防
止

国
民
へ
の

理
解
の
増
進

各
地
の
活
動
団
体
の
取
り組

み
や
成
果
は
､他

の
活
動
に
も
役
に
立
ち
ま
す

各
活
動
組
織
の
活
動
実
績
に
つ
い
て
､提

出
･更

新
を
お
願
い
した

い

干
潟
の
保
全

活
動
組
織

団
体

活
動
報
告

団
体

年
月
現
在
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｢
耕
耘
を
や
っ
た
｣
だ
け
で
な
く
､
そ
の

状
況
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
!

海
底
耕
うん

（
潮
下
帯
の
場
合
） °カ
メラ

・
場
所
え
ら
び
は
、
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
！

・
生
物
の
生
活
サ
イ
ク
ル
に
併
せ
て
、
時
期
を
決
め
る
！

徒
手
に
よ
る
方
法
（
山
口
県
山
口
市
）

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
方
法
（
愛
知
県
竹
島
）

海
底
耕
耘

干
潟
の
場
合

客
土

26

干
潟
の
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
海
底
耕
耘

活
動
報
告
の
集
計

海
底
耕
耘
の
目
的

複
数
回
答

成
果
の
評
価

･海
底
耕
耘
は
､底

質
の
改
善
が
多
い
｡

→
劣
化
した

海
底
を
物
理
的
に
改
善
す

る
こと
｡場

を
作
る
こと
が
が
ま
ず
第

の
ス

テ
ップ

･半
数
以
上
が
｢成

果
が
出
て
い
る
｣と
の

評
価

･だ
た
､目

標
設
定
が
高
い
も
の
や
低
い
も

の
ま
で
､色

々
あ
る
｡

底
質
改
善

生
物
増
殖

栄
養
溶
出

外
敵
除
去

成
果
が
出
て
い
る

成
果
が
出
て
い
な
い

活
動
の
ゴ
ー
ル
が
ち
ゃん

と設
定
で
き
て
い

る
か
大
き
な
目
標
に
な
って
い
な
い
か

ち
ゃん

と段
階
的
に
目
標
を
設
定
して

い
る

か
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生
物
の
除
去
（
ナ
ル
トビ

エ
イ
）

32

海
底
清
掃

31

海
底
堆
積
物

貝
殻
や
海
藻
類
の
回
収

広
島
県

前
潟
干
潟
研
究
会

稚
貝
の
沈
着
促
進
（
大
野
方
式
）

大
村
市
松
原
活
動
組
織

育
波
地
区
協
議
会

底
質
の
改
善

底
生
動
物
の
増
加

海
底
耕
うん

の
効
果
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カイ
ヤ
ドリ
ウミ
グ
モ
の
除
去

チ
ェー
ン曳

き
器
具
（

､
）
､ネ
ット
曳
き
器
具
（

）

千
葉
県
水
産
総
合
研
究
セ
ン
ター

駆
除
試
験
の
作
業
図
（
D）

愛
知
県

一
色
干
潟
保
全
会

生
物
の
除
去
（
寄
生
動
物
）

カカ
イイ
ヤヤ
ドド
リリ
ウウ
ミミ
ググ
モモ

Ny
m

ph
on

el
la

 ta
pe

tis
分
類
学

節
足
動
物
門
、皆

脚
（
ウミ
グ
モ
）
綱
、皆

脚
目

宿
主
名

ア
サ
リ、
オ
ニア

サ
リ、
シ
ズ
クガ

イ、
キ
ヌマ

トイ
ガ
イな

ど

寄
生
部
位

外
套
腔

肉
眼
所
見

二
枚
貝
類
の
外
套
腔
か
ら鰓

、唇
弁
の
表
面
に
、

の
ウミ
グ
モが

１
か
ら数

十
個

寄
生
虫
学

幼
生
は
頭
部
前
端
に
あ
る
吻
を貝

の
体
壁
に
穿
入
させ

、
体
液
を
吸
収
して

成
長
（

O
ga

w
a 

&
 M

at
su

za
ki

, 
19

85
）
。成

体
に
な
る
と外

に
出
て
潜
砂
し自

由
生
活

性
に
な
る
とい

わ
れ
て
い
た
が
、貝

の
中
で
成
熟
す
る例

も
あ
る
（
多
留
ら、

20
07
）
。潮

間
帯
に
生
息
して

い
るこ

とか
ら広

塩
性
で
あ
り、
低
温
（

13
℃
）
耐
性
も
あ
る

（
多
留
ら、

20
07
）

病
理
学

重
度
の
寄
生
に
よ
り栄

養
的
な
負
荷
が
か
か
る
だ
け
で
な

く、
水
管
か
ら鰓

に
至
る
外
套
腔
を
占
拠
す
る
こと
で
水

流
を阻

害
し、
呼
吸
効
率
の
低
下
させ

（
多
留
ら、

20
07
）
、結

果
、宿

主
貝
は
衰
弱
、死

亡
す
る

人
体
に
対
す
る

影
響

人
間
に
は
寄
生
しな

い
。寄

生
を受

け
た
貝
に
も
毒
性

（
下
痢
性
、麻

痺
性
）
は
な
い

診
断
法

外
套
腔
内
に
寄
生
して

い
るク

モ
状
の
虫
体
は
、容

易
に

肉
眼
で
観
察
で
き
る。
頭
部
、４

節
の
胸
部
、萎

縮
した

腹
部
か
らな

り、
胸
部
各
節
は
長
い
付
属
肢
１
対
を有

す
る

生
物
の
除
去
（
寄
生
動
物
）

船
橋
地
区区
（
6月月
下下
～～
）

船船
橋橋
・・
木木
更更
津津
地地
区区

（（
6下下
～～

12
月月
））

浦
島
地
区区
（
8,
10
月月
）

川
口口
地
区
（
7～～

9月
）

ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
成成
貝貝
・・
卵卵
塊塊
及及
びび

キキ
セセ
ワワ
タタ
ガガ
イイ

ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
成成
貝貝
・・
卵卵
塊塊

ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
成成
貝貝
・・
卵卵
塊塊
・・
アア
カカ
ニニ
シシ

生
物
の
除
去
（
腹
足
類
）

34
秋
田

天
王
の
風

ツメ
タガ

イを
除

去
した

ら､
ア
カ

ガ
イが

増
加
し

て
い
た

ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
成成
貝貝
・・
卵卵
塊塊

生
物
の
除
去
（
ヒト
デ
）

33

厚
岸
湖
内
地
区
活
動
組
織

大
村
市
松
原
活
動
組
織

湾
中
地
区
干
潟
保
全
協
議
会
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干
潟
保
全
活
動
で
の
阻
害
要
因
の
特
定

令
和

年
度

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会
（
東
京
会
場
，
干
潟
部
会
）

コー
デ
ィネ
ー
ター

桑
原
久
実

様
発
表
資
料
より

干
潟
保
全
活
動
で
の
阻
害
要
因
の
特
定

令
和

年
度

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会
（
東
京
会
場
，
干
潟
部
会
）

コー
デ
ィネ
ー
ター

桑
原
久
実

様
発
表
資
料
より

25
 cm

豊
か
な
海

兵
庫
県

育
波
地
区
協
議
会

施
肥
材

干
潟
の
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
客
土

佐
賀
県

長
与
浦
再
生
活
動
組
織
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活
動
す
る
上
で

➢
活
動
す
る
上
で
狙
う目

的
と活

動
内
容
が
合
って
い
る
か

→
目
的
に
応
じて

､対
策
が
異
な
る
｡

➢
活
動
内
容
に
つ
い
て
､活

動
内
容
に
合
った
モ
ニタ

リン
グ
を
行
って
い
る
か

➢
モ
ニタ

リン
グ
や
その

結
果
は
､狙

う目
的
に
合
って
い
る
か

→
最
終
的
な
大
き
な
目
的
､そ
の
前
の
小
さな

目
的
を
作
って
活
動
を
して

い
る
か

➢
も
し､
想
定
した

よ
うな

結
果
が
出
て
い
な
い
場
合
､そ
の
原
因
に
つ
い
て
検

討
した

か
→
順
応
的
に
活
動
内
容
の
変
更
や
モ
ニタ

リン
グ
手
法
の
変
更
を
考
え
て
み

る
｡

⇒
それ

で
も
駄
目
な
場
合
に
は
､有

識
者
や
サ
ポ
ー
ト専

門
家
に
聞
い
て
み

る
｡

干
潟
保
全
活
動
で
の
阻
害
要
因
の
特
定

被
覆
･耕

耘
に
よ
る
ア
サ
リ生

息
密
度
の
比
較

大
分
県

宇
佐
干
潟
保
全
の
会

①
対
照
区
は
全
くア
サ
リが
確
認
され

ず
②
被
覆
網
区
と耕

耘
で
は
ア
サ
リが
確
認

③
耕
耘
よ
りも
被
覆
の
方
が
ア
サ
リが
多
い

→
魚
介
類
に
よ
る
食
害
が
大
き
い
の
で
､今

後
の
一
番
の
対
策
は
被
覆
網
が
良
い
と思

わ
れ
る

※
比
較
す
る
た
め
に
対
照
区
を
設
け
て
モ
ニタ

リン
グ
す
れ
ば
､原

因
も
分
か
りや

す
くな
る
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③参加活動組織実績資料

１）小川原湖地区漁場保全の会（青森県）��q±¼ÇÒÝèó���$/:EP[frþ¼����¨®¯°²³´µ¶·¸¹¹º»½¾¿ÀÁÂ³¸µÃÄÅÆÈÉÊËÌÍÎ½ÏÐÑÓÔ³Õ½´µÖ×ØÙÚÛÜÞµÖßàáâãËÂäåæç´éêµëìËí¿îïíðÑÓÔñ½µÖ×ØËåæòïëìµôËÂõò´¶·ö÷øùßú¸ûÓÔüýüµ��µÖ×Øåæòï���	½ûÓÔ
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rþ78�9;����Ë<=�µÖ×ØåæòË>¶'?@ç»A½µÈBCD�F½GHIJçKLüMÔNâOQ´µ��½RSÓT�UVW¸ûÓÔUVWË»A´µ�Ö×ØËXYZQç\]ÑÓ� Ë!�<='^_µ�`a%&üMÂ#Ù()üMÂ#Ëbcµ"d�ïeZÑÓ� Ë<=¸ûÓÔUVW´µghijklkçm¸noÑÓps¸tuÔvMµUVWwx½yz{|k}~�çtuüµôË��ç��üâï-OQçeêÀÓÔ��µUVW¸<=ï�-.M��½´µÖ×Øåæ?@ç�e��ÓMê½µÖ×Ø��ç��üÀÓÔ
ghi½�ÓT�UVW
Ö×Ø��Ë��
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���D����rþ�����
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２）室津地区豊かな海づくり活動組織（兵庫県たつの市）��q±¼ÇÒÝèó���$/:EP[fr}���þq}®¯°²³´µ¶·¸¹º»½¾µ¶¿ÀÁÂÃÄÅÆÈÉÊÆËÌÍÎÏÐÑËÓÔÕÖ×ØÙÚÛÜÞßÎàáâÙãÞÑËÓäåÈÃæçéêÓëìíÙîïÐ¾ðñ¿òÂôõöï÷øÓäùÅú·ûüý��äùÃ���äùÃ��á	
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４）南浦藻場保全会、妙見湾干潟保全会、島野浦サンゴ礁保全会（宮崎県 延岡市） 

【活動における課題】 

 

【活動の目標】 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 R5 の実績・成果 課題 

藻場の保全 

（南浦） 

・食害生物（ｳﾆ）の除去 

・モニタリング 

・母藻の設置 

・約 900 個のウニを除去
（例年 15,000 個以上を

除去、R5 は実施） 

・高齢化による人

員不足 

・イスズミやアイ

ゴ等の植食性魚類

への対策 

干潟の保全 

（妙見湾） 

・耕うん 

・稚貝等の沈着促進 

・耕うん（水上ポンプ 7
回、手作業 1 回） 

・他事業でアサリ

の放流も行ってい

るが、定着しない 

サンゴ礁の

保全 

（島野浦） 

・食害生物（ｵﾆﾋﾄﾃﾞ）の除

去 

・保護区域の設定 

・モニタリング 

・除去約 20 個体 
・小学生を対象にシュ

ノーケリング体験を実

施 

・レイシガイが多

くなっている 

海洋汚染の

原因となる

漂流、 漂着

物、堆積物処 

理（島野浦） 

・漁業者等が使う砂浜、海

底、沖等の廃棄物等処理 

・年 1 回の実施、漁業関
係者 64 名が参加 

・隣接地域の漁業

者の意識改善が難

しく廃棄量が減ら

ないため、改善に

向かわない 

 

  

・高齢化による人手不足（活動組織） 

・事務負担により継続意思が弱くなっている（漁協） 

・予算削減による活動縮小（漁協、活動組織） 

・植食性魚類への対策（藻場） 

・アサリの定着（干潟） 

平成28年度： 

平成29年度： 

平成30年度： 

令和元年度： 

令和２年度： 

令和３年度：藻場の保全 5.5ha、干潟の保全 9.7ha、サンゴ礁の保全 8.0ha 

令和４年度：藻場の保全 5.5ha、干潟の保全 9.7ha、サンゴ礁の保全 8.0ha 

令和５年度：藻場の保全 5.5ha、干潟の保全 9.7ha、サンゴ礁の保全 8.0ha 

令和６年度：藻場の保全 5.5ha、干潟の保全 9.7ha、サンゴ礁の保全 8.0ha 
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【活動状況の写真】 

 
説明： モニタリング 説明：モニタリング 説明：モニタリング 

 
説明： ウニ駆除（船上から） 説明：ウニ駆除（潜水） 説明：ウニ駆除 

 
説明：母藻設置 説明：母藻設置 説明：母藻設置（完了後） 

 
説明：耕うん 説明：耕うん（水上ポンプ） 説明： 海岸清掃 

 
説明：白化したサンゴ礁 説明：オニヒトデの駆除 説明：レイシガイの駆除 
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令和６年度　水産多面的機能発揮対策支援事業

令
和
６
年
度
　
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会
　
全
国
講
習
会
テ
キ
ス
ト
（
　
技
　
術
　
編
　
）
　
　

公
益
社
団
法
人
　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会

公益社団法人　全国豊かな海づくり推進協会

令和６年度

水産多面的機能発揮対策講習会

全国講習会テキスト（技術編）

2024 年 9 月 4 日～ 5日

ＡＰ浜松町

（東京都港区芝公園２－４－１）

水産庁委託事業

和６年度 水産多面的機能発揮対策講習会_全国講習会テキスト（技術編）_表紙.indd   1和６年度 水産多面的機能発揮対策講習会_全国講習会テキスト（技術編）_表紙.indd   1 2024/08/23   12:05:482024/08/23   12:05:48
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